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　私は逃にげている。

　雲海の上をただひたすら。月明かりに照らされて、夜よ闇やみを排はい気き炎えんで切り裂さきながら。

　青白く輝かがやく雲のカーペットはまるで雪原のようだ。どこまでも続く一面の銀世界。瑠る璃り色いろの天てん蓋がいの下広がる、生命の痕こん跡せきもない、恐おそろしくも美しい無人の荒こう野や。

　ごうごうと風の音が響ひびく。茫ぼう漠ばくたる夜空にジェットエンジンの稼か働どう音おんが拡かく散さんする。身体からだの内からどっどっと鼓こ動どうが伝わってきた。逃げろ、逃げろ、逃げろ。心音に合わせて内なる声が囁ささやく。早く、もっと早く、追いつかれるぞ。早く！

　速度計の表ひよう示じはとうに音速を超こえている。風で散らされた雲が粉雪のごとく宙ちゆうに舞まう。だが焦しよう燥そうは収おさまらなかった。呼こ吸きゆうが荒あらい。ぶわりと背せ中なかの毛が逆さか立だつ。

『Командир синих Белому 01. Ваш самолет полностью блокирован. Немедленно развернитесь и следуйте нашим указаниям. Повторяю.（ブルー・リーダーより白の01。貴き機きは完全に補ほ足そくされている。速やかに反転し当方の指示に従したがえ。繰くり返す）』

　無線がざらついた警けい告こくを吐はき出す。レーダーに浮うかび上がるのは二機の後続機。五キロ後方を高速で飛ひ翔しようしている。敵てき味み方かた識しき別べつ信しん号ごうのシグナルは友軍。だがインカム越ごしの声に体温は感じ取れなかった。

『Белый 01, тыне слышишь? Если не подчинишься, то будешь атакован. Отвечай, отвечай.（白の01、聞こえないのか。警告に従わなければ攻こう撃げきする。応おう答とうせよ、応答せよ）』

　無言でスピードを上げる。風切り音が更さらに強くなった。

　拒きよ絶ぜつの意思は即そく座ざに伝わったのだろう。後続機が速度を増ます。双そう発はつのエンジンを唸うならせ、武ぶ装そうの安全装置を外して迫ってくる。小鶴ジユラーヴリクの愛あい称しようを持つ二羽の凶きよう鳥ちようが。

　逃げろ。

　声が響ひびく。

　誰だれのものとも分からない、だが絶ぜつ対たい的てきなオーダーが。

　全てを捨すてて、全てを忘わすれて、地の果てまでも逃げ続けろ。

　国も同どう胞ほうも気にするな。今考えるべきことはいかに長く生き続けるか、用意された終末から逃れえるか。

　終末？

　不ふ穏おんな単語に眉まゆをひそめる。なんの？　一体どういう理由で？　だがすぐ意い識しきにもやがかかった。記き憶おくが混こん濁だくする。何も思い出せない、意味のあることは本当に何一つ。

　覚えているのは自分の名前。そして逃げなければならないという衝しよう動どうのみ。

　ビー。

　レーダー警告音が響き渡わたる。

　電子の目がこちらを探さぐっていた。ターゲットの位置と速度をデータ化しミサイルに送りこんでいるのだ。私はひたすらスロットルを開き視し線せんから逃のがれようとした。今の自分に武ぶ装そうはない。空戦が始まってしまえばただ一方的に追いまくられるだけだ。だから少しでも距きよ離りを稼かせがなければならない。青白い雪原を進み、海を渡わたり、世界の果てにたどりつかないと。

『Сбиваем Белого 01.（白の01を撃げき墜ついする）』

　最後通告が短く響ひびいた。

　敵てき意いが背せ中なかで弾はじける。レーダー上の友軍機は一切の躊ちゆう躇ちよなく翼よく下かのミサイルを発はつ射しやした。

　私はチャフ・フレアをばらまき回かい避ひ機き動どうに移うつる。銀色の月光を翼つばさで跳はね返しながら雲海の上を舞まい踊おどる。

　静せい寂じやくの雪原は乱みだれ飛ぶアルミ片へんとグラスファイバでにわかに騒さわがしくなった。赤外線と電波がぶつかり合い見えない鍔つば迫ぜり合いを演えんじる。

　炎ほのおが爆はぜた。

　フレアに幻げん惑わくされた赤せき外がい線せん誘ゆう導どうミサイルが後方で爆ばく発はつしたのだ。レーダーに砂すな嵐あらしが走る。ノイズが彼ひ我がの電子機器を狂くるわせる。

　混こん乱らんに乗じ私は先へと進む。一秒でも二秒でも自分の命を永ながらえさせようとする。

　そう、全ては内なる声の命じるままに。私は空の一点を目指し続ける。その衝しよう動どうがどこから来たのか、誰だれに言われたものなのかは分からない。だが従したがわなければならなかった。今の自分にはその声だけが唯ゆい一いつ信じるものなのだから。

　小さく息を吸すいこむ。

　コントロールパネルを押おさえ、彼方かなたに視し線せんを据すえ。

　私は静かに胸むねの奥おくの指令を復ふく唱しようした。




　東へ。
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航空自衛隊小こ松まつ基地




八月十九日午後八時四十分






「北から敵てき襲しゆうってどういうことだよ！」

　スクランブル警けい報ほうに急かされながら鳴なる谷たに慧けいは叫さけぶ。

　夜の飛行場は時ならぬ喧けん噪そうに包まれていた。整せい備び員いんや車両が慌あわただしくエプロンを行き交っていく。ジェット燃ねん料りようの焼ける独どく特とくの匂におい。耳をつんざく排はい気き音おん。見ている間にアラートハンガーからＦ─15Ｊが二機、飛び立っていった。

　フライトベストに袖そでを通し前のバックルを留とめる。ずりおちそうな耐たいＧスーツを引き上げていると桃もも色いろ髪がみの少女がメットバッグを差し出してきた。冷ややかな灰はい色いろの瞳ひとみを向けて。

「奥おく尻しり島とうのレーダーサイトが領りよう空くう侵しん犯ぱん機きをとらえた。ＥＰＣＭを感知しているから多分ザイ、独どく飛ひに出しゆつ撃げき要よう請せい。そういう話」

　淡たん々たんと告げてくる。事じ態たいの深しん刻こくさを理解しているのかいないのか、いまいち不明な反はん応のうだ。

「だからなんでいきなり奥尻島なんだよ。あっちの先にあるのはロシア、ウラジオストクとかだろ。ザイに防ぼう衛えい線せんを破やぶられたのか？　聞いてないぞ、そんな話」

「さぁ」

　少女が首を傾かしげる。

「よく分からないけれど、敵が来たらやることは同じ。出撃して墜おとすだけ」

「……、おまえはシンプルだな」

「戦せん闘とう機きだから」

　ＪＡＳ39Ｄ─ＡＮＭ、グリペンはこともなげに答える。そう、彼女は人間ではない。人工的に作られた軍用機の制御ユニット、アニマだ。機体ドーターと同調し人類の版はん図とを守る、可か憐れん且かつ獰どう猛もうな戦闘人形。

　牽けん引いん車しや両りように引かれてクロースカップルドデルタ翼よくの単発機がハンガーから進み出てくる。照明に垂すい直ちよく尾び翼よくが輝かがやいた。整備員に導みちびかれるままタラップを上りコクピットに入る。ハーネスを座ざ席せきに接せつ続ぞく、後席のグリペンがシステムを起動した。

　セルフチェック、装そう甲こうキャノピー閉へい鎖さ、全周モニタ起動。

　エンジン音が高鳴る。牽引車両が離はなれたのを見み届とどけタキシング開始。滑かつ走そう路ろ手前で管かん制せい塔とうを呼よび出した。

「タワー、ＢＡＲＢＩＥ01、レディー・フォー・ディパーチャー」

『ＢＡＲＢＩＥ01、タワー。ランウェイ24、クリアード・フォー・テイクオフ』

　いつものやりとりを経へて離り陸りく許きよ可かをもらう。緋ひ色いろの有ゆう翼よく獅し子しは凶きよう暴ぼうな排気音をまき散らしながら虚こ空くうに突き進んでいった。飛ひ翔しよう。またたく間に空港の灯りが小さくなりモニタが暗転する。雲が厚あつい。不安定な気流が機体を揺ゆさぶる。

　高度計の数すう値ちが五千を超こえたあたりで視し界かいが晴れた。月明かりが周囲を照らしている。雲を抜ぬけたのか。遮さえぎるもの一つない、茫ぼう漠ばくとした空間が広がっていた。

『ＢＡＲＢＩＥ03よりＢＡＲＢＩＥ01、聞こえますか』

　いつの間にか左手にエメラルドグリーンの双そう発はつ機きが並ならんでいた。逆ぎやくＹの字型に構こう成せいされた尾び翼よく、中折れ形状の主翼、特とく徴ちよう的てきなロングノーズ。ＲＦ─４ＥＪ─ＡＮＭだ。緑髪の少女が駆かる戦せん術じゆつ偵てい察さつ機きのドーター。

「聞こえてるよファントム、感度良好だ」

『先行したスクランブル機はアプローチに失敗した模も様ようです。ＥＰＣＭの影えい響きようでアンノウンを見失ったのだとか。再さいアプローチはかけているようですが、多分私達の方が先に接せつ触しよくします』

「ＥＰＣＭ、やっぱりザイなのか」

　ロシア方面、人類の版はん図とから現あらわれたにもかかわらず。

　言葉の裏うらに滲にじむ不安を感じ取ったのだろう。ファントムは説明を続けた。

『何か特とく殊しゆなザイなのかもしれません。ステルス機能を持っていて、ロシアの防ぼう空くう網もうを気づかれずに突とつ破ぱできたとか』

「だったら今も姿すがたを隠かくしてるはずだろ。日本に近づいた瞬しゆん間かん、居い場ば所しよをばらし始めるとか、わけが分からない」

『それはそうですが』

　であれば一体何が起きているのか。

　自分達が知らない間にロシア極東部もザイの手に落ちた？　上海シヤンハイや常じよう熟じゆく同様、沿えん岸がんの町々がガラス細工の機影に満たされた？

　不吉な想像が黒雲のように広がっていく。もしロシアの防ぼう衛えい線せんも突破されたのなら日本への侵しん攻こう可か能のう領りよう域いきはおおよそ倍になる。北は樺から太ふとから南は東シナ海に至いたるまで、広大な戦線が生まれることになる。一体今の独どく飛ひの戦力で対たい処しよしうるのか。同時多方面で攻撃を受けたらどうなるのか。背せ筋すじが寒くなる思いだった。

「いた」

　グリペンが警けい告こくする。

　前方の空にぼうっと光点が浮うかび上がっていた。夜よ闇やみの中、星のように青白く輝かがやいている。一機？　いや、だがレーダーには三つの点が表示されている。先頭の機体だけが月明かりを反はん射しやしているのか。

『妙みようですね』

　ファントムがつぶやく。

『ＥＰＣＭが消えています。接せつ近きん中ちゆうのアンノウンは普ふ通つうの航こう空くう機きです』

「ザイを見み逃のがしたのか？」

『そんなはずは……確たしかにこちらの方角にいたはずですが』

　どういうことだ。

　ザイと同時に人間の領りよう空くう侵しん犯ぱん機きが現あらわれた？　まったく同じタイミングで、同じ方角から？

「慧けい、どうするの」

　グリペンが指し示じを仰あおぐ。

「迎げい撃げきする？　無む視しする？」

「無視ってわけにはいかないだろう」

　たとえザイでなくても所しよ属ぞく不明機には違ちがいない。領空への侵入を座ざ視しできなかった。だが他にザイの編へん隊たいがいたら？　目の前のアンノウンに構かまっている間に防ぼう空くう網もうを突とつ破ぱされてしまったら？

　悩なやんでいる時間はなさそうだった。三機の所属不明機は刻こく一いつ刻こくと領空に近づきつつある。

　ファントムが痺しびれを切らしたように提てい案あんする。

『とりあえず警けい告こくしましょう。防空識しき別べつ圏けんから退たい去きよさせて、それからＥＰＣＭの原げん因いんを探さぐるべきかと』

「警告」

『領空侵犯対たい応おうです。無線通告と警告射しや撃げき。相手が人間の戦せん闘とう機きなら問答無用で撃げき墜ついはできませんから』

「そんなのやったことないぞ」

『無線通告はグリペンがやれるはずです。私達はとにかく相手を目視できる距きよ離りまで近づきましょう』

　近づくって。

「それで、攻撃されたら」

『頑がん張ばってかわしてください。初撃をしのげば自衛戦闘が許ゆるされています』

　簡かん単たんに言ってくれる。喉のどの奥おくから唸うなるような声を上げスロットルを開いた。

　アンノウンが接せつ近きんする。先頭の一機、白く輝かがやく点が徐じよ々じよに大きくなった。一定距離まで詰つめて「おや」と思う。月明かりの反射にしては妙みように明るい。というか後続の二機と明らかに明度が異ことなっていた。まるで装そう甲こうが内側から発光しているような。

　発光？

（まさか）

　息を吞のんだ瞬しゆん間かん、先せん導どう機きがスピードを上げる。純じゆん白ぱくの翼つばさが闇やみを裂さき突つっこんできた。尾び翼よくに浮うかぶのは微び細さいなハニカム模も様よう。

「ドーター!?」

　遅おくれて衝しよう撃げき波はが伝わってくる。ものすごい加速力だ。二基きのエンジンを煌きらめかせ遠ざかっていく。

　呆あつ気けに取られていると今度は残りの二機が接せつ近きんしてきた。大きく翼つばさを広げた怪かい鳥ちようのごときシルエット、長く伸のびた機首は蛇へびが鎌かま首くびをもたげたように前ぜん傾けいしている。凄すさまじい圧あつ迫ぱく感かんだ。だがさすがに二回も抜ぬかれるわけにはいかない。相手の進しん路ろを遮さえぎるように機体を割わりこませる。即そく座ざにグリペンが無線回線を開いた。

「警けい告こく。貴き機きは日に本ほん領りよう空くうに接せつ近きんしつつある。速やかに進路を変へん更こうせよ」

　続けて英語、ロシア語で同じ内ない容ようを告げる。だが所しよ属ぞく不ふ明めい機きは強引にパワーダイブするとこちらの下方をかいくぐってきた。

「なっ！」

　明白な敵てき対たい行こう為い。なりふり構かまわぬ行動は戦せん闘とうのリスクも覚かく悟ごしたものか。甘あまかった。人間相手と思って気を抜いていた。

　慌あわてて追撃しかけた瞬しゆん間かん、火か箭せんが所属不明機の前に降ふり注ぐ。エメラルドグリーンの双そう発はつ機きが逆さか落おとしに行く手をふさいでいた。

『フランカー、ロシア機ですか』

　ファントムの声は愉たのしげだった。嗜し虐ぎやく的てきな響ひびきが言葉に滲にじむ。

『ルックダウン能のう力りよくの不足で抜かれるのは四十年前の一度きりで十分です。丁度よいので汚お名めい返へん上じように付き合っていただきましょうか。二度目の函はこ館だてはありませんよ』

　言うが早いか珍めずらしく乱らん暴ぼうなマニューバで相手の後ろに回りこもうとする。たまらずフランカーが進路を変えた。そのまま互たがいのエンジンを食いちぎろうとするようにドッグファイトを開始する。

「慧けい、もう一機を」

　グリペンの呼よびかけで我われに返る。

　白い翼、闇やみ夜よを駆かけ抜ける雪色のドーター。

　戦せん術じゆつマップの機き影えいはもう大分領空に近づいていた。あと数分も待たず国こつ境きようを突とつ破ぱされる。そうすればすぐに本土だ。戦闘機の足ならわずかな時間で市街地が攻こう撃げき範はん囲いに入る。

　もし大だい規き模ぼ破は壊かい兵へい器きを装そう備びされていたら、核かく爆ばく弾だん・ミサイルでも発射されたら。一瞬で数百万の命が消え失せる、喪うしなわれる。

（させるかよ）

　アフターバーナー全開。燃ねん料りようの消費を気にせず追撃する。ややあって発光体が近づいてきた。星明かりとは明らかに違う、ぼうとした煌きらめき。

「マスターアーム・ＯＮ」

　安全装置を解かい除じよする。兵装セレクタを短距離ミサイルＳＲＭモードにセット、スロットルレバーを握にぎりしめる。

「慧、警告なしで攻撃は」

　グリペンの制止に、頭に血が上った。

「そんなこと言ってる場合かよ。ぼやぼやしてたらどこかの町がやられるかもしれないんだぞ」

「分かってる。けど」

「けど、なんだ」

「あれはザイじゃない」

　冷や水を浴あびせかけられた気分。

　確たしかに彼女の言う通りだ。自分が撃うち落とそうとしているのは正体不明のインベーダーではない。後ろの少女と同じ人じん類るい守しゆ護ごの切り札だ。が。

「でもだったらなんで奴やつは日本に向かってる？　俺達を振ふり切って進もうとしてるんだ」

「……」

　領りよう空くうが迫る。残り十一ノーティカルマイル。不明機の機動に変化はない。まっすぐに国こつ境きようを目指している。

「やるしかないだろ、シーカーオープン」

　親指をウェポンリリースボタンに滑すべらせる。迷まよいを押おし殺す。たとえどんな姿すがたをしていようとあれは侵しん入にゆう者しやだ。自分達の日にち常じようを侵おかす異い物ぶつだ。

　チチチと電子音が響ひびく。ターゲットコンテナが目標をとらえる。

　片かた目めをすがめボタンを押しこみかけた時だった。

『……命……す』

　ノイズ混まじりの言葉がインカムから流れ出してきた。

『……します。……命を』

　なんだ。

　女の声？　ファントムのものではない。

　耳を澄すます。砂すな嵐あらしのような雑ざつ音おんから次第に単語が浮うかび上がってきた。日本語だ。息を吞のんでいると徐々に言葉の輪りん郭かくがはっきりしてきた。

『亡ぼう命めいを……希望します』

　！

「グリペン！　どこからの通信だこれ！」

「前方のドーター。全ぜん周しゆう波は数すう帯たい域いきで発信中。大出力」

「亡命だって？」

　呆あつ気けに取られる。予想外の展てん開かいに意い識しきが空白化した。

　罠わなか？　こちらの意表を突き国境突とつ破ぱの時間を稼かせごうとしている？　だが繰くり返される言葉は真しん摯しで演えん技ぎの気配を感じさせない。本当に逃にげているのか。ロシアから、最高戦力であるドーターが。

　撃つべきか、撃たざるべきか。コンマ数秒単位で思考が揺ゆれ動く。

　国境線が迫せまる。ターゲットコンテナがまたたく。耳元でノイズ混じりの声が響ひびく。

　どうする。どうしよう。どうしたらいい。

　じっとりと掌てのひらに汗あせが滲にじむ。指が滑すべる。ボタンを押おしてしまいそうだ。ああくそっ。考えがまとまらない。大きく息を吸すいこんだ瞬しゆん間かん。

『ＢＡＲＢＩＥ01、03聞こえるか。俺だ、八や代しろ通どおりだ』

　防衛省技術研究本部、特別技術研究室室長、八代通遥はるか。日本のアニマを統とう括かつする男の声が響いた。

『白いドーターからの通信を確かく認にんした。亡ぼう命めいを受け入れる。当とう該がい機きを小こ松まつにエスコートしろ』

「いいんですか？」

『かわまん。罠わなにしては直ちよく接せつ的てきすぎる。本気で日本とことを構かまえるつもりなら、もっと他にやり方があるだろう』

　肩かたの力が抜ぬける。選せん択たくの重みから解かい放ほうされた途と端たん、全身から汗あせが噴ふき出してきた。

『お父様、こちらはどうしますか？』

　ファントムの声は余よ裕ゆうに満ちていた。緑の発光体がフランカーを追い回している。シャンデルやハイ・ヨー・ヨーを自じ在ざいに決め完全に遊びモードだ。もともとアニマ同士のドッグファイトでさえトップスコアを叩たたき出す彼女だ。ザイならぬ有人機に勝ち目があるはずもない。

　八代通の溜ため息いきが響く。

『小松行きの切符は一枚きりだ。丁重にご退たい場じよういただけ』

『承しよう知ちしました』

　舌したなめずりせんばかりの口く調ちようで言ってスロットルを開く。急きゆう旋せん回かいで逃のがれようとするフランカーを、斜ななめ四十五度の角度で宙ちゆう返がえりし射しや界かいにとらえた。ミサイルシーカーを月明かりに煌きらめかせて通告。

『Тот, кого вы преследуете, вошел в воздушное пространство Японии. Теперь он под контролем наших воздушных сил самообороны. Дальнейшее преследование будет считаться актом вторжения, вы к этому готовы?（あなた方の尋たずね人は日本の領りよう空くうに入りました。以い降こうは我われ々われ航空自衛隊の管かん制せい下かに置かれます。これ以上の追つい撃げきは侵しん略りやく行こう為いと見なしますが、その覚かく悟ごはおありですか？）』

　ブリャーチ！　と男の声が響く。意味は分からないが多分悪あく態たいだろう。苛いら立だちも露あらわに機体を左右にバンクさせる。そのまましばらくの間、空域に留とどまっていたがやがて大きくターンし飛び去っていった。

『Вы об этом пожалеете.』

　短い通信を残して二対の排はい気き炎えんが遠ざかっていく。数秒もすると先ほどまでのせめぎ合いが噓うそのように静せい寂じやくが蘇よみがえってきた。

「やれやれ」

　安あん全ぜん装そう置ちを戻もどす。座ざ席せきにもたれかかると今いま更さらながら鼓こ動どうの音が再さい認にん識しきされてきた。すごい勢いきおいで心しん臓ぞうが鳴っている。まったく、戦争はザイとだけで十分だ。人間相手に切った張はったは金こん輪りん際ざいご免めん被こうむりたい。

「とりあえず白いドーターを追いかけるか。どこか小こ松まつ以外の空港に向かわれても困こまるし」

　嘆ため息いき混まじりの声に答えはなかった。

　不ふ審しんに思い振ふり返る。グリペンはじっと虚こ空くうを見つめていた。フランカーの去った方角を目で追っている。

「どうした？」

「最後の通信」

　抑よく揚ようのない口く調ちよう。白い肌はだが陶とう器きのように月光を照り返している。

「ロシア機からの無線」

「ん？」

　何か気になる内ない容ようだったのか。てっきり撤てつ退たいの合図か何かかと思っていたが。

「なんて言ってたんだ」

　グリペンは小さく息を吸すいこんだ。

「『後こう悔かいするぞ』って」

「後悔？」

　予期せぬ単語にまばたきする。

「どういうことだよ。あとでお礼参りにでも来るってか？」

「分からない、聞こえたのはそれで全部」

　意図がつかめない。まさか本当に捨すて台詞ぜりふなのか。目的を果たせず苛いら立だち混まじりに毒づいただけ？

　いや。

　なぜだろう、胸むねがざわめく。自分達がとてつもない間ま違ちがいをしでかした気分になる。

　見たこともないロシア人パイロットの顔が脳のう裏りに浮うかんだ。青い目に悲しみをたたえ、沈ちん痛つうに首を振ふる男の姿すがたが。

　愚おろかな日本人よ。

　俺達は確たしかに止めようとしたぞ。

　義ぎ務むを果たそうとしたぞ。

　だがもう無理だ。あとは自分達でなんとかするんだな。

（なんとかって……なんだよ）

　奇き怪かいな妄もう想そうを振り払う。馬ば鹿か馬ば鹿かしい。領りよう空くう侵しん犯ぱん機きの一言に何を想そう像ぞうたくましくしているんだ。グリペンの聞き取りが正しいかどうかも分からないってのに。というかこいつロシア語聞き取れるのか？　米軍とのやりとりを見ていた限かぎり英語も怪あやしい様子だったけど。

「行くぞ」

　スロットルを開け先行のドーターを追う。

　背はい後ごからファントムが並ならんできた。




　眼がん下かの小こ松まつ空港は混こん乱らんしていた。

　離り着ちやく陸りくを中断された民間機が右う往おう左さ往おうしている。無線の周波数帯はどこもかしこも緊きん急きゆう事じ態たいを告げるアナウンスで満ちていた。今いま頃ごろ管かん制せい席せきは大おお騒さわぎだろう。先行して戻もどったスクランブル機も空中待機を命じられているらしい。燃ねん料りよう切ぎれ間ま際ぎわの機体を救うため、給油機が飛び立ったという話も聞こえてきた。

『ＶＶＳ、クリアー・トゥー・ランド。ランウェイ24レフト』

　管制から白色のドーターに着陸許きよ可かが出る。見ている間に亡ぼう命めい機きのフラップ・エルロンが降おりた。減げん速そくしつつ高度を落としていく。

『ＶＶＳ、コンティニュー・アプローチ』

　危あぶなげなく着陸帯にタッチダウン、そのまま路面を滑かつ走そうしていく。続けてファントム、自分が空港に降り立った。

　エプロンには緊急車両が大量に待ち構かまえていた。武ぶ装そうした警けい衛えいが亡命機を取り囲んでいる。コクピットから滑すべり出るとひげ面の中年男性が駆かけ寄よってきた。帽ぼう子しを斜しやにかぶった整せい備び員いん。舟ふな戸とだ。

「随ずい分ぶん妙みような土産みやげを持ち帰ってきたな」

　あっちの、と肩かた越ごしに民間空港設せつ備びを振ふり返る。

「旅客ターミナルはひどいことになってるみたいだぜ。ネット投とう稿こうをもくろむ野次馬と機き密みつ保ほ持じ任にん務むの陸自が方々で睨にらみあいを続けてるんだとか」

「八や代しろ通どおりさんが連れて帰れって言ったんですよ。小松を指定したのもあの人です」

　ＪＡＳ39に向き直る。おっかなびっくり降おりてくるグリペンを手を伸のばし支ささえてやった。腕うでの中に小こ柄がらな体たい軀くが落ちてくる。

　舟戸と亡命機を交こう互ごに眺ながめ。

「今どういう状じよう況きようなんですか？　中のアニマとは話ができてるんですか」

「無線で出てくるよう呼よびかけてるところだ。ただどうにも様子がおかしくてな」

「おかしい？」

「会話が嚙かみあわないんだ。自分がなぜ亡命を希望したか、日本に飛んできたか分からないとか言い出してて」

「なんですかそれ、しらを切ってるってことですか」

「って感じでもないんだな。どうも本気で忘わすれてるみたいで」

　鼻の脇わきをぼりぼりと搔かく。

　わけが分からないままドーターを見た。

　白い。純じゆん白ぱくを通り越こして透とう明めいにさえ感じられる。前ぜん進しん翼よくにカナード、尾び翼よくを備そなえた独どく特とくの形けい状じようだ。全ぜん幅ぷく・全長ともにかなり大きい。グリペンはおろか、イーグルやファントムさえ上回っている。戦せん闘とう機きというより小型の戦せん略りやく爆ばく撃げき機きといった趣おもむきだ。

「Ｓｕ─47」

　グリペンがつぶやく。「え？」と訊たずね返すと彼女はまばたきした。

「ロシアの実験機。第五世代ジェット戦闘機のプロトタイプ」

「プロトタイプ」

　現げん用よう機きじゃないのか。どうりで見たことのない機き影えいだと思った。

　って。

「待てよ。前におまえ、ロシアのアニマはフランカーとファルクラム、とか言ってなかったっけ？」

「言った」

「じゃああいつはなんだ。どこから湧わいて出てきたんだ」

「さぁ？」

　小首をひねる。ペールピンクの髪かみが揺ゆれた。

「分からない」

「秘ひ密みつ兵へい器きってことなのかな」

　自分でつぶやいて疑ぎ問もんに思う。仮かりにロシアが極ごく秘ひ裏りに彼女を開発・保ほ有ゆうしていたとして、対ザイ戦用の兵器を秘ひ匿とくすることになんの意味がある？　しかも別の二機は存そん在ざいを公開しているのだ。なぜ目の前の機体だけが秘されていたのか。そして亡ぼう命めいを選ぶに至いたったのか。どうにも納なつ得とくのいかない状じよう況きようだった。

「おいどけ、その物ぶつ騒そうな得え物ものを下ろせ」

　苛いら立だたしげな声とともに八や代しろ通どおりが進み出てくる。肥ひ満まんした身体からだを左右に揺らし警けい衛えい達たちを押おしのけていた。

「周囲を銃じゆう口こうに囲まれて出てこられるわけないだろう。ほら下がれ、全員後ろに、もっと距きよ離りを取って」

　丸まる腰ごしで無む造ぞう作さに亡命機を目指していく。顔色一つ変えないのはさすがの放ほう胆たんさだ。コクピット手前で立ち止まり首をもたげる。小さく息を吸すい。

「失礼した。貴き官かんの地位と身の安全は保ほ証しようする。俺は八代通、防衛省技術研究本部の所しよ属ぞくでこの場の責任者だ。できれば貴官の名前をうかがいたい」

　息いき詰つまる沈ちん黙もく。周囲の視し線せんがコクピットに集中する。

　ややあって装そう甲こうキャノピーの継つぎ目から蒸じよう気きが噴ふき出した。重々しい機械音を上げてコクピットが開いていく。

「ほうっ」と溜ため息いきが漏もれた。

　夜よ闇やみを背せに真っ白なシルエットが浮うかび上がる。

　長い髪が風をはらみ膨ふくれ上がった。

　一いつ瞬しゆん、雪せつ像ぞうかと思った。そのくらい現あらわれた人物には彩いろどりがなかった。肌はだも爪つめも髪かみも眉まゆ毛げさえもが白一色に染そまっている。彫ほりの深い顔立ちに瘦こけた頰ほお、一種不健康なまでに細い首。神様が彩さい色しよくを忘わすれたような外観の中、ただ目だけが赤い。ザクロのごとき瞳ひとみに睫まつ毛げが長い影かげを落としている。

　異い様よう極まりない風ふう貌ぼう。だが美しい。あたかも雪の妖よう精せいを見ているようだ。禍まが々まがしくも神こう々ごうしい、異界・異い境きようの住人。

　──アルビノのアニマ。

　彼女はゆっくりとこちらを見た。銀色の月を背はい景けいに白い面おもてを向けてくる。

「私は」

　薄うすい唇が開く。真しん紅くの瞳が八や代しろ通どおりをとらえた。

　感情の読み取れない表情のまま、夢む幻げんめいた空気を漂ただよわせたまま。

　純じゆん白ぱくのアニマは静かに己おのれの名前を告げる。




「ベルクト」
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日本海上空、高度三万フィート




八月二十四日午後一時






『パペットマスターよりライアン、タイラー。上方２オクロックにボギー３、制せい空くう戦せん型がた。新手だ。距きよ離り35、接せつ近きん中ちゆう』

　蒼そう穹きゆうに幾いく筋すじもの航こう跡せき雲うんが引かれている。小こ松まつ沖、北西三百キロの海上だ。スクランブルのＦ─15Ｊとガラス細工の機体が陽光を照り返しドッグファイトを繰くり広げている。双そう方ほう十機以上が入り乱みだれていた。人形遣いパペツトマスターのコールサインを持つ早期警戒管制機ＡＷＡＣＳがひっきりなしに指し示じを出し続けている。

「ＢＡＲＢＩＥ01よりパペットマスター。指し定てい空くう域いきに到とう着ちやくした。リクエストターゲット」

　緩ゆるい角度で旋せん回かいしながら、慧けいは攻こう撃げき目もく標ひようを仰あおぐ。ＥＰＣＭでデータリンクが阻そ害がいされているせいだろう、眼がん下かの空は乱らん戦せん模も様ようだった。激はげしい火線とチャフ・フレアが飛び交っている。不用意に飛びこめば流れ弾だまを浴あびかねない。別空域で迎げい撃げきを行っていたためすっかり到とう着ちやくが遅おそくなってしまった。

　パペットマスターはあからさまにほっとした声になった。

『ＢＡＲＢＩＥ01、接せつ近きん中ちゆうのボギーを叩たたいてくれ。ライアン隊たいは退たい避ひさせる。ターゲットポジション３２０、レンジ30、アルト24』

「コピー、パペットマスター」

　バンクしてスロットルを開く。そのまま横転寸すん前ぜんの姿し勢せいで雲上の戦場に飛びこんでいった。

「ったく」

　無線が切れていることを確かく認にんして毒づく。

「二連続でスクランブルとかありえないだろ。ザイの連中、張はり切りすぎだ。今日は奴やつらの記念日か何かかっての」

　ランチ時間無む視しの緊きん急きゆう発はつ進しんがかかったのは丁度四十分前のことだ。隠お岐き諸しよ島とう沖おきに所しよ属ぞく不ふ明めい機き四機侵しん入にゆう、ただちに迎撃せよ。

　注文済ずみのカツ丼どんをトレイに残し、飲みさしのペットボトルをゴミ箱に放りこみ、とるものもとりあえず出動した。混こん乱らん気ぎ味みの管かん制せいとデータリンクに四苦八苦しつつインターセプト、やれやれ今日もなんとかなったと帰りかけた瞬しゆん間かん、次の目標を指し示じされた。咸鏡北道ハムギヨンプクト方面から大だい規き模ぼな敵てき編へん隊たいが接近中、ＢＡＲＢＩＥは空自ＳＣの支し援えんに回れ。

　勘かん弁べんしてくれよと毒づきたくなった。ただでさえ五日前の亡ぼう命めい事じ件けんから日がたっていないのだ。度たび重かさなる戦闘機動で身体が軋きしみ声を上げている。首や腰こしが嫌いやな痛いたみを訴うつたえていた。

「操そう縦じゆう、代わる？」

　心配そうにグリペンが訊たずねてきた。心こころ遣づかいはありがたい、が。

「おまえはミサイルの誘ゆう導どうがあるだろ。ザイを撃うち漏もらしたら元も子もないし、いいよ、なんとかする」

「でも」

「大だい丈じよう夫ぶ、あと一戦くらい我が慢まんできるさ。ほらレーダーコンタクト、ＢＡＲＢＩＥ01、エンゲージ」

　ガラス細工の編へん隊たいが横一列で距きよ離りを詰つめてきている。見る間に蒼そう空くうの黒点が大きくなった。

「ターゲットロックオン、ＦＯＸ２」

　翼よく下かのミサイルが排はい気き炎えんを煌きらめかせ飛ひ翔しようしていく。狙ねらい過あやまたずターゲットに命中。黒こく煙えん混まじりの爆ばく発はつが空を汚よごす。

「スプラッシュ・ワン」

　グリペンが淡たん々たんと撃げき墜ついを告げる。灰はい色いろの瞳ひとみが敵てき影えいを追った。

「ボギー、二手に分かれた。どちらかに構かまっているともう一機に抜ぬかれる。どうする？」

「ＬＯＡＬ、いけるか？」

「やってみる」

　Lock-On After Launch、発はつ射しや後ごロックオンのことだ。一いつ般ぱん的てきには母機誘導でミサイルを撃ち、シーカーの有ゆう効こう射しや程ていに入った後、ロックオンする技ぎ術じゆつのことだが、最初から最後までドーターの対ＥＰＣＭ補ほ正せいが必要なザイ戦では少し概がい念ねんが異ことなる。とりあえず敵機の進行方向にミサイルを放って距離を詰め、誘導可能になった段だん階かいで再さい度どドーターの照しよう準じゆん波はにとらえる。こうすることで射程外の敵にもレスポンスよく対応できるはずだった。

　蒼空に向けて二番・三番ミサイルを発射する。まずは左手の敵機に向かった。アニマ・コントロールの有効距離まで接せつ近きん、ロックオン。

　即そく座ざに反転してもう一機を目指した。背はい後ごで爆音が響ひびく。無事撃墜したはずだが確たしかめている余よ裕ゆうはない。急きゆう旋せん回かいのＧに耐たえながら残りのターゲットを探さがした。黒点が高速で遠ざかっている。白はく煙えんを引きながら日本領りよう空くうを目指していた。

　スロットルを開いたのと視し界かいの端はしに光点が現あらわれたのはほぼ同時だった。先ほど発はつ射しやしたミサイルがグリペンの誘導波につかまったのだろう。一直線にターゲットを目指す。

　貫かん通つう。

　炎ほのおが弾はじける。

　ガラス細工の翼つばさがバラバラに砕くだけて海へと墜おちていった。

「ふぅ」

　全機撃墜。綱つな渡わたりもいいところだ。肩かたから力を抜ぬいた瞬しゆん間かん。

「慧けい！」

　ぐるりと世界が回転する。胃の浮うき上がるような感覚がして気づけば目の前にザイが現あらわれていた。翼つばさの半分を失った半はん透とう明めいの天使。

　!?

　直後、リヴォルバーカノンが猛もう速そくで機き関かん砲ほう弾だんを吐はき出す。鋼はがねの弾体が円えん錐すい型がたの胴どう体たいをぐしゃぐしゃに食いちぎった。

　そこで初めてコントロールを奪うばわれていることに気づく。グリペンが回かい避ひ機き動どうを取ったのだ。背はい後ごから接せつ近きんする敵機に気づき前転、背はい面めん飛ひ行こうのまま砲ほう撃げきした。無茶苦茶なマニューバだが一いつ瞬しゆんでも遅おくれればやられていただろう。最初に攻撃したザイが生き延のびていたのか。危あぶなかった。

「気をつけて」

　グリペンが硬かたい声でたしなめてコントロールを戻もどしてくる。「悪い」と謝しや罪ざいし操そう縦じゆう桿かんを握にぎりしめた。

　戦闘中に気を抜ぬくとは。ひどい有様だ。ファントムあたりに知られたら怒ど鳴なりつけられるだろう。

　もう一度戦術マップを確認。周囲に敵影はない。Ｆ─15Ｊ隊とザイの戦闘も一いち段だん落らくついている模も様ようだった。

　無線回線をオープンする。

「ＢＡＲＢＩＥ01よりパペットマスター。接近中のボギーを撃げき退たいした。リクエストオーダー」

『ＢＡＲＢＩＥ01。こちらでもボギーの全滅を確認している。空域はクリア、帰投せよ』

「ラジャー、パペットマスター。ＢＡＲＢＩＥ01、帰還するＲＴＢ」




　小こ松まつに戻ると早々にグリペンはダウンしてしまった。

　久ひさ方かたぶりのＨｉＭＡＴ発動で負ふ担たんがかかったのだろう。着陸するなり眠ねむるように意い識しきを失ってしまった。最近調子がよかったとは言え彼女の不安定さに変わりはない。もう一度スクランブルがかかっていたら危ないところだった。アニマの意い識しき喪そう失しつは機体ドーター全体の機能ダウンに繫つながる。空中でエンジンストップ、操縦不能アンコントローラブルなど考えるだけでもぞっとする。

「お疲つかれさん、お姫ひめ様さまは？　まだ機体チェック中かい？」

　コクピットから降おりるなり舟ふな戸とが駆かけ寄よってくる。タラップから手を離はなし「いえ」と首を振ふった。

「眠ってます。飛び続けでかなり参ってたみたいで」

「マジか」

　タラップを駆かけ上がりコクピットをのぞきこむ。「おう」と変な声を漏もらし。

「ストレッチャー持ってこい！　お姫様、下ろすぞ。衛えい生せい隊たいのベッドも空あけておけ！」

　整せい備び員いんと衛生員が慌あわてた様子で駆け寄ってくる。赤十字の描かかれた救急車両が機体に横づけしてきた。

「まぁ少し休ませるさ。定てい期き検けん診しんの時期も近かったしな。折せつ角かくだからきっちりメンテナンスしておくよ」

「お願いします」

「そうだ。おまえさんも疲つかれてるだろうが室長が呼よんでたぞ。戻もどったら執しつ務む棟とうまで来てくれとさ」

「八や代しろ通どおりさんが？」

　なんだろう、今日の戦せん闘とうで気になることでもあったのか。

「了りよう解かいです」と答えると舟ふな戸とは機き体たい整せい備びに戻もどっていった。救急車両がストレッチャーを飲みこみ走り去っていく。

　騒そう々ぞうしいエプロンを横切り技ぎ本ほん施し設せつにたどりついた。廊ろう下かにはひんやりとした影かげが落ち周囲の喧けん噪そうから切り離はなされている。通りかかった職しよく員いんに訊たずねると八代通は検けん査さ施設にいるとのことだった。

　入り組んだ通路を進み目的地に向かう。白い扉とびらを開け中に入った。

　ガラスの仕切りが見えた。手前に長なが机づくえ、その上に端たん末まつやモニターがところ狭せましと置かれている。座ざ席せきの横で腕うで組ぐみしているのは八代通だ。わずかに眉まゆをもたげ挨あい拶さつしてくる。

「悪いな、戻ってすぐに」

　傍かたわらでは他のスタッフが着席し作業を続けている。カタカタと乾かわいた打だ鍵けん音おんが響ひびいていた。

「何してるんですか？」

「ベルクトの解かい析せき作さ業ぎようだよ。ほら」

　ガラスの向こうに巨きよ大だいなリングがあった。アイボリー色の穴あなからベッドがゆっくりとスライドしてくる。横たわっているのは検けん査さ着ぎ姿すがたの少女だ。赤い目を眩まぶしそうにまたたかせている。肌はだと髪かみは相変わらず色しき素そに乏とぼしく白んだ背景に溶とけこんでいた。

「結局何も思い出せないと言うんでな。記き憶おく領りよう域いきにアクセスできないか試してたところだ。かれこれ五時間くらい解析プログラムを回しているんだが、どうもな」

「うまくいかないんですか」

「ガチガチにプロテクトがかけられている。長期記憶はおろか、感覚記憶や短期記憶まで暗号化されてる有あり様さまだ。これ作った奴やつはかなりの偏へん執しつ狂きようだぞ。ちょっと異い常じようなくらいのセキュリティレベルだ」

　異常。

　まじまじ少女を眺ながめているとビープ音が鳴った。技本スタッフが解析プログラムの停止とリスタートを宣せん言げんする。

「少しいいか」

　手て招まねきされて部屋の隅すみに赴おもむく。勧すすめられたパイプ椅い子すに対面で腰こしかけた。

「君を呼んだのは他でもない、五日前のことをもう一度聞かせてほしくてな」

「五日前、亡ぼう命めい事じ件けんの話ですか？」

　それなら既すでに報ほう告こく書しよを出してあるはずだが。

「明文化できるものは別にいいんだ。あの時感じた違い和わ感かんとか疑ぎ問もんとか、そういうものがあれば教えてほしい。なんでも構かまわないから」

　違和感、疑問。

　よほど怪け訝げんな表情をしていたのだろう。八や代しろ通どおりは身を乗り出した。

「少し妙みようなことになっててな。正直藁わらをもつかみたい気分なんだ。些さ細さいな情報でもいいからとにかく搔かき集めたい。分ぶん析せきの材料にしたい」

「何かあったんですか」

「いや何もない。だからおかしいんだ」

　？

「いいか、俺達はロシアの機き密みつ兵へい器きを奪うばい取ったんだぞ。亡命受け入れと言えば聞こえはいいが要はそういうことだ。ロシアにしてみれば到とう底てい見み過すごせないだろう。こじつけの理り屈くつをつけてでも引き渡わたしを要求してくると思ったが」

　何もないんだ、と八代通は言った。眼鏡めがねの奥おくの目がすぼまる。

「もともと俺も適てき当とうに解かい析せきしたら外交ルートで送り返すつもりだったからな。それもあって多少強気に出てたんだが、結果はだんまり。外がい務む省しようも不安になって非ひ公こう式しきに問い合わせしたらしい。そうしたらなんて返ってきたと思う？」

「さぁ」

「ロシア連れん邦ぽう軍にＳｕ─47のドーターは存そん在ざいしない。よって亡命も起こりえない、だと」

「はぁ？」

　わけが分からない。なら目の前にいる少女はなんだ。あの時追いかけてきたフランカーは何者だというのか。「妙みようだろう？」と男は首を傾かしげた。

「あれだけ派は手でに追つい撃げき戦せんをやらかしておいて亡命事件など起こりえないと来たもんだ。強きよう弁べんにもほどがある。端はなから論ろん理り的てきな説明を放ほう棄きしている感じだ。あるいは」

　あるいは──何か裏うらの事情があるか。

「それで五日前のことをもう一度確かく認にんしたいってわけですか」

「ああ。なんでもいい。思い出したことがあれば」

「うーん」

　と言われてもめぼしいことは全部報告した。飛行ログや整せい備び記き録ろくもあわせて提てい出しゆつしているし他に話せるものがあるとすれば。

「あ、そういえば」

「どうした」

「いや、グリペンが言ってたんですけど、なんかロシア機が最後に変なことを言ってたって」

「変なこと？」

「『後こう悔かいするぞ』とかなんとか」

　虚きよを突つかれた様子で八や代しろ通どおりはまばたきした。

「なんだ？　ファントムに意い趣しゆ返がえしでもするって話か」

「さぁ……ただ普ふ通つうに考えたらベルクトを受け入れて後悔するぞって意味じゃないですか」

「なぜ」

　いや、そういった背はい景けいを今まさに八代通達が調べているのだろうに。自分ごとき一いつ介かいの民間人が先だって事情を把は握あくしているはずもない。首を傾かしげているとビープ音が鳴った。解かい析せきプログラムが再ふたたび停てい止ししたらしい。スタッフが肩かたをすくめている。

「だめか」

　八代通の声は疲ひ労ろうを含ふくんでいた。鼻から息を抜ぬき。

「ちょっと休きゆう憩けいするか。おい、ベルクトもこっちに戻もどせ」

　ガラス窓まどの向こうで少女が上体を起こす。スタッフが彼女の身体から検けん査さ機き材ざいを取り外していった。

「まぁいいさ。他にも何か気づいたことがあったら連れん絡らくしてくれ。しばらく缶かん詰づめになりそうだしな。時間だけはたっぷりある」

「はい」

　自信はないがうなずいておく。椅い子すから立ち上がると脇わきの扉とびらが開いた。ガラス向こうの検査室からスタッフが戻ってくる。後ろに普ふ段だん着ぎに着き替がえたベルクトが従したがっていた。

　どくりと鼓こ動どうが跳はねる。間近で見る彼女はやはり異い質しつだった。無着色の石せつ膏こう像ぞうのごとき容よう姿し、長い睫まつ毛げの下で真しん紅くに輝かがやく瞳ひとみ。ワンピースから伸びる四し肢しは小こ枝えだのように細く、指先まで白く染まっている。

「ぶっとおしで悪かったな。気分はどうだ？」

　八代通の問いに少女が顔を向けた。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　意外なほど流りゆう暢ちような日本語が流れ出た。ルビーのような瞳を見開いたまま。

「スタッフの方にも気を遣つかっていただきましたから」

「そうか、よかった。少しインターバルを挟はさむつもりだがどうする？　食事にするか、それとも一度部屋に戻るか」

「ええと」

　ためらいがちに言葉を切る。唇くちびるを結び上うわ目め遣づかいにうかがってきた。

「私のドーターを……見られますか」

「ドーター？　ああ」

　八代通は得とく心しんした表情になった。

「随ずい分ぶん離はなれていたものな。アニマ的に不安にもなるか。構かまわないぞ。ただメンテ中であちこちバラされてるかもしれんがそれはいいか？」

「はい」

「分かった。鳴なる谷たに君、彼女を２格かくに案内してやってくれ。現げん場ばにはあらかじめ連れん絡らくしておく」

「え？　俺ですか」

　まばたきして見つめ返す。

「なんだ、どうせアラート待機も解とけて暇ひまだろう。息いき抜ぬきがてらロシア美少女とデートしてこい。滅めつ多たにない機会だぞ」

「ロシア美少女って」

　先ほど得体の知れない機き密みつ兵へい器きと言ってたじゃないか。いいのか？　自分と二人だけで放り出して。

　だが八や代しろ通どおりは煙草たばこを取り出すとふらふら部屋を出て行ってしまった。残りのスタッフも忙せわしげに検査の後あと片かたづけをしている。

「……」

　視し線せんを感じて振ふり向くと真紅の瞳がこちらを見ていた。

「え、えっと」

　鼓こ動どうが高鳴る。わずかに目を逸そらして。

「２格──第２格かく納のう庫こに案内すればいいんだっけ。すぐ行けるか？」

「はい、お願いします」

　スタッフに声がけして部屋から出る。

　緊きん張ちように身体を縛しばられ廊ろう下かを進んでいった。硬かたい足音が天てん井じように響ひびく。気まずい。何を話していいか分からない。すぐ後ろで赤い双そう眸ぼうが輝かがやいていると思うとどうにも落ち着かなかった。

　一度だけ振り向いてみると申し合わせたように目が合った。慌あわてて視線を前に戻もどす。動どう悸きが激はげしい。呼こ吸きゆうを整え、なるべく意い識しきしないようにして歩いていく。

　屋外に出るとサイレンが響いた。スクランブル警けい報ほう、またザイか。山やま吹ぶき色いろのＦ─15Ｊが空へと駆かけ上っていく。今回のインターセプタはイーグルらしい。金色の髪を持つアニマの少女。

「本当に多いな」

　ぽつりとつぶやくとベルクトが顔を向けてきた。

「ザイですか？」

「ああ。今日だけで三度目だからな。昨日も一昨日もスクランブルがあったし、ちょっと異い常じようなペースって言うか」

　確たしか一度領りよう空くうに入りこまれたこともあるらしい。ギリギリのところで撃げき破はしたものの墜つい落らくしたザイが金かな沢ざわ郊こう外がいに墜おちて大おお騒さわぎになったとか。

「まぁ、ただこっちのペースではって話だけど。中国なんか四六時中ザイが飛び回ってたし、ロシアだって結けつ構こうスクランブル多いんじゃないか？　連中の勢せい力りよく圏けんと地続きなわけだし」

　何なに気げなく告げるとベルクトの顔が曇くもった。

「あ、そうか、記き憶おくないんだっけ」

「それもありますけど、私には多分実戦経けい験けんがないんです。ザイと戦ったことはおろか遭そう遇ぐうしたことさえ」

「そうなのか？」

「ドーター側の情報を探さぐってもそれらしいものが見つかりませんでしたから、おそらく」

「ふぅん」

　実戦配はい備び前に逃とう走そうしたのだろうか。まぁ試験機ならありえそうだが。

「変ですよね」

　彼女は睫まつ毛げを伏ふせた。

「アニマなのに戦ったこともない、過か去この記憶もない。亡ぼう命めいを希望しておいてその理由も説明できないなんて。私があなた方の立場なら怒おこり出すと思います」

「別に記憶喪そう失しつはおまえの責せき任にんじゃないだろ」

　好きでなったわけではあるまい。むしろ本人が一番不安なはずだ。

「何か手がかりはないのか？　断だん片ぺん的てきなものでも、たとえば飛び立つ寸すん前ぜんの記憶とか」

　少し考えた末、かぶりを振ふってくる。

「気づいた時にはもう空を飛んでいたんです。日本海を東に向かっていて、Ｓｕ─27に追いかけられて」

「そうか」

「ただ」

　ふっと遠い目になる。

「命令が……ありました」

「命令？」

「逃にげろって。全てを捨すててどこまでも飛び続けろって」

　？

　誰だれの言葉だ。上官か。いや、正せい規きの軍人が逃とう亡ぼうをそそのかすはずもない。だいいち彼女はロシア軍に追われていたのだ。まともなルートで命令されたのなら追っ手がかかるわけもなかった。

　ベルクトは眉まゆを寄よせていた。苦しそうに唇くちびるを開けている。心のドアを無理矢理こじ開けようとしている感じだ。慌あわてて「いいよ」と声がけした。

「やめようこの話は。悪いな、変なこと訊きいて」

「いえ……」

　まだ何か言いたげだが口をつぐむ。自分の無力さに苛いら立だっている様子だ。

　結けつ構こう思い詰めるタイプなのか。放っておくとどんどん自身を追いこんでいきそうな感じ。生き真ま面じ目めというか、やや危あぶなっかしい印象。

　話しているうちにハンガーに近づいていた。緑の切きり妻づま屋や根ねが陽光を遮さえぎっている。広大な空間の中、金きん属ぞく製せいの猛もう禽きん達が羽を休めていた。ジェット燃ねん料りようと潤じゆん滑かつ油ゆの匂においが混まざり独どく特とくの臭しゆう気きを放っている。熱を帯びた空気の中、作業服姿すがたの整せい備び員いんが忙せわしげに動き回っていた。

「すみません」

　声を張はり上げると整備員達が振ふり向いてきた。ベルクトの姿すがたを認みとめ目を丸くする。

「あの、八や代しろ通どおりさんから連れん絡らくいってませんか？　こいつのドーターを見たいって」

　機材の間から赤ら顔の班はん長ちようが進み出てくる。太い眉まゆをひそめ。

「本人が来るとは聞いてねぇぞ。いいのかよ、普ふ通つうに出歩かせて」

「まぁ……八代通さんが連れてけと言ったんで」

　相変わらず説明が足りてないな。首を傾かしげた拍ひよう子しに異い形ぎようの機体が目に入ってくる。複ふく雑ざつな翼よく形けい状じよう、大きく突つき出したテイルコーン。機体腹ふく部ぶのウェポンベイ。

　Ｓｕ─47─ＡＮＭ、異い邦ほうのドーター。

「あ」

　と喘あえいでベルクトが一歩前に出かける。だがすぐ身体からだを強ばらせた。不安そうに班長とこちらをうかがってくる。

　班長は嘆たん息そくした。

「いいよ、好きに見てくれ。もともとあんたのものだろう。遠えん慮りよするこたない」

　ベルクトは安あん堵ども露あらわに一礼した。サンダルの音を響ひびかせ自らの半身に駆かけ寄よる。

　白い指先がインテークをなでた。ほっとした様子で眦まなじりを緩ゆるめる。長い髪がきらきらと発光していた。なんというか、ひどく幻げん想そう的てきな眺ながめだ。巨きよ竜りゆうに寄り添そう妖よう精せいのような、お伽とぎ噺ばなしの一ページを抜ぬき出したかのような光景。

「あれは、あの機体は普通にメンテナンスできるものなんですか？」

　遠巻きに見守りつつ訊たずねてみる。自じ衛えい隊たいとはまったく異ことなるテクノロジーの産物だ。はたして問題なく扱あつかえるのかと思ったが。

　班長は鼻を鳴らした。

「そりゃ飛行機には違ちがいないからな。飛ばすくらいはできるさ。ただ戦せん闘とうは厳きびしいな。何せ武ぶ装そうがない」

「武装」

「東側規き格かくのミサイルや砲ほう弾だんなんて持ち合わせてないからな。うちらの武器を積みこむにはかなりあちこちいじらなきゃいかん。それをやってまだ普通に飛べるかは正直分からんな」

「？　バランスの問題ですか」

「それもあるし、アニマとのデータリンクの問題もある。あいつら、機体の〈脳のうみそ〉みたいなものなんだろ？　〈身体〉が変わりすぎるとうまく同調できないらしいぜ。人間が義ぎ手しゆや義足をつけたら思うように動けなくなるみたいに」

「へぇ」

　グリペンとのパートナー関係も二ヶ月になるが、まだまだ知らないことがたくさんある。もう少しアニマのことを勉強した方がよさそうだ。

　自省の念に駆かられていると整せい備び員いんが手を振ふってきた。

「班はん長ちよう！　３格かくのメンテ、一機こちらで引き受けられますか？　あっちもう手て一いつ杯ぱいみたいで」

　班長は「あぁ？」と顔をしかめた。

「ばっか、こっちも一杯一杯だ。Ｓｕ─47の整備が終わったらタイラー隊のチェックが待ってるんだぞ。余よ裕ゆうなんて欠片かけらもねぇよ。他を当たれと言っておけ」

「でも」

「でももへちまもあるか。無理なものは無理だ。むしろこっちが助けてほしいくらいだぜ。ったく」

「あの」

　細い声が上がる。

　ベルクトが肩かた越ごしに振り返っていた。

「私、手伝いましょうか？」

「は？」と班長の目が丸くなる。

「手伝う？　何を？」

「だから機体のメンテナンスを」

　無ぶ遠えん慮りよな視し線せんが少女の身体からだに絡からみつく。華きや奢しやな四し肢し、一点の汚よごれもない白い肌はだ、肉づきの薄うすい肩かたと背せ中なか。かえりみて周囲はむくつけき男ばかりだ。油とすすで作業服を黒く汚している。二の腕うでの太さも少女の倍はありそうだ。

「あー、えっと、嬢じようちゃん」

　班長の声は優やさしげだった。

「気持ちは嬉うれしいが、あんたにはちょっと無理じゃないかな。力仕事だし、何より結けつ構こう危き険けんだぜ」

「でも、私も何かお役に立ちたいんです」

　切実な表情で訴うつたえる。

「アニマなのにスクランブルのお手伝いもできなくて、自分のドーターの整備までお任まかせして、申し訳わけなくて」

「気にすんなよ。これが俺達の仕事だ」

　ひらひらと手を振る。

「あんたは自じ衛えい隊たいの機体じゃないしお客さんみたいなものだからな、ゆっくり休んでればいいさ。さ、もういいだろう。作業に戻もどらせてくれ。あとがつかえてるんだ」

　片かた手てを挙あげると作業服の集しゆう団だんがぞろぞろ戻もどってきた。ベルクトを丁てい重ちように下がらせ整せい備びを再さい開かいする。工具の音が響ひびき喧けん噪そうが蘇よみがえる。それでも彼女は所しよ在ざいなさげにたたずんでいた。諦あきらめきれない様子で彼らの背せ中なかを眺ながめている。

　整備員達は視し線せんを無視して作業していたが、ややあって一人が彼女を顧かえりみた。

「ほらほら、お嬢じよう様さまは離はなれてな。綺き麗れいなおべべが汚よごれちまうぜ」

　揶や揄ゆ混まじりの声に場が湧わく。特とく段だん悪気はなかったのだろう。迷まよいこんだ子供をあやすような何気ない一言。だが直後、明らかにベルクトの顔色が変わった。鼻び孔こうが開く。眉まゆ根ねを寄よせ意を決した表情になる。

（ん）

　異い常じようを感じる間もなく彼女は歩き出していた。エンジン脇わきにしゃがみこみ、油あぶら塗まみれの廃はい棄きパーツを持ち上げた。

「なっ」

「はっ？」

　絶ぜつ句くする男性陣じんの前でベルクトは金きん属ぞくの塊かたまりを胸むな元もとに抱かかえ上げた。唇くちびるを結び大おお股またで集積スペースに運んでいく。大たい儀ぎそうにパーツを降おろすと、鼻から息を抜ぬき振ふり返った。

　淡たん色しよくのワンピースが絵の具を塗ぬりたくったように汚れていた。白い肌はだにも斑まだらな煤すすが付着している。もとが曇くもり一つない姿すがたのためひどく痛いた々いたしい眺めだ。だが彼女は気にした様子もなく満面の笑みを浮うかべた。胸元を示しめし。

「もう汚れましたから」

　朗ほがらかに言い放つ。

　整備員達は言葉もなく目を白黒させていた。




　流水が白い腕うでを洗う。

　ハンガー脇の洗あらい場でベルクトが手足の汚れを落としている。脱ぬぎ捨すてられた靴くつとソックスが壁かべ際ぎわに揃そろえられていた。裸足はだしで流し場の水に浸っている様子は見るだに涼すずしげだ。だが肝かん心じんの汚れはあまり取れていない。機械油と煤が服や肌にしつこくこびりついている。

　ベルクトは「むぅ」と上腕の外側をなでた。拳こぶしを肩かたに引き寄せのぞきこむような姿し勢せいだ。思ったように洗えないのが気に入らないのか、薄うすい眉を寄せている。

「風ふ呂ろ入らなきゃ落ちないだろう」

　水しぶきを頰ほおに感じつつ語りかけた。彼女から少し離はなれた壁際に、ミネラルウォーターを飲みながら腰こしかけている。ハンガーでの一件後、とりあえず手近な洗い場にと案内したが、よく考えればここには石せつ鹼けんも洗せん剤ざいもない。本当なら体育施し設せつか単身者寮りようのシャワールームに連れていくべきだった。だが彼女は「別に大だい丈じよう夫ぶです」と答えた。

「それなりにすっきりしましたし、服はどのみちクリーニング行きですから」

「髪かみとか、まだ油ついてるぞ」

「え？　ああ、本当ですね」

　言うが早いかホースの水を頭にかける。躊ちゆう躇ちよの欠片かけらもない。度ど肝ぎもを抜ぬかれているこちらの前で彼女は無む造ぞう作さに首を振ふり水すい滴てきを払はらった。

（意外におてんばな）

　大人しそうな顔をして大したじゃじゃ馬ぶりだ。さっきも結局強引に整せい備び員いんの間に入りこみ仕事を手伝っていた。主に雑ざつ用よう回りだが嬉き々きとして走り回っていたっけ。衣服の汚よごれなど一切気にしていない様子だった。

　なんだろう、最初の印象が印象なだけに随ずい分ぶん違い和わ感かんがある。深しん窓そうの令れい嬢じようだと思ったら山育ちの腕わん白ぱく娘むすめでしたという感じ。

　彼女は蛇じや口ぐちを閉とじた。毛先から水を滴したたらせ、伸のびをする。

「久ひさしぶりに動けてよかったです。じっとしているとなんだか身体がなまってきて」

「にしたっていきなり整備の手伝いとか、びっくりするだろ。せめて一度戻もどって八や代しろ通どおりさんに相談してみるとかさ」

「はい、次から気をつけます」

　本当にどこまで分かっているのか、不安な反はん応のうだった。まぁ別べつ段だん悪いことをしたわけではないが。

　ベルクトは小さく首を傾かたむけこちらを見てきた。

「ナルタニさんでしたっけ？」

　そういえば自じ己こ紹しよう介かいがまだだったな。「ああ」とうなずく。手元のタオルを渡わたし。

「鳴なる谷たに慧けいだ。慧でいいよ」

「赤いドーターのパイロット、ＪＡＳ39Ｄのパートナー」

　え、とまばたきする。

「知ってたのか？」

「五日前、私が小こ松まつに着陸した時、アニマと二人でドーターから降おりてきましたよね。人間がドーターに乗っているなんてと驚おどろきましたから」

　よく見ている。あの人ひと混ごみの中で自分達を注ちゆう視ししていたのか。

　彼女は丁てい寧ねいに一礼した。

「空では撃うたずにいただいてありがとうございました。おかげで生きて日本にたどりつけました」

「いや、それは」

　ロックオンを中ちゆう断だんしたのはあくまで八代通の通信があったからだ。あと数秒遅おくれたらどうなっていたか分からない。ばつの悪さを誤ご魔ま化かすように頰ほおを搔かいた。

「まぁ、そっちも攻こう撃げきする気はなかったわけだし、お互たがい様じゃないか。追いかけてきたロシア機も武ぶ器きだけは使わなかったし」

「はい」

　さて、と口く調ちようを切り替かえて。

「そろそろ施し設せつに戻もどるか？　他にどこか見ていきたいところがあれば案内するけど」

「ええっと」

　ベルクトは少し考える目をした。

「では滑かつ走そう路ろを。こないだは夜でしたし、昼の空港はまだ見られていませんから」

「了りよう解かい」

　多少遠回りだが帰り道だ。服を乾かわかす時間も必要だし丁度いい。

　ハンガーの谷間から出てエプロンに向かう。日ひ陰かげが途と切ぎれた瞬しゆん間かん、ひりつくような熱気が肌はだを襲おそった。眩まばゆい大気の中、広大な滑走路が広がっている。双そう発はつの旅客機が唸うなり声を上げて着陸してきた。

「軍の基き地ちではないんですか？」

　意外そうな言葉に「ああ」と思う。

「民間の飛行場と自じ衛えい隊たいの基地が一いつ緒しよになってるんだ。なんて言ったかな、えっと官……官、官民共用だっけか」

「非ひ常じよう時じとか問題にならないんですか？　スクランブルとか全ぜん力りよく出しゆつ撃げきのタイミングとか」

「ならないみたいだけど。なんか譲ゆずり合って使うみたいで」

「譲り合い」

　あからさまに不ふ審しんな顔をされる。同じ会話をグリペンともしたなと思い出す。やはり初見では奇き異いに映うつるのか。観光客と戦せん闘とう機きパイロットが同じ滑走路に降おり立つなど。

　ベルクトは物もの珍めずらしげに周囲を見回していた。濡ぬれた髪が陽光を孕はらみ真しん珠じゆのように輝かがやいている。独どく特とくな肌はだの色もあいまり、ひどく目立つ。実じつ際さい行き交う隊員がぎょっとした様子で立ち止まっていた。

　やはりなかなか普ふ通つうの人間に溶とけこむのは難むずかしそうだ。自分もつい一時間ほど前までは大だい警けい戒かいしていたし、本人的には基地の隊員と絡からみたいようだが、少し段だん階かいを踏ふんだ方がいいだろうな。そう思った瞬しゆん間かん。

「あ」

　ベルクトが声を上げた。牽けん引いん車両に引かれて洋よう上じよう迷めい彩さいのヘリコプターが近づいてくる。次の整せい備び機き体たいだろうか。２格の整備員が「まだだめだ！」「前の機体が終わってない！」と手でバッテンを作っていた。

「人手足りてないんでしょうか」

　期待に満ちた言葉にぎょっとなる。ベルクトの口元はむずむずしていた。あからさまに嬉き々きとした面おも持もち。

「いや、どうかな」という否ひ定ていは一瞬遅おそかった。彼女は軽やかな足取りで整せい備び員いん達に近づくと快かい活かつに呼よびかけた。見覚えのある班はん長ちようがぎょっとした顔になる。慌あわててかぶりを振ふる彼に、ベルクトは熱っぽいアピールを開始した。

　周囲の喧けん噪そうに阻はばまれ具体的な言葉は伝わってこない。だが何を言っているかはだいたい想そう像ぞうがついた。班長が助けを求めるようにこちらを見てくる。哀あわれなほど弱り切った顔だった。

　額ひたいを押おさえる。溜ため息いきが胸むねの奥おくからこみ上げてきた。




　夕陽が西の空を赤く染そめ上げている。

　駐ちゆう輪りん場じようを吹ふき抜ぬける風は粘ねばりつくような湿しつ気けを帯びていた。夜にかけて一雨来そうだ。木々がざわめく度、蟬せみの声がうわんうわんと震ふるえている。終わりかけの夏を惜おしむように虫達は盛せい大だいな合唱を響ひびかせていた。

　自転車を引き出しながら技ぎ本ほんの執しつ務む棟とうを見上げる。はめ殺しの窓まどが斜しや陽ようを照り返していた。光の反射が激はげしいため中の様子はうかがいしれない。今頃ベルクトは解かい析せき作さ業ぎように戻もどっているのだろうか。いや、油まみれの格かつ好こうで戻ったからそれどころではないかもしれない。検けん査さスタッフ達が目を剝むいていたことを思い出す。あの八や代しろ通どおりでさえ「何ごとだ」と狼ろう狽ばいしていた。

（本当、第一印象と全然違ちがうキャラだな）

　結局、整備の手伝いこそ受け入れられなかったものの簡かん単たんな買い出しを頼たのまれていた。売店でミネラルウォーターを一ダース購こう入にゆうし運んでくるだけの単たん純じゆんな仕事。使い走りと呼んでもいい依い頼らいに、だが彼女は前向きに応おうじていた。『私も何かお役に立ちたいんです』なるほど、言葉通りということか。

　グリペンやイーグル、ファントムともまた少し異ことなるパーソナリティ。本当にアニマというのは個こ性せい豊ゆたかだ。一人として同じ性せい格かくの機体はない。

　ただ。

　最初に彼女から聞いた台詞せりふを思い出す。

『私には多分実戦経けい験けんがないんです。ザイと戦ったことはおろか遭そう遇ぐうしたことさえ』

　戦せん闘とう機きとしては異い質しつすぎる発言。一体、彼女の製せい作さく者しやは何を考えていたのだろう。アニマの、ドーターとしての本分をどうとらえていたのか。

　亡ぼう命めい、記き憶おく喪そう失しつ、ロシア本国からの黙もく殺さつ。

　予想外の言動に緊きん張ちようを緩ゆるめていたが彼女が正体不明であることに変わりはない。どこからどこまであるがまま受け止めてよいか分からなかった。

（ライノのこともあるしな）

　プログラムで性格を縛しばり上げられ、行動を矯きよう正せいされ、やがてザイにより決定的に変質させられた少女。一体彼女の中の何が真実で何が虚きよ構こうだったのか、今でもきちんと理解できていない。ただ一つ確たしかなのは、アニマ達は見た目ほど単たん純じゆんでないということだ。可か憐れんな少女の皮を剝はがせばそこには底なしの闇やみが、あるいはガラス細工の煌きらめきが広がっているかもしれなかった。

　ひょっとしてベルクトも、と思いかけてかぶりを振ふる。よそう、憶おく測そくであれこれ悩なやんでも仕方ない。いずれ解かい析せきの結果が出れば分かる話だ。

　雨が降ふる前に帰き宅たくしようと自転車にまたがる。携けい帯たい端たん末まつを取り出し明華ミンホアにメッセージをしたためた。

『二十分くらいで帰る。何か買っていく物あれば連れん絡らくして』

　送信ボタンを押して「あれ」と思う。通信エラー、メッセージ処しよ理り失しつ敗ぱい。

　よく見ればアンテナ表ひよう示じが圏けん外がいになっている。端たん末まつを持ち直して左右に振るも状じよう況きようは変わらなかった。

　おかしいな、こんな屋外で。

　首を傾かしげていると後ろで「なんだぁ」という声が上がった。

　迷めい彩さい服の隊員が二人、首をひねっている。自分と同じように携帯端末をのぞきこんでいた。

「本当だ。繫つながらないぞ」

「だろ、さっきからなんか変なんだよ」

　あっちもか。

　携帯会社のアンテナが故こ障しようしているのだろうか。あるいは通信が集中して処理できなくなっているとか。どちらにしろ端末以外の問題ならどうしようもない。メッセージ送信は諦あきらめ自転車をこぎ出す。

　明華には夕食の準じゆん備びを手伝うと伝えてあった。無む断だんで遅おくれるとあとが怖こわい。

　ジィッと蟬せみの声が大きくなる。地平線の雨雲がわずかに近づいて見えた。




「ああ、お化け電波」

　帰宅後、例の通つう信しん障しよう害がいについて話すと明華はこともなげに言った。

　台所でポニーテールが揺ゆれている。野菜を洗あらう水音と換かん気き扇せんの音が入り交じって聞こえてきた。「え？」と視し線せんを向けると彼女は鍋なべを火にかけていた。ショートパンツの裾すそから伸のびる足が目に眩まぶしい。動く度たび、膝ひざ裏うらの筋すじが微び妙みような陰いん影えいを作る。

「何？　お化け？」

　聞き間ま違ちがいかと思ったが明華は「うん」とうなずいた。わずかに振り返り。

「知らない？　最近多いみたいだよ。突然電波の調子が悪くなって、携帯やパソコンが繫がらなくなるの」

「どこ情報だよ」

「学校、補ほ講こうの休み時間とかでみんな話してるじゃん」

　記き憶おくにない。まぁだいたい疲つかれ果てて爆ばく睡すいしているからだが、なるほど、自分が知らなかっただけで結けつ構こう頻ひん発ぱつしているのか。

「あんまり続くから通信会社に問い合わせた子がいて、でも『設せつ備びには何も問題出てません』って返されたんだって。だからひょっとして何か変な電波でも受信してるのかなぁって」

「変な電波って？」

「あの世からの通信とか」

　思わず噴ふき出してしまう。ははぁ、だからお化け電波か。

「なによぅ」と明華ミンホアが唇くちびるを尖とがらせる。鼻で笑ったように見えたのだろう、不服そうな様子だ。

「だって子供向けの怪かい談だんじゃあるまいし」

「普ふ通つうに説明つかないんだから他の原げん因いん考えたっていいでしょ。実じつ際さい誰だれか一人じゃなくてたくさんの人が経けい験けんしてるわけだし。それに霊れいって呼よんでるのは別に理由があるんだから」

「なんだよ」

「出るんだって、本物が」

「はぁ？」

「お化け、幽霊」

　刻きざんだ野菜を鍋なべに入れる。ことこととだし汁じるの煮に立たつ音が聞こえてきた。

「携けい帯たいの調子がおかしくなってさ。あれ、あれって操そう作さしてるじゃん。そうすると後ろに人の気配を感じるんだって。振ふり向いても誰もいなくて、嫌いやな空気だけが残っていて。なんか気味悪いなと思って走り出すとだんだん頭が重くなってくるの。で、いつの間にか前にぼうっと人ひと影かげが浮うかび上がってきて」

「……」

「まぁさすがにそこまでいくと噓うそっぽいけどねー。話、盛もりすぎって感じ？　私ならもう少し控ひかえ目に脚きやく色しよくするけどなぁ。そっちの方が現げん実じつ味みあって怖こわいし。……って慧けい？　どうしたの」

　冷や奴やつこを手にして明華がまばたきしている。まだ料理に時間がかかるから、とりあえずできたものを持ってきてくれたのだろうが。

　ごくりと唾つばを飲む。視し線せんを逸そらし、平静を装よそおい。

「別に。そろそろテレビでもつけようか、天てん気き予よ報ほうとか見たいし」

「あ、怖いんだ」

「ち、ちげーよ！」

　明華は楽しそうに目をすぼめ、にじりよってきた。

「そういえば慧、昔から怖い話苦手だよね。小学校の頃ころとか一人でトイレ行けなかったし、へー、まだダメなんだ。へー」

「おまえが妙みような話し方するからだろ！　普通に説明すればいいじゃないか。なんでおどろおどろしく言うんだよ」

「別にあたしは普ふ通つうに話してるだけだよ。おどろおどろしいってのはさ、たとえば」

「わぁっ！　やめろ！」

　実じつ演えんしかけた彼女を慌あわてて制せい止しする。明華ミンホアはひらりと身を翻ひるがえしあとじさった。悪戯いたずらっぽい表情のまま。

「ふっふーん」

　口角を歪ゆがめる。かなりの上じよう機き嫌げんだ。

「胆小的慧，胆小的慧（怖がり屋さんの慧けい、怖がり屋さんの慧）」

　歌うような言葉に「言ってろよ」と毒づく。今いま更さら取り繕つくろうべくもないが、かといって認みとめるのも業ごう腹はらだ。畜ちく生しよう、嫌いやな奴やつに弱味を握にぎられてしまった。

「テレビつけるぞ」

　リモコンを操そう作さすると丁度夜のニュースが始まっていた。

　観光地や遊園地、商しよう業ぎよう施し設せつの賑にぎわいが映うつし出される。テロップには「夏休み終しゆう了りようを前に行楽地　最後の呼よびこみ」と出ていた。そうか、もう来週は新学期だ。夏が終わり世界が少しずつ静かになっていく。蟬せみの声が収おさまり大気と風の熱量が失われていく。

「なんかあっという間だね」

　明華がつぶやく。やや寂さびしげな声で。

「つい最近日本に来た感じなのに、気づいたら夏が終わって次の季節が近づいてきてる」

「今年は色々あったからな」

　上海シヤンハイから逃のがれ、小こ松まつにたどりつき、祖そ父ふ母ぼの家へ転がりこんだ。現げん地ち校こうへの編へん入にゆうに補ほ講こう、諸もろ々もろの行ぎよう政せい手続き。生活の基き盤ばんを築きずくのに精せい一いつ杯ぱいでとても余よ暇かを楽しむ余裕などなかった。

「来年はどこか行こうぜ」

「どこか？」

「東とう京きようとか北海道とか、折せつ角かく日本に来たんだし」

「そんな遠くに行かなくていいよ」

　明華は苦笑した。

「買い物やサイクリングの時間もまともに取れないのに」

「ん」

　痛いたいところを突ついてくる。確たしかに遊びの予定をことごとくすっぽかしたのは自分だ。ちょっとバツが悪い。鼻の頭を搔かいていると彼女は目を細めた。

「いいよ、あたしはこんな風に慧とご飯を食べられる時間がずっと続けば」

「え？」

「なんでもなーい」と言って彼女は立ち上がった。エプロンの前を直し。

「さ、残りの料理作っちゃうから、慧は食器並ならべるの手伝って。お箸はしと取り皿と、あと醬しゆう油ゆ皿ざら」

「あ、ああ」

　急かされるまま腰こしを上げる。

　瞬しゆん間かん、外の空気がざわめいた。

　砂じや利りをぶちまけたような音が大きくなる。空気が弾はじけて水の匂においがあふれた。雨だ。ついに降ふり出したのか。

　明華ミンホアと二人で窓まどの外を見つめる。暗い空から大量の水すい滴てきが落ちてきていた。ごろごろと雲が鳴っている。彼方かなたでぴかりと稲いな光びかりが走った。雨あま脚あしが強い。視し界かいが煙けぶり町の喧けん噪そうが遠ざかる。なんだろう、じっと闇やみを眺ながめていると嵐あらしの中、小こ舟ぶねで漂ただよっている気分になる。自分達の住む家だけが別の空間に放り出された感覚。

「慧けい、さっきの話さ」

「うん？」

「お化け電波の話」

　まだ言うか。

　露ろ骨こつに眉まゆをひそめたが彼女は真顔で闇を見つめていた。

「本当にあの世と繫つながってるなら別に悪いことばかりじゃないと思うんだよね。今はいない誰だれかと話せるかもしれないし、顔を見られるかもしれない」

「……」

「慧はさ、もし」

　何かを言いかけて口ごもる。一いつ拍ぱくおき失言を悔くいるような表情になった。溜ため息いきをついて壁かべから離はなれる。

「窓閉しめようか。雨入ってくるし、クーラーつけよう」

「ああ」

　曇くもりガラスのサッシ窓を閉とじる。雨音が遠ざかりテレビの声が戻もどってきた。

　背はい後ごでエアコンの起動音が響ひびいた。




　暴ぼう力りよく的てきな豪ごう雨うは二時間ほどで収おさまった。

　雨脚が強い分、雲がなくなるのも早かったらしい。空は先ほどまでの荒こう天てんが噓うそのように晴れ渡わたり、夜の冷気が町を包み始めていた。

　トレーニングウェアに着き替がえて日課のランニングに出る。明華は「何もこんな天気の日にまで」と難なん色しよくを示しめしたが身についた習しゆう慣かんはそうそう変えられない。「すぐ帰ってくるから」と告げて走り出した。

　雨上がりの街路は暗く濡ぬれていた。行き交う車が飛沫しぶきを巻まき上げている。湿しめった足音を響かせ走っていくと徐じよ々じよに背せ中なかが汗あせばんできた。鼓こ動どうが高鳴り呼こ気きが荒あらくなってくる。

　気づけば運動公園のあたりまで来ていた。体育館の壁が照明に白く照らし出されている。周囲に人ひと影かげはない。天てん候こうの悪さと時間帯が公園周辺をいつもより物もの寂さびしいものにしていた。

　風が吹ふく。

　湿しつ気けを含ふくんだ空気が首くび筋すじをなでた。ぶるりと身体からだが震ふるえる。大して冷たい風でもないのにひどく低温に感じられた。

（なんだかな）

　先ほど明華ミンホアに妙みような話を聞いたせいか、やたらと心細くなってくる。あの世からの通信、不ふ穏おんな気配、浮うかび上がる人ひと影かげ。

　──お化け電波。

（馬ば鹿か馬ば鹿かしい）

　こちとら正体不明のインベーダーと日にち常じよう的てきにやりあってるんだぞ。今いま更さら幽ゆう霊れい程てい度どに怯おびえていられるかっての。

　道を外れて自じ販はん機きのコーナーに立ち寄よる。ＬＥＤの灯りに照らされながらスポーツドリンクのボタンを押おした。ごろんと重い音を立てて商品が落ちてくる。タオルで額ひたいの汗あせをぬぐいペットボトルの蓋ふたを開けた。

　相変わらず人気はない。車の往来も途と絶だえ自販機の稼か働どう音おんだけが響ひびいている。ジィジィという低い唸うなり声。他には何も聞こえない。ただ一人自分のみが夜の静寂しじまにたたずんでいる。

「むぅ」

　気持ちを落ち着けるつもりで寄り道したのに余よ計けい物寂しくなってきた。身体も冷えてきてるし、立ち止まるべきじゃなかった。

　携けい帯たい端たん末まつを取り出した。アドレス帳から番号を探さがし出しダイヤルする。くぐもったコール音が数回響ひびいた後、回線が繫つながった。

『慧けい？』

　平板な声が響く。感情の欠落した機械のような音声。グリペンだ。

『どうしたの』

「ん？　いや、なんて言うかな。ちょっと声が聞きたくなってさ。ほら、おまえ、意い識しきなくしてたじゃん。ちゃんと復ふつ活かつしたかなぁって心配になって」

『……』

「うん？　どうした。黙だまっちゃって。やっぱりまだ具合悪いのか？　気分がよくないのか？　素す直なおに言っちゃっていいぞ。今の俺はなんだって受け止めてみせるから」

『慧の様子がおかしいと思っている』

　ぎくり。

　鋭するどい。明華といい、なぜこうも即そく座ざに見み抜ぬかれるのか。

『悩なやみがあるなら話してほしい。私と慧は一心同体、パートナーとして問題を共有しておくべき』

「な、ないよ。あるわけないだろ」

『本当に？』

「本当だよ。それよりおまえの話だ。どうなんだよ。調子戻もどってるのか」

　やや不ふ審しんげな沈ちん黙もくの末、『大だい丈じよう夫ぶ』という言葉が返ってきた。

『二時間くらい前に目が覚めた。検けん査さもすませて今は休きゆう憩けい中ちゆう』

「そうか」

　よかった。毎度のこととは言え彼女の意い識しき障しよう害がいには冷や冷やさせられる。無事に覚かく醒せいしてくれて何よりだった。

『慧けいは？　今何してるの』

「俺はトレーニング中だよ。外走ってる」

『雨降ふってるのに？』

「もう止んだよ。外見てないのか」

『ずっと部屋の中にいたから。雨の話も技ぎ本ほんの人に聞いただけ』

　じゃああの激はげしい雷らい雨うも見ていないのか。すごかったんだぜと自じ慢まんげに告げかけた時だった。

　ざぁっとノイズが走った。

　まばたきして携けい帯たいを持ち直す。なんだ、また電波が悪いのかと思ったが。

　視し界かいが揺ゆらいだ。天が、地が、逆さか向むきに捻ねじれた。雨だれが傾かたむき、ついで上方向に飛び去っていく。平へい衡こう感かん覚かくが保てない。全てが螺ら旋せんの渦うずに飲みこまれていく。ざわざわと囁ささやき声が響ひびいた。あちこちで何かの蠢うごめく気配がする。

（なっ）

　伸のばした手が自じ販はん機きに当たる。硬かたいプラスチックの感かん触しよくがわずかに現げん実じつ感かんを取り戻もどさせた。

『……慧？　慧』

　グリペンの声が戻ってくる。

　荒あらい息を漏もらしつつ額ひたいを押おさえる。頭ず痛つうがひどい。吐はきそうだ。右目と左目をつかんで逆の方向に搔かき混まぜられた感覚。

『慧？　大だい丈じよう夫ぶ、どうしたの』

「大……丈夫だ。ちょっと気分が悪くなって」

　絞しぼり出した声はかすれていた。頰を伝う汗あせが顎あごから落ちる。とてつもない恐怖が身体の底からわき上がってきた。

　お化け電波？

　ああ確たしかに、明華ミンホアの言っていた通りだ。

　通信ノイズ、不ふ穏おんな空気、何か得体が知れないものの気配。

　同じことを経験すればまさしく怪かい談だんめいた印象を抱いだくだろう。あの世からの通信、超ちよう常じよう的てきな現げん象しようの類たぐいかと。

　だが自分には分かる。今のはそんなものじゃない。

　空で、海で、上海シヤンハイの空港で体験してきたからこそ理り解かいできる。五感の混こん濁だく、波打つ風景、そして何より電子機器への影えい響きよう。

　小こ松まつ市内でなければ即そく座ざに正体を看かん破ぱしていただろう。

　あれはＥＰＣＭだ。
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八月二十五日午前十一時






「よし、概おおむね大だい丈じよう夫ぶだな」

　モニタの記き述じゆつを目で追って八や代しろ通どおりがうなずいた。

　ベッドから起き上がると丁度隣となりの診しん察さつ台だいでグリペンも身を起こすところだった。生白い腹はらをさらしたままポンチョブラウスに腕うでを通している。検けん査さスタッフが電極を外し箱に片かたづけていった。

　技本の検査施し設せつは昨日と同じ、静せい謐ひつな空気に包まれている。時じ刻こくは午前十一時、思ったより順調に調整は進んでいる。自分とグリペンの脳のう波はを組み合わせ調ちよう律りつする作業、不安定な彼女を戦力として運用するために必ひつ須すの内ない容よう。

　八代通の指がマウスをクリックした。

「ＥＧＧも安定している。まだちょっと怪あやしいところはあるが、一日休めばなんとかなるだろう。ええっと今日の出しゆつ撃げき待たい機きは？　グリペン入ってたか」

　スタッフの一人がかぶりを振ふる。タブレットを確かく認にんしイーグル・ファントムですと答えた。

「ならよし」

　と八代通は椅い子すに腰こしかけた。煙草たばこを取り出しかけて思いとどまる。舌した打うちしてこちらに向き直ってきた。

「まぁ要は疲ひ労ろうだな。スクランブルが続いたのとこないだのＨｉＭＡＴ発動で限げん界かいが早まったんだろう。今日はひたすら休養することだな。だらだらと惰だ眠みんをむさぼって無む駄だ飯めしを食らうといい」

「惰眠、無駄飯って」

　もう少し言い方があるだろう。苦言を呈ていしかけて諦あきらめる。毒舌と暴ぼう言げんは彼のトレードマークだ。自分ごときがいさめられるものではない。

「休んでいいの？」

　グリペンが小首を傾かしげる。

「おう、何かしたいことでもあるのか」

　うーん、と考えこんでから。

「ラーメン屋さんに行きたい」

「ラーメン？」

「なると山やま盛もり、餃子ぎようざつき」

「またジャンクなものにはまったな」

　八代通が苦笑しながらこちらを見てくる。慌あわてて手と首を振った。

「一回しか連れていってませんよ。だいたいこいつなんだって食うじゃないですか。厚あつ木ぎに行った時もピザとポテト、どか食いしてましたし」

「その割わりに背せは伸のびんのだよな。胸むねやケツにももう少し肉がつくといいんだが」

「ハルカみたいに？」

　グリペンの問いに八や代しろ通どおりがうなずく。

「きちんと食い続ければこれだけ身になるぞ。鳴なる谷たに君もさぞかし喜ぶだろう。グラマラスな大人の魅み力りよくってやつでな」

「がんばる。今までの二倍食べる」

「やめてください」

　肥ひ満まんしたグリペンの未来像に身み震ぶるいする。別にグラマーが悪いとは思わないが八代通の体形は違ちがう。単たん純じゆんに不ふ摂せつ生せいなだけだ。真ま似ねするべきではない。

　八代通は肩かたをすくめた。

「ま、冗じよう談だんはさておき、外出はまた今度にしてくれ。あれはあれで負ふ荷かがかかるからな。今日は基き地ちの中でのんびりしてろ。腹はらが減へってるなら」

　懐ふところからプリペイドカードを取り出す。穴あなの空あいていないまっさらなものだ。

「これで好きな物を買うといい。二人分、俺のおごりだ」

「いいんですか？」

「出しゆつ撃げきも多かったしな。臨りん時じボーナスってところだ」

　グリペンの目が輝かがやいた。宝たから物ものを渡わたされたように両手で握にぎりしめている。

「慧けい、食堂行こう。ＡセットからＣセットをフルコースで」

「そんなに食えねぇよ」

　猛もう然ぜんと準じゆん備びし始めるグリペンを横目に声を潜ひそめる。

「あの、八代通さん」

「なんだ？　あの額がくじゃ足りんか。意外と強ごう欲よくだな」

「じゃなくて昨日の夜、何かありませんでしたか」

「何か」

「敵てき襲しゆうとか」

　太い眉まゆが怪け訝げんそうに歪ゆがむ。

「特とく段だん聞いてないがな。君のところにも連れん絡らくは行っていないだろう」

「ええ、そうなんですけど」

　ではやはり勘かん違ちがいだったのか。小こ松まつ市内での電波・感かん覚かく障しよう害がい、てっきり上空にザイが現あらわれたのかと思ったが。

（まぁ本当にそんなことになってたらもっと大おお騒さわぎしてるよな）

　昨さく晩ばん、異常を感じすぐグリペンに状じよう況きようを訊たずねた。だが基地は静まり返りスクランブル警けい報ほうも出ていないとのことだった。今日技ぎ本ほんを訪おとずれても特別な雰ふん囲い気きはない。いつもと同様に淡たん々たんと業ぎよう務むをこなしている。

　気のせい、気の迷まよい。ただの立ちくらみ。

　にわかには認みとめがたいが他に考えようもない。連日の出撃と緊きん張ちようで気持ちが不安定になっていただけ。

「どうかしたのか」

　八や代しろ通どおりの声に不ふ審しんが滲にじむ。細い目を見開きのぞきこんできた。

「少し顔色が悪いぞ」

「いえ」

　首を横に振ふる。もやもやを抱かかえたまま努めて明るい表情を作ってみせた。

「大だい丈じよう夫ぶです、特に何もありません」

「ならいいがな」

　追つい及きゆうはなかった。八代通は机つくえに向き直ると「ああそうだ」と声を上げた。

「どうせ食堂に行くなら早めに行ってみろ。十二時前なら少し面白いものが見られるかもしれんぞ」

「面白いもの？」

　返ってきたのは悪戯いたずらっぽいにやにや笑いだった。詳しよう細さいを語るつもりはないらしい。気になるなら自分で見てこいということか。

「じゃあまぁ行ってきます」

「おう、グリペンをよろしくな」

　ぶっきらぼうに言って手元の書類に視し線せんを落とす。あとはもうこちらの存そん在ざいを忘わすれたように作業に没ぼつ頭とうし始めた。




　夏の日差しを浴あびながら構こう内ない道どう路ろを歩いていく。

　昨日の湿しつ気けが噓うそのように空気はからりと乾かわいていた。鮮あざやかな晴天の下、民間機が轟ごう音おんを上げて飛び立っていく。青いカンバスに白い絵の具が一ひと筋すじ垂たらされ東へと延のびていった。多分東とう京きよう行きの便だろう。銀ぎん翼よくが太陽の光を照り返している。

　熱されたアスファルトの匂においに包まれ隊員食堂にたどりつく。青屋根白しら壁かべのスキーロッジを思わせる建物。ふっと気になり時計を確認すると時じ刻こくはまだ十一時半だった。

「どうしたの？」

　不思議そうなグリペンに「いや」と答える。

「八代通さんが『食堂行くなら十二時前に』とか言ってたから。なんか面白いものが見られるんだってさ」

　心当たりあるか？　と問いかけたがグリペンはかぶりを振った。特とく段だん何も知らされていないらしい。

　面白いもの、面白いものね。

　まぁ見れば分かるか。あまり期待しすぎても肩かたすかしを食らうだろうけど。

　引き戸を開けて中に入る。自じ販はん機きのエリアを抜ぬけ食堂に赴おもむくと。

「あ、いらっしゃいませ」

　アルビノのアニマが給仕をしていた。

　……。

　は？

　白い調理衣とエプロンがまぶしい。両手にはトレイを重ねて持っている。かなり動き回っているのか、額ひたいにはうっすらと汗あせが滲にじんでいた。だが特にぬぐおうともせず放置している。

「ちょっと待ってくださいね、これ片かたづけたらお水お持ちしますから」

「あ、ああ」

「注文は食しよつ券けんでお願いします。あとで回かい収しゆうしにいきますから。席は窓まど際ぎわへどうぞ」

「お、おう」

　って待て、ちょっと待て。

「ベルクト!?　何やってるんだおまえ！」

「何って」

　細い首が傾かしぐ。
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「食堂の仕事のお手伝いです。見たままです」

「いや、本当見たままだけどさ」

　なぜこんなことになっているのか、経けい緯いがさっぱり理解できない。結けつ論ろんに至いたる説明を三段だん階かいくらいすっ飛ばされた思いだ。

「ごめんなさい、ちょっと片づけてきますね」

　丁てい寧ねいに頭を下げ去っていく。返へん却きやく口ぐちにトレイを降おろすと慣なれた様子で食器を仕分け始めた。箸はしやスプーン、コップをそれぞれの洗あらい場に投入していく。

　仕方なく食券機に向き直った。八や代しろ通どおりのカードでＡセットを二つ購こう入にゆうする。グリペンと自分の分を一枚ずつ。窓まど際ぎわの席に向かうと丁度ベルクトが戻もどってくるところだった。白い手がトレイの水を机つくえに置く。チケットを取り上げ「Ａセット二つ」と確かく認にんした。にっこり微笑ほほえみ。

「追加の注文はありませんか？」

「注文はないけど質しつ問もんはあるな。一体どんなわけで自じ衛えい隊たいの食堂がファミレスみたいになってるんだ？」

「ふぁみれす」

「ファミリーレストランだよ。ウェイトレスがテーブルまで注文を取りに来る」

　ああ、とうなずき肩かたをすぼめた。

「昨日私、ドーターの整せい備び現げん場ばにお邪じや魔ましたじゃないですか」

「ああ」

「クレームが来たみたいで」

　ぶっ、と噴ふき出してしまった。

「く、クレーム？」

「危あぶなっかしいのでハンガーに来させないでくれと、気持ちは嬉うれしいけど何か事じ故こがあったら困こまるからと、技ぎ本ほんに連れん絡らくが行ったみたいで、それでも何か手伝えることがないか訊たずねたら八や代しろ通どおりさんがここの仕事を」

「給仕の仕事を紹しよう介かいされたのか？」

「あ、いえ給仕というよりは」

　遠くからベルクトの名前が呼よばれた。ワイシャツ姿すがたの自衛官が手を振ふっている。後ろに私服の集しゆう団だんが見えた。全部で十人ほどだろうか、中年男性や女性に混まじり子供の姿もある。

「はい、ただいま」

　と声を張はり上げ机から離れていく。配はい膳ぜん台だいの前に立つと手て際ぎわよくカレーのトレイを運び始めた。

　な、なんだぁ？

　予期せぬ訪ほう問もん者しやに啞あ然ぜんとしていると。

「見学ツアー」

　グリペンがつぶやく。灰はい色いろの瞳ひとみを集しゆう団だんに向けて。

「広こう報ほう班はんがやってるＰＲ活動、民間の参加者を受け入れて基き地ちの仕事を説明する。午前の部が十時から十一時半、そのあと体たい験けん喫きつ食しよく」

「体験喫食」

「食堂で自じ衛えい隊たいのご飯を食べてもらう」

　ああ、なるほど。分かった。

　つまりベルクトにそのツアーの対たい応おうをさせるということか。見学客をもてなし彼らの思い出作りに一役買う。だから十二時前の時間指定。ツアーのスケジュールに合わせて食堂で働かせている。うん、分かってしまえば大した話ではない。至し極ごく真っ当な理り屈くつ。

　って。

「何考えてんだ、あのおっさん！」

　アニマだぞ。しかもロシアから亡ぼう命めいしてきた正体不明の試し作さく戦せん闘とう機き。基き地ち内での機き密みつ保ほ持じにも注意が必要だろうに、よりにもよって見学ツアー？　民間人の相手？　放ほう胆たんにもほどがある。

　しかも彼女の外見は普ふ通つうのものではない。白一色の肌はだと体毛、スラヴ系けいの目鼻立ち、血のように赤い瞳ひとみ。

　案の定、ツアー客がぎょっとした様子になった。カレーを配はい膳ぜんする彼女に奇き異いな視し線せんを向ける。

　うち一人、小学生低学年くらいの子供が怯おびえた様子で保ほ護ご者しやの背せに隠かくれる。だがベルクトは笑みをたたえたまま会え釈しやくした。

「えぇと、彼女は留りゆう学がく生せいのバイトでして」

　隊員の取ってつけたような紹しよう介かいに、見学客は「ああ」とおざなりな反はん応のうを返した。それきり彼女に注意を向けることなくツアーの説明を聞いている。

　ベルクトが配はい膳ぜん台だいの前に引き揚あげる。その背せ中なかがひどく頼たよりなく見えて思わず立ち上がっていた。背はい後ごから近ちか寄より。

「なんでそこまで必死になってるんだよ」

　苛いら立だちが言葉に滲にじんだ。ベルクトは眩まぶしそうに振ふり向いてきた。

「前にも言ったけどさ、戦えないのも記き憶おくがないのもおまえの責せき任にんじゃないだろ。何もできなくてもどかしいのかもしれないけど、だからってここまで無理して働くことねぇよ。なんか無理矢理やること探さがしてるみたいで」

　不安になる。

　唇くちびるを結んでいるとベルクトは口元を緩ゆるめた。

「慧けいさんは優やさしいんですね」

　儚はかなげな微び笑しよう。

「でも少し違ちがうんです」

「違ちがう？」

「戦えなくて焦あせってる、最初はそう思ってたんです。でも積める武ぶ装そうがないと聞かされて、自じ衛えい隊たい機きと共同作戦ができないって言われて、私ほっとしたんです。ああ、じゃあ仕方ない。飛べなくても戦えなくてもどうしようもないなって」

「……」

「私、ザイと戦うのが怖こわいんです」

　自じ嘲ちようが白い顔にあふれた。暗い嫌けん悪お感かんが瞳ひとみを塗ぬり潰つぶす。

「理由は分かりません。ただ心の底に本ほん能のう的てきな恐きよう怖ふがあるんです。アニマなのに、兵器なのに戦せん闘とうを嫌いやがってる、敵てきを怖がってる。最低でしょう？　一人でじっとしてると自己嫌悪で窒ちつ息そくしそうになって、だから遮しや二に無む二に動いてるんです。もどかしさや責せき任にん感かんなんて上等なものじゃありません」

「ベルクト」

　どう言ってよいか分からずたたずんでいると彼女は表情を明るくした。無理矢理笑みを作り。

「食事運びますね。お二人の分、遅おそくなってすみません」

　トレイに皿を載せ持ち上げかけた時だった。

「ああもぅっ、ついてこないでよ！　イーグル一人で食べるんだから！」

　けたたましい声が響ひびいた。券けん売ばい機きのあたりで豪ごう奢しやな金髪が揺ゆれる。デニムベストの少女が肩を怒いからせていた。くりくりした大きな目と肉感的な唇くちびる、短いスカートから伸びる腿ももは艶つややかに白く、瑞みず々みずしい色香を放っている。

　Ｆ─15Ｊのアニマ、イーグルだ。そして彼女の視し線せんの先にいるのは。

「あらあら、とんだ言いがかりですね。私が昼食を取ろうと思ったらあなたが食堂に向かったんじゃないですか。先回りされて迷めい惑わくなのはこちらですよ」

　ぼうっと緑に光るおかっぱ髪。照明を浴あびているのではない。内側から自然と輝かがやきが漏もれているのだ。エメラルドグリーンの固有色を持つアニマ、ＲＦ─４ＥＪ─ＡＮＭファントム。

　彼女は和人形のような容よう姿しに似につかわしくない、シニカルな笑みを浮うかべた。

「まぁ折せつ角かくここまで来たのですしランチをご一いつ緒しよしませんか。先ほどの模も擬ぎ戦せんの振ふり返りもしておきたいですし」

「絶ッッ対にいや！」

「そう仰おつしやらず、通算二十四敗一分けの理由をちゃんと分ぶん析せきしませんか。ああ、分析する脳のうみそがないから同じ失敗を繰くり返すのですね。失礼しました」

「きぃぃぃぃぃぃっ！」

　またファントムにからかわれているのか。イーグルもまともに取り合うから遊ばれてるのに。気づかないのだろうか。

　軍ぐん事じ基き地ちらしからぬ光景に見学客が目を白黒させている。隊員が慌あわてた様子で「彼女達は留りゆう学がく生せいのバイトでして」と繰くり返していた。多いな、留学生。取っ組み合いの喧けん嘩かになる前に止めるか迷まよっていると。

「分かりました。無理を言うつもりはありません。少々怒おこらせてしまったようですし、では一つお詫わびをさせていただけませんか」

「おわび？」

　ファントムの提てい案あんにイーグルの目が丸くなる。券けん売ばい機きから食券を取り出し「何？」と顎あごを引いた。眉まゆ根ねを寄よせ警けい戒かいも露あらわな様子だ。ファントムがポーチから財さい布ふを取り出した。

「今日の食事代、私が出しますよ。おごりです」

「え？　本当」

「ええ。そちらの、今買われた食券の代金をお支し払はらいしましょう。本当に嫌きらわれてしまっては悲しいですからね。おいくらですか？」

　ええっと、とイーグルが券を見下ろす。片かた眉まゆを持ち上げ。

「三百八十円」

「分かりました。では……と、ああすみません。細かい持ち合わせがありませんね。五千円札を出しますからおつりをいただけますか？」

「う、うん」

　イーグルが両手で計算して、財布から四千六百二十円を取り出す。千円札が四枚、硬こう貨かで六百二十円分だ。ファントムは手の中で五千円札を遊ばせつつ小こ銭ぜにを受け取った。素す早ばやくポーチに入れ「あ」と声を上げる。

「すみません、千円札がありました。ええっと……ちょっと細かいのが増ふえてしまったので両りよう替がえしてもらえません？　無理ならいいんですが」

「……別にいいよ、そのくらい、ご馳ち走そうしてもらったんだし」

「ありがとうございます。ではこの五千円札と千円札、それにあなたが持っているおつりの四千円で一万円札に交こう換かんしてもらえますか」

「えーっと……５＋１＋４だから、一万円だね、はい」

　五千円札と千円札、一万円札が交換される。受け取ったお金を財布に入れファントムが微び笑しようした。

「精せい算さん終しゆう了りようですね。では仲直り、ということでよろしいですか？」

「うん！」

　イーグルが目を輝かがやかせる。宝たから物もののように食券を握にぎりしめ。

「うん！　ファントム、いい人だね、ちょっと見直した！」

　無む邪じや気きに喜ぶ彼女を見て違い和わ感かんを覚える。ん？　なんだ、今のやりとり少しおかしくないか。

「あ、あの！」

　刹せつ那な、白い風が動いた。調理衣の裾すそが揺ゆれ、気づけばベルクトがファントム達の前に進み出ている。彼女は思い詰つめた様子で「あの」と繰くり返した。

「今の話、ちょっと変だと思います」

「変とはどういうことでしょう」

　ファントムの声は冷たかった。視し線せんに棘とげがある。だがベルクトは怯ひるむことなくイーグルを見た。

「すみません、失礼ですがもともと財さい布ふにいくら入っていましたか？」

「え？　イーグルの財布？」

「はい」

「一万と五千円……かな」

「今いくら入っていますか？」

　ちっと舌した打うちの音が聞こえた。不ふ愉ゆ快かいそうなファントムの前でイーグルが「あれぇ？」と目を見開く。

「なんで？　一万円しか入ってないよ。お昼ご飯おごってもらったのに、どうして？」

　なるほどね。

　嘆たん息そくしてベルクトの横に並ならんだ。

「おまえの四千円はファントムの五千円に対するおつりなんだから、それをあわせて両りよう替がえしちゃだめだろ。ファントムが払はらった金額は五千円札と千円札五枚で計一万円、おまえが払った額がくは一万円札一枚に千円札四枚、あと小こ銭ぜにの六百二十円で計一万四千六百二十円。差し引き四千六百二十円の損そんだよ。ファントムは奢おごったように見せかけておまえのお金を持ってったってこと」

　そう、要は釣り銭と両替金を二重計上されたのだ。本来別々に処理するものを一度に計算させられた。もちろん意図的に、金の流れを分かりづらくするために。それを誰だれが、なんのためにやったかと言えば。

「ああー！　イーグル、また騙だまされたー!?」

　目を剝むく金髪の少女からファントムはついと顔を背そむけた。

「学習しないあなたが悪いんです。あと少しで笑い話のネタが一つ増ふえましたのに。四桁けた程てい度どの計算もできないポンコツ演えん算ざん器き現あらわるって」

「むっきー！」

　つかみかかろうとするイーグルを、だがベルクトが遮さえぎった。唇くちびるを結び強い視線でファントムを見つめている。

　緊きん張ちようが走った。ファントムの大きな目がすぼまる。

「あなたは」と低い声で言って表情を消した。

「例の亡ぼう命めい機きですね。なんですか？　見ず知らずのアニマが相手でも不正は許ゆるしておけないというわけですか。ご立派な正せい義ぎ感かんですが少々立場をわきまえられてはいかがでしょう。半はん端ぱな理解で他人の仲ちゆう裁さいに入るほど危き険けんなことはありませんよ」

　冷ややかな眼がん光こうを跳はね返すようにベルクトが一歩踏ふみ出す。緑と白の煌きらめきが距きよ離りを詰つめた。ファントムも引かない。人形のような顔を引きしめ圧あつ力りよくを受け止めている。

　息いき詰つまる雰ふん囲い気きの中、ベルクトが拳こぶしを握にぎりしめた。鼻び孔こうを広げる。

　肩かたを怒いからせ、意を決した様子で。

「お金がないなら私が出しますから！」

　……。

「は？」

　ファントムの目が点になる。ベルクトは紅こう潮ちようした顔で続けた。

「ご、五千円くらい差しあげますから。そんなことで自分を汚よごさないでください。どれだけ貧まずしくても心だけは豊ゆたかに保たもっているべきなんです！」

「ま、貧しい!?　私が？」

「いくら必要なんですか。一万円ですか、二万円ですか。なんだったら私から八や代しろ通どおりさんに頼たのんでも」

　くっ、と噴ふき出してしまった。笑いの衝しよう動どうが腹はらの底からこみあげてきて決けつ壊かいする。おかしい、傑けつ作さくすぎる。なまじベルクトが真しん剣けんなだけに、ひどく喜き劇げき的てきな眺ながめになっていた。

「慧けいさん……笑いすぎです」

　ファントムの声は恨うらめしげだった。ベルクトはと見ると、きょとんとした顔つきになっている。どうやら本当に何がおかしいか分かっていないらしい。

「まぁなんだ、あんまり悪ふざけが過すぎると自分が一番惨みじめになるってことだ。いい教訓になったんじゃないか？　ファントム」

「言っててください」

　不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らして手を伸のばす。イーグルの掌てのひらに何かを置いた。

「あれ？　五千円？　なんで？」

　質しつ問もんに答えずファントムは顎あごをしゃくった。

「それより慧さん、あなたのパートナーを放置しすぎじゃありませんか。大分気の毒な様子になっていますよ」

　!?

　振ふり向くと桃もも色いろ髪がみの頭が机つくえに突つっ伏ぷしていた。片かた手てで調味料のボトルを、もう片手でナプキンをつかんでいる。

　いかん、空くう腹ふくが限げん界かいに達したらしい。考えてみればかなり長い間お預あずけを食らわせていた。早く定食を運んでやらなければ。慌あわてて駆かけ寄よろうとした瞬しゆん間かん。

　サイレンが鳴り響いた。

　低い唸うなりが空気を震ふるわす。見学客がざわめき説明員が「落ち着いて」と繰くり返した。あちこちで携けい帯たい端たん末まつが鳴り出す。重なり合う電子音が食堂を満たした。

「スクランブル、またかよ！」

　ファントムが携帯端末で会話している。怜れい悧りな表情で「はい」、「はい」と受け答えしてイーグルを見た。

「ベクター２７０と３３０、二個編へん隊たい確かく認にんされているようです。一いつ緒しよに出ますよ。接せつ続ぞく水すい域いき上じようで叩たたき落とします」

「言われなくても！」

　鼻息荒あらくイーグルが駆かけ出す。ファントムがプリペイドカードを懐ふところにしまった。嘆たん息そくしつつ。

「ランチくらいゆっくり食べさせてほしかったのですけど」

「悪いな。俺達は今日」

「グリペンの休養日なのでしょう？　お気にせず、明日はゆっくり休ませていただきますから。どうぞ英気を養って下さい。疲ひ労ろう困こん憊ぱいで空に上がって撃げき墜ついされても困こまりますし」

　それではごきげんよう。

　柔やわらかく笑って立ち去っていく。コルセットスカートの裾すそが揺ゆれた。

　サイレンはまだ鳴り続けている。

　傍かたわらのベルクトがぎゅっと下した唇くちびるを嚙かんでいる。何もできない自分に苛いら立だっているのか。細い指がエプロンをつかんでいた。

「ベルクト」

　あんまり気にするなよと慰なぐさめかけた時だった。

　胸むねポケットの携帯端末が震ふるえた。バイブレーションのパターンから基地の通信だと分かる。液晶画面を確認すると「舟ふな戸と」の文字が見えた。

　フナさん？

「はい、鳴なる谷たにです」

『今どこだ。グリペンは一いつ緒しよにいるか？』

「え、ええ、食堂ですけど」

『食堂？　じゃあベルクトもいるのか』

「はい」

　ざわりと心が震える。なんだ、なぜ今彼女の名前が出てくる。

　不安に襲おそわれ沈ちん黙もくしていると舟戸は硬い声で続けた。

『三人で２格かくに来てくれ。ザイがもう一編隊出しゆつ現げんした。スクランブルだ』




　格かく納のう庫こに入るとインカム装そう備びの整備員が目の前を駆け抜ぬけていった。

　ＪＡＳ39Ｄのドーターに武ぶ装そうが取りつけられている。周囲をタラップや運うん搬ぱん車しや両りようが行き交い殺気だった様子だ。ハッチから各種のケーブルが取り外されていく。点てん検けん口こうの閉しめ忘わすれがないかスタッフが神しん経けい質しつに確かく認にんして回っていた。

「すまんね、休養中に」

　出で迎むかえた舟ふな戸とが声を張はり上げる。相変わらず警けい報ほうは収おさまっていない。滑かつ走そう路ろからひっきりなしにジェットの稼か働どう音おんが聞こえてくる。「いえ」と答えて乱みだれた息を整えた。

「ザイが三方面から侵しん攻こうって、本当ですか」

「冗じよう談だんだろ、と思いたいが本当でな。朝ちよう鮮せん半島北部と東シナ海から時間差で押おし寄よせてきてるらしい。せめてまとまって来てくれればイーグル達だけで対たい処しよできるが、こうも分散されるとな。各方面に一機ずつアニマを振ふり向けないと対たい応おうできない」

　それで自分達が呼よばれたというわけか。だがなぜベルクトまで。

「最後の一個編へん隊たいの規き模ぼが見えない。場合によってはグリペン一機だけで対処できない可か能のう性せいがある。なのでこっちも出せる戦力を総そう動どう員いんするって室長の意向だ」

「戦力って……ベルクトを戦わせるつもりですか？　でもこいつは武ぶ装そうが」

「武器ならある」

「え？」

　舟戸は顎あごをしゃくった。よく見るとＪＡＳ39Ｄの向こうでもう一機、戦せん闘とう機きが整せい備びされていた。巨きよ大だいな前ぜん進しん翼よくを持つ異い形ぎようのシルエット、Ｓｕ─47のドーターだ。

　整備員がジャッキでウェポンベイにミサイルを取りつけていく。白くマッシブな形けい状じよう。自衛隊のものと異ことなり先頭にカナードがある。半はん透とう明めいのシーカーが鈍にぶい光を放っていた。

「Ｒ─73、アーチャーだ。人じん民みん解かい放ほう軍ぐんからの回かい収しゆう品ひんだが元はロシア製せいだしな。問題なく運用できるはずだ。機き関かん砲ほう弾だんも二、三戦できるくらい搔かき集めた」

「中国の」

「あっちの装備体系は旧東側、つまりソ連製兵器がベースだろう？　脱だつ出しゆつしてきた人民解放軍機の武装を転用すればベルクト一機の戦闘力くらい維い持じできるってわけだ。上海シヤンハイ脱出戦以来、避ひ難なんの機体も増ふえていたしな。手しゆ段だんを選ばなければいくらでも入手の方法はある」

　なるほど、自じ衛えい隊たい仕様に改かい修しゆうするのではなく装備可能な武器を手配したというわけか。確たしかにこれなら面めん倒どうな相性問題や性能問題もクリアできる。が。

　ベルクトが息を吞のんでいた。薄うすい唇くちびるを開け蒼そう白はくになっている。見えざる鎖くさりに身体を縛しばりつけられている様子。

『私、ザイと戦うのが怖こわいんです』

　食堂での会話が蘇よみがえった。そうだ、理由は分からないが彼女は戦うことに本能的な恐きよう怖ふを抱いだいている。武器さえあれば戦えるという問題ではない。

「フナさん、こいつは」

　反はん射しや的てきに訴うつたえかけると。

「やれ……ます」

　か細い声が耳じ朶だを打った。驚おどろいて振ふり向くとベルクトが表情を引きしめていた。唇くちびるを震ふるわせまっすぐに舟ふな戸とを見ている。

「やります。やらせてください」

「ベルクト、おまえ」

「逃にげていても仕方ありませんから」

　気き丈じような微笑ほほえみが痛いた々いたしい。本当に大だい丈じよう夫ぶかと訊たずねかけて、けたたましい台車の走行音に遮さえぎられる。所定の整せい備びを完かん了りようしたのかスタッフが機体から離はなれていった。

　舟戸がうなずいた。

「よし、じゃあ二機で出てくれ。グリペン、管かん制せいは頼たのんでいいか」

「いい」

　グリペンが袖そでをつかんでくる。灰はい色いろの瞳ひとみを向けて。

「慧けい、行こう」

「あ、ああ」

　後ろ髪がみを引かれつつドーターに向かった。コクピットに搭とう乗じようしシートベルトとハーネスを固定する。グリペンがコントロールパネルに触ふれると全ての動力が息を吹ふき返した。外がい装そうが鮮あざやかな赤に塗ぬり替かえられ動どう翼よくが稼か働どうし始める。

　見ればＳｕ─47もまた輝かがやきを取り戻していた。雪の結けつ晶しようが弾はじけたように白い光が機体を覆おおっていく。装そう甲こうキャノピーが閉しまり凶きよう暴ぼうなエンジン音が響ひびき渡わたった。

　正面ディスプレイにデータリンク完かん了りようの通知が出る。ベルクトのステータスが次々に転送されてきた。一いち応おう問題箇か所しよはないように思える、が。

「無理しなくていいんだぞ」

　無線に呼よびかけると『はい』と硬かたい声が返ってきた。

『大丈夫です。折せつ角かくいただいたチャンスですから』

　オールステーション、コマツグランド、ホットスクランブル。オールステーション、コマツグランド、ホットスクランブル。

　地上管制がドーター二機の緊きん急きゆう発はつ進しんを告げている。回転灯の明かりに見送られながら格かく納のう庫この外に進み出た。最さい低てい限げんの交信の後、発進。数秒後には雲上の住人となる。

「グリペン、ちょっといいか」

　高度と進路を安定させてから呼びかける。グリペンは「ん」と応じた。

「ベルクトなんだけど、あいつほとんど実じつ戦せん経けい験けんがないみたいなんだ。いきなり空戦と言われてもどうしたらいいか分からないと思う。だから」

「戦力としてカウントしない方がいい？」

「できれば」

　わずかな沈ちん黙もくの後、答えが返ってくる。

「考こう慮りよはする。でも相手の数次し第だい」

「だよな」

　数十機のザイが現あらわれたらとても他人のことまで構かまっていられない。あくまで敵てきが数機単位、自分達二人だけで対たい処しよ可か能のうな場合の話だ。

　グリペンが声を大きくする。

「ＢＡＲＢＩＥ01よりＢＡＲＢＩＥ05、聞こえる？」

『ＢＡＲＢＩＥ05……聞こえます。感度良好』

「私と慧けいが先行する。指し示じがあるまで戦せん闘とうは禁止。周囲の警けい戒かいだけ密みつにして」

『了りよう解かい……ラジャー、ＢＡＲＢＩＥ01』

　交信終了。

　祈いのるような気持ちで戦せん術じゆつマップを見つめる。頼たのむから当たりを引いてくれるなよ。多くても三、四機程てい度どであってくれ。

　しばらくはジェットの排はい気き音おんだけがコクピットを満たした。機体は日本海上空を西へと向かっていく。領りよう空くうを出て排他的経済水域ＥＥＺ上へ。水平線を右手に臨のぞみながら敵てき影えいを探さがした。ＥＰＣＭの発はつ信しん源げんは刻こつ々こくと近づいてきている。砂すな嵐あらしのようなノイズがインカムから流れ始めていた。

「ターゲットインサイト、10オクロック」

　グリペンが警けい告こくを上げる。十時方向に敵機視し認にん。つられて視し線せんを向けると雲間に銀光が見えた。横一列に並び東を目指している。小型の制せい空くう戦せん型がただ。数は。

（二機）

　どっと力が抜ぬける。安あん堵どのあまり声を漏もらしそうになった。よかった、これなら自分達だけでなんとかなる。

「グリペン」

　こくりとうなずく気配がした。無線の回線を開きベルクトに呼よびかける。

「ボギーは俺達でなんとかする。ＢＡＲＢＩＥ05は後方で待機、いいな」

『え？　で、でも』

「実戦に臨のぞむなら一度くらいアニマの戦い方を見ておくべきだろ。学習成果はまた次の機会に披ひ露ろうしてもらえればいいよ。──ＢＡＲＢＩＥ01、エンゲージ」

　機体をバンクさせる。エレボンで気流の流れを変え左手前方の敵機を目指した。

　兵へい装そうセレクタを操そう作さするとターゲットコンテナが正面モニタに出しゆつ現げんする。ミサイルシーカーの動きに連動して敵機を追つい尾び。表示が重なりかけた瞬しゆん間かん、見えざる殺気を察知したようにザイの編へん隊たいが乱みだれた。

　ガラス細工の翼つばさが煌きらめく。鋭えい角かく的てきな航こう跡せき雲うんを描えがきながら敵機がブレイクした。逃にがすか。スロットルを絞しぼり旋せん回かい半はん径けいを小さくする。スティックを小こ刻きざみに動かし敵機を正面にとらえ続けた。

　ロックオン。

「ＦＯＸ２」

　白い長ちよう槍そうが蒼そう空くうを切り裂さいた。

　迫せまり来る脅きよう威いにザイは更さらなる回かい避ひ機き動どうを取ろうとした。スピードを上げシーカーの目をくらまそうとする。だがこちらの弾だん頭とうはグリペンの管かん制せい下かにある。多少のマニューバでは逃のがれようもない、そう思ったが。

　不意にザイの動きが止まった。

　見えざる手にむんずとつかまれたようだ。斜ななめに傾かしいだ姿し勢せいで静止、何ごとかと思う間もなく飛行のベクトルが反転した。先ほどまでとまったく逆ぎやく方ほう向こう、ミサイルに向かって突つっこんでくる。

「なっ!?」

　正面衝しよう突とつ。激はげしい爆ばく発はつが生じる。予想外の光景に絶ぜつ句くしているともう一機が爆ばく煙えんを裂さき突とつ撃げきしてきた。砲ほう弾だんや誘ゆう導どう兵器を撃うつ様子もない。まるで手負いの闘とう牛ぎゆうのように遮しや二に無む二に距きよ離りを詰つめてくる。

「っ！」

　体当たり？　相打ち狙ねらい？　畜ちく生しよう、何考えてやがる。慌あわててミサイルを照しよう準じゆんするも間に合わない。回かい避ひ、だめだ。機関砲、トリガーに指をかけ射しや撃げきしようとしたが。

（え……？）

　ザイはこちらの右手上空を駆かけ抜ぬけていった。最大の脅きよう威いには目もくれない。甲かん高だかい風切り音を残し突つき進んでいく。直線的な飛行の先にいるのは──

　純じゆん白ぱくのドーター。

「ベルクト！」

　スティックを倒たおしロールする。失速寸すん前ぜんの姿勢で反転しザイを追った。

　Ｓｕ─47はまっすぐに飛び続けている。突然のことにすくんでいるのか、動どう翼よくも動いていない。二機の距離が詰まる。機き影えいが重なる。脳のう裏りに先ほどの体当たりが蘇よみがえった。

　ＢＥＥＰ。

　ターゲットコンテナが真っ赤に点灯した。

　ウェポンリリースボタンを押おしこむ。撃ち出されたミサイルはこちらの執しゆう念ねんが乗り移うつったように加速しザイの胴どう体たいを貫つらぬいた。爆音。オレンジ色の衝しよう撃げき波はが陽光をくすませる。砕くだけたガラス片へんが炎に混まざり海へと落ちていった。

　鼓こ動どうが高鳴る。間に合ったか？　間に合わなかったか？　目を皿のようにして見み渡わたすと逆光の中、特とく徴ちよう的てきな前ぜん進しん翼よくが見えた。機体の損そん傷しようもなくまっすぐに飛び続けている。Ｓｕ─47、よかった健けん在ざいだ。

「ＢＡＲＢＩＥ05、大だい丈じよう夫ぶ？　状じよう況きようは？」

　グリペンの問いかけに『え、ええ』とか細い声が返ってくる。

『無事です。すみません、私、全然反はん応のうできなくて』

「構かまわない」

　後席の少女は短く答えた。

「困こまった時はお互たがい様」

　やや得意げな口く調ちようは普ふ段だん他のアニマから継まま子こ扱あつかいされてるせいだろう、後こう輩はいに頼たよられまんざらでもない様子だ。

「慧けい」と身を乗り出し。

「周囲の空くう域いきはクリア。ＥＰＣＭも消しよう滅めつを確認、小こ松まつに連れん絡らくする？」

「……」

「慧？」

「あ、ああ、そうだな」

　視し線せんが白のドーターに吸すいつけられている。なんとも言えない違い和わ感かんが胸きよう中ちゆうに湧わき起こっていた。先ほど見たザイの行動、一体あれはなんだ？　戦せん術じゆつも連係もなくただがむしゃらにつっこんできた。まるで磁じ石しやくか何かで引き寄せられたように。重力の向きが急変したかのように。

　ベルクトを狙ねらっていた？

　初うい陣じんで墜おとしやすいと思ったから？　いや、だったら普ふ通つうに攻こう撃げきすればいい。ミサイルに体当たりしてまで彼女を目指す必要はなかった。

　ではなぜ、なんのためにあんな行動を。

　答えは出ない。眩まばゆい陽光の下、白い鳥は静かに空を舞まい続けていた。




　　　　　　　　　　＊
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八月二十六日午前十時二十分






　チェーン店ばかりだな、と八や代しろ通どおりは独ひとりごちた。

　ＪＲ市ヶ谷駅の駅えき舎しやを出ると刺さすような陽光が降ふり注いでくる。汗かん腺せんからじわりと汗あせが滲にじみ肌はだ着ぎをべとつかせた。シャツの第二ボタンを開けて胸むな元もとに風を送りこむ。どこか涼すずめるところはないかと思い見み渡わたすも目に入るのはやはりチェーンの喫きつ茶さ店てんばかりだった。シアトル系けいだかなんだか知らないが、どうも最近のカフェは好きになれない。狭せま苦くるしい座席にセルフサービス、コーヒーとは名ばかりのパフェじみた飲み物。おまけに禁きん煙えん！　一体自分達が愛好していた喫きつ茶さ店てんはどこに行ってしまったのか。おお、紫し煙えんに覆おおわれた懐なつかしき暗がりよ。願わくばその価か値ちが衆しゆう愚ぐに一いち分ぶでも伝わらんことを。

　悩なやんだ末、交差点を渡わたる。自じ販はん機きでミネラルウォーターを買い、線路沿ぞいの公園に持ちこんだ。木こ陰かげの手すりに着席してペットボトルの蓋ふたを開ける。渇かわいた喉のどに中身を流しこむとようやく人ひと心ごこ地ちがついてきた。蟬せみの声を聞きながら煙草に火をつける。

　周囲には外出中の営えい業ぎようマンと思しき男達が虚うつろな顔つきで休息していた。濠ほりの下から電車の走行音が響ひびいてくる。流れる汗あせをぬぐい夏の暑さに耐たえていると、少しして傍かたわらに細身のシルエットが座すわった。シャツ・スラックス姿すがたの初老の男性だ。

「悪いね、こんなところで」

　男が低い声を響かせた。視し線せんは合わせてこない。あくまで、たまたま隣となり合ったという体ていだ。灰はい色いろ髪がみの生え際ぎわが汗で湿しめっている。地味な装よそおいのためか、特とく段だん気に留とめる者もいない。

「いえ」とかぶりを振ふり煙草たばこの灰を落とした。

「今、私と一いつ緒しよにいるのを見られるのは危き険けんですからね。内局のお偉えら方がたに痛いたくもない腹はらを探さぐられかねない。賢けん明めいだと思いますよ統とう幕ばく長ちよう」

「分かってるならその肩かた書がきで僕を呼よぶなよ。あと携けい帯たい灰はい皿ざらくらい持ち歩きたまえ。千ち代よ田だ区は路ろ上じよう喫きつ煙えんにやかましいんだ。指し導どう員いんに目をつけられるぞ」

　肩かたをすくめてペットボトルに吸すい殻がらを入れる。フィルタが水に溶とけて濁にごった色合いを産うみ出した。

　もう一度男の横顔に目をやる。

　七三に分けられた髪、瘦こけた頰ほお、スクエア型の眼鏡めがね。どこか図書館の司書を思わせる風ふう貌ぼうだ。この実直そうな男性が八百メートルほど先の国こく防ぼう機き関かんの中ちゆう枢すうを担になっているとは誰だれも思わないだろう。

「やはり非ひ難なん囂ごう々ごうですか」

「何がだね」

「私の行動です」

「自覚はあるんだな」

　統幕長の目は冷ややかだった。

「まぁ関係各所への調整なしに亡命機を受け入れましたからね。外がい務む省しようあたりがカンカンになってるのは分かりますよ。独どく断だん専せん行こうも甚はなはだしい、文ぶん民みん統とう制せいをどう思ってるんだ、罷ひ免めんしろ、そう言われてるんじゃないですか」

「九割わり九分ぶ当たりだな」

「残りの一分は？」

「八や代しろ通どおり技ぎ官かんはロシアと通じている。敵てき性せい勢せい力りよくを引きこみクーデターを企き図としている。即そつ刻こく身み柄がらを拘こう束そくし独どく飛ひは解かい散さんさせるべきだと」

「おやおや」

　鼻で笑ってしまった。

「見くびられたもんですね。私が他国の力を借りないと政せい府ふ一つ転てん覆ぷくできないと思われてるとは」

「だからそういう物言いが余よ計けいな敵てきを作るんだよ。少しは自じ重ちようしたまえ」

　気のない様子で言って統とう幕ばく長ちようは茶ちや封ぶう筒とうを手て渡わたしてきた。角０の大おお判ばんサイズだ。中に書類がぎっしりと詰つめこまれている。

「頼たのまれていたものだ。見たらすぐ回かい収しゆうするから中身は覚えろ。携けい帯たい端たん末まつにメモを残すのもＮＧだ」

　ふむ。

　よほどイレギュラーなルートから手に入れたらしい。メールでも電話でも伝えられないというので直ちよく接せつ確かく認にんしにきたらこの扱あつかいだ。ひょっとして二重スパイでも飼かってるのか？　あるいはクレムリンの地下に虫でも仕し掛かけたのか。

　まぁ情報の出所はどうでもいい。大切なのは自分の疑ぎ問もんに答えられるかだ。

　疑問──ベルクトの素す性じようとロシア沈ちん黙もくの理由。

　書類を取り出す。

　最初に現あらわれたのは白人男性の写真だった。短髪細ほそ面おもての青年だ。高い額ひたいの下で柔にゆう和わな目が細められている。何かの集まりで撮さつ影えいされたのか、周囲には背せ広びろ姿すがたの男女が写うつっていた。三枚目の書類に氏名と思おぼしきキリル文字が記しるされている。

「ヤロスラフ・ギンツブルク？」

　聞いたことのない名前だ。多分ロシア人だろうが記き憶おくを探さぐっても該がい当とうする氏名はない。年ねん齢れいは三十一歳さい。モスクワ大学生物情報工学部卒業後、ロシア科学アカデミーの研究機関に所しよ属ぞく、専せん門もんは遺い伝でん子し工学・免めん疫えき化か学がく。

「なかなかのエリート街道だろう。噂うわさじゃその年でアカデミー正会員入りの話も出てたらしい。バイオエンジニアリングの分野では百年に一人の逸いつ材ざいと謳うたわれていたんだとか」

「にしてはロクな研究成果を上げてませんな。ここ二年はまともな論ろん文ぶんの発表もない」

「まぁ表向きはね。ただあの国は実じつ態たいと建前が随ずい分ぶん違ちがう」

「というと？」

「二年前と言えばザイが現あらわれた年だ。キルギス駐ちゆう留りゆうのロシア軍が正体不明の敵てき性せい飛行体を撃げき墜ついした年でもある」

　ああ、なるほど。分かりやすい。

「アニマの開発に抜ばつ擢てきされたわけですね。公の立場を変えないまま極ごく秘ひのプロジェクトチームに投入された。どこかの閉Ｚ鎖Ａ都Ｔ市Ｏに移い動どうさせられてたのかもしれませんね。撃墜したザイのコアをいかに生体に馴な染じませるか、外部から制せい御ぎよ可か能のうにするか。免めん疫えき化か学がくや遺伝子工学の知見を活かして研究させられていた」

「うん」と統幕長はうなずいた。

「まぁそんなところだ。巧こう妙みように痕こん跡せきを消されていたからあとを追うのに苦労したがね。モスクワ州のとある研究都市にいたらしい。他にも医学・航空工学・心理学・材料科学の専せん門もん家かが集められていたようだが……なぜかそのギンツブルク博士だけが半年前、別のセクションに移うつされた」

「別のセクション？」

　細い肩かたがすくめられる。

「僕が追えたのはそこまでだ。多分アニマ研究よりもっと機き密みつ度どの高いプロジェクトに投入されたんだろうが、それが何かとなると皆かい目もく見当がつかない。専門分野を考えれば今いま更さら核かく開かい発はつでもないと思うがね。ただ」

「ただ？」

「異い動どう前、彼が内部でやりとりしていたメールの一つにＣ─37という単語があった」

　どくりと鼓こ動どうが高鳴る。息を吞のんだのに気づいたのだろう、統とう幕ばく長ちようは小さくうなずいた。

「キリル文字のＣはアルファベットのＳだ。Ｓ─37が何かは分かるね？」

「Ｓｕ─47の開発時名めい称しようです。次世代戦術戦闘機開発ＭＦＩ計画でスホーイ社が陸上機としてデモンストレータ機を設計し直した時の名前」

　つまりギンツブルク博士はベルクトのドーター化に関わっていた。あるいはそれに近い立場にいたのだろう。だからこそ他のアニマ研究から遠ざけられた。

　ふむ。

　取っかかりとしては悪くない情報だ。なかなかよい仕事をしてるじゃないか。

「それで、今ギンツブルク博士はどこにいるんですか。直ちよく接せつ話を聞くことはできそうなんですか」

　返ってきたのは重い沈ちん黙もくだった。統幕長は顔を強こわばらせたままかぶりを振ふった。地じ獄ごくの淵ふちをのぞきこんだような眼まな差ざしで答える。

「博士は死んだ。丁度一週間前の土曜日、ベルクトが亡ぼう命めいしてきたその日に」
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同日午前十一時






　爆ばく音おんを上げてスクランブル機が飛び立っていく。

　鳴なる谷たに慧けいは自転車を駐ちゆう輪りん場じように止めた。うだるような熱気の中、チェーンロックをかけているともう一機、アラート待機のＦ─15Ｊが滑かつ走そうしていった。アフターバーナーの産み出す衝しよう撃げき波はが排はい気きをリング状じように変える。白い水すい蒸じよう気きが翼つばさからこぼれ細い帯と化していった。美しくも勇ゆう壮そうな光景に、だが高こう揚よう感かんは湧わいてこない。また出しゆつ撃げきか、と溜ため息いき交じりに思うだけだった。

　エプロン上の整せい備び員いんが疲つかれ果てた様子でハンガーに戻もどっていく。晴天だというのにどこか空気が重い。基地自体が粘ねん性せいの液えき体たいに沈しずみこんでいるようだった。

（いつまで続くんだろうな）

　ハイペースなザイの襲しゆう来らいは相変わらず収おさまる気配がなかった。一日最低一回、下へ手たすると複ふく数すう回かいスクランブルがかかる。幸い個こ々この襲しゆう撃げき機き数すうは少ないものの対応が必要な事実に変わりはない。整備のスタッフ曰いわく、迎げい撃げき機きのやりくりも徐じよ々じよに苦しくなってきているという話だった。

　一体なぜこんなことになっているのか。台たい湾わんや韓かん国こくの防ぼう衛えい線せんで問題が起きているのか。上海シヤンハイ攻こう略りやく戦せんにおける米機動部隊の消しよう耗もうが影えい響きようを与あたえているのか。分からない。確たしかな情報は何一つ落ちてきていない。だが、今の小こ松まつの体たい制せいがここまでの襲撃を想定していないことだけは確かだった。

　もし更さらに来襲のペースが上がったら。

　最悪の可か能のう性せいが脳のう裏りを過よぎる。

　崩ほう壊かいする防衛線、再さい度どの小松空襲、炎ほのおに包まれる基地と町まち並なみ、そして人。

　ぶるり。

　首を横に振ふる。よそう、余よ計けいな心配をしても仕方ない。自分が不安に思うことくらい八や代しろ通どおりさんならとうに考こう慮りよ済ずみだろう。こちらはできることをこつこつやっていくだけだ。

　できること。さしあたってはグリペンの調整か。

　気を取り直して技ぎ本ほんの執しつ務む棟とうに赴おもむく。暗い階かい段だんを上り検けん査さ室しつにたどりつくと、二人の少女が扉とびらの前にたたずんでいた。グリペンとベルクトだ。なぜか中に入ることなく困こん惑わくした様子だ。

「どうしたんだ？　そんなところで」

「あ、慧けい」

「慧さん」

　二人の答えが同時に響ひびいた。グリペンがペールピンクの髪かみを揺ゆらし向き直ってくる。

「調整作業、中止だって」

「は？」

「ハルカが急な出しゆつ張ちようで、対たい応おうできないからって」

「なんだそれ、連れん絡らくもなしに」

　早起きしたこちらの立場にもなってほしい。明華ミンホアの目をかいくぐるのは毎度大変なんだぞ。

「てかおまえ、大だい丈じよう夫ぶなのか？　調整なしで。昨日の出撃の影えい響きようとか」

「多分問題ない。帰き還かん後ごに簡かん単たんなチェックは受けているし」

「ならいいけど」

「意い識しき明めい瞭りよう、食しよく欲よく旺おう盛せい」

「食しよく欲よくについては訊きいてない」

　視し線せんを動かす。純じゆん白ぱくの少女は心なしうなだれて見えた。

「そっちもドタキャンされた感じか？」

「ええ……まぁ」

　笑みが弱々しい。無理矢理口角を緩ゆるめ。

「もともと検けん査さ自体、しばらく中止するかもとは言われてたんですが」

「中止？　なんで」

「成果が見えないので」

　つぶやきに自じ責せきの念ねんがにじむ。

「記き憶おくを回かい復ふくできる見こみもないですし、何より手間に見合うリターンが本当にあるのか疑ぎ問もん視しされてるみたいで」

「リターンってなんだよ」

「対ザイ戦の戦力として有ゆう効こうなのかどうか」

　絞しぼり出した声はかすれていた。

「昨日の戦せん闘とうでも結局一発も撃うてませんでしたし、折せつ角かく装そう備びまで調ととのえていただいたのに申し訳わけなくて」

　嘆たん息そくしてかぶりを振ふる。手を伸のばして彼女の白い額ひたいを弾はじいた。ベルクトはびっくりした様子で後じさった。

「戦力としてどうこうって、それ、誰だれかから直ちよく接せつ言われたのか？」

「え、いえ、でも」

「言っとくけど、グリペンは俺と会って最初の戦闘で一機も墜おとせず失神したぞ」

　なっ！　とグリペンが目を見開く。身内からの裏うら切ぎりに愕がく然ぜんとした様子だ。抗こう議ぎの視し線せんに構かまうことなく。

「最初から完かん璧ぺきにできる奴やつなんていないだろ。ダメージも受けず無事に帰ってこられたんだからまずは上出来じゃないか。成果は徐じよ々じよに出していけば」

「で、でも」

「ついでに言えばグリペンは上海シヤンハイ沖でまともに帰ってくることもできなかったぞ。海に不時着して、船で回かい収しゆうされる醜しゆう態たいを……ってなんだよ」

　強い力で袖そでをつかまれている。グリペンの頰ほおがフグのように膨ふくらんでいた。

「慧けいの言い方は極めて不ふ適てき切せつ、実態に即そくしていない。訂てい正せいを要求する」

「訂正って」

「『奮ふん闘とうの末力及およばず』とか『帰き還かんに多大な労力を要した』とか、言葉を選ぶべき」

　なんで政せい治じ答とう弁べんみたいになってるんだよ。わけ分からんだろ。

　ベルクトに向き直り。

「ま、とにかくあんまり気にするなよ。検けん査さが中止になったのも八や代しろ通どおりさんがバタバタしてるからだろ。何度も言うけど記き憶おくは徐じよ々じよに思い出してけばいいんだし」

「……」

　どうにも納なつ得とくいっていない様子だ。真面目なのはいいが、こうも後ろ向きだともどかしくなってくる。基き地ちの様子も暗いし、正直気が滅め入いる。

「あー、ったく！」

　アニマ達がびっくりしたように身体からだを強ばらせた。まばたきする二人に向き直り。

「おまえら、検査がなくなったってことは暇ひまなんだよな？」

「は、はい」

「多分、大だい丈じよう夫ぶ」

　じゃあさ、と親指で肩かたの後ろを示しめす。少女達の顔を見回しながら提てい案あんした。

「遊びに行こうぜ」




　半ば勢いきおいで提てい出しゆつした外出申しん請せいは、意外にも呆あつ気けなく通ってしまった。

　やはり八代通の出しゆつ張ちようで技ぎ本ほん業務自体が滞とどこおっているのか。小こ松まつ基地の半径五キロ圏けん内ないより出ないという条じよう件けんつきでＪＲの駅前に送り出された。

　ベルクトは濃のう紺こんのマリンワンピースに着き替がえていた。つば広の麦わら帽ぼうをかぶっているため白い髪かみが目立たなくなっている。ワゴン車から歩道に降おり立つと彼女は目をしばたたかせた。まぶしそうに顔をしかめバスターミナルを眺めている。

　続いてグリペンが車から出てきた。ベルクトの横に並ならび駅えき舎しやを指さす。

「ＪＲ小こ松まつ駅、北ほく陸りく本線という電車が止まる、非ひ常じように重要な施し設せつ」

「ホクリクホンセン？」

「北陸地方を走る主要な路線という意味。金かな沢ざわや大おお阪さかという大都市に繫つながっている──らしい」

「大都市、ここよりもですか」

「小松には負ける、多分」

　負けねぇよ、適てき当とうなこと言うな。

　危あやうくつっこみそうになったが、アニマ達二人は楽しそうに周囲を指さしあっている。水を差すのも無ぶ粋すいかと思い口をつぐんだ。

　駅前のアスファルトは熱気に揺ゆらいでいた。じりじりした光で首くび筋すじが痛いたくなる。今まで空調の利きいた車内にいた分、余よ計けいに暑さがこたえた。あまりじっとしていると熱ねつ中ちゆう症しようになりそうだ。

　涼すずしいところといえば商店街かショッピングセンターか。いや、でも折角外に出てきたのだから珍しいところに連れていってやりたいし、だとすると。

「慧けい」

　グリペンが挙きよ手しゆしていた。意を決した表情だ。

「？　どうした」

「もうどこに行くか決めてる？」

「いや、まだだけど」

「だったら私にプランがある。任まかせてほしい」

　ほう。

「まぁ行きたいところがあるなら付き合うけど、あんまり距きよ離りあるとしんどいぞ。今日は歩きだし」

「大だい丈じよう夫ぶ、ここから東に二百メートルほど」

　徒歩二、三分か。であればなんとか。

「いいぜ、ちなみにどこだ？」

「それはサプライズ」

「はぁ？」

「ベルクトに新しん鮮せんな感動を届とどけたい」

　真しん剣けん極まりない表情だ。なんかやたらと気合い入ってるな。ベルクトも「おお」と目を輝かがやかせているし女子校の先せん輩ぱい・後輩みたいな構こう図ずになっている。

　首を傾かしげつつ了りよう承しようして移い動どう開かい始し。駅えき舎しやの中を通つう過かして東口に抜ぬける、広大な駐ちゆう車しや場じようを左手に臨のぞみながら道路を進んでいった。

　遮さえぎるもの一つない大通りに陽炎かげろうが浮うかび上がっている。靴くつ底ぞこから熱気が伝わってきた。一歩進むごとに体力を搾しぼりとられていくようだ。暑い。どこに行くつもりか知らないが早く空調の利きいた屋内に入らせてほしかった。願わくば冷たい飲み物かデザートでもと思ったが。

　ついた先はロードサイドのラーメン屋だった。

「おい！」

　こ、このくそ暑い中ラーメンだと！　殺す気か！

「なると山やま盛もり、餃子ギヨーザつき」

　得意げなグリペンの頭をつかむ。「おまえが食いたいだけだろうがー！」こめかみを押おさえているとベルクトが制せい止ししてきた。

「わ、私も食べてみたいです！　入りましょう、ここでこうしていても辛つらいですし」

　周囲に他の飲食店は見えない。仕方なく駐車場を横切り店に入った。空調の冷気と調理の熱気が同時に押おし寄よせてくる。カウンター向こうの厨ちゆう房ぼうで炎ほのおが吹ふき上がっていた。とてつもなく微び妙みような気分になりつつテーブル席に着く。

　グリペンが品書きをベルクトに広げてみせた。

「ここから選ぶ、精せい算さんは事後、現げん金きん払ばらい」

「ははぁ」

「ちなみにＢセットはない。おすすめは塩ラーメンと餃子ギヨーザ」

　ん？

　会話に既き視し感かんがある。はて、一体なんだっけ。

　首を傾かしげているうちに料理が運ばれてきた。野菜とナルトが山のように盛もられた塩ラーメン、そして鉄板餃子。

「餃子は結けつ構こう熱いからゆっくり食べること。中の汁しるが飛び出さないよう慎しん重ちように。タレはお好みで」

「お好みですか」

「ちょっとずつつけて、味が濃こすぎると思ったらやめる」

「はい」

　怖こわ々ごわ口をつけるベルクトの顔が歪ゆがむ。やはり熱かったのだろう。唇くちびるを開けてひゅーひゅーと息を漏もらしている。だから注意したのに、と言わんばかりのグリペンを見て「ああ」と思った。

　そうか、俺と最初に外出した時のやりとりだ。世間知らずの彼女が初めて外界に触ふれた体験、記き憶おく。自分が楽しかったことをベルクトにも共有しようとしているのか。だから同じような店を訪おとずれて。

　瞬しゆん間かん、嫌いやな予感が過よぎる。もし彼女があの時の観光コースをなぞろうとしているのなら。

「おい、ちなみに次はどこに行くんだ？」

　耳打ちすると桃もも色いろ髪がみの少女はうなずいた。しかつめらしい顔で。

「神社と駅前商店街、ドラッグストア、ゲームセンター、あと」

「よし分かった。落ち着こう」

　チャリもなしでどれだけ歩き回るつもりだ。間ま違ちがいなく途と中ちゆうで行き倒だおれる。衰すい弱じやく死しする。

「前に回った時より暑くなってるんだからさ。もう少し無理のない計画を立てようぜ。あと徒歩は厳きびしいから可か能のうな限かぎりバスを使う方向で」

「バス」

　驚きよう愕がくも露あらわに目を見開く。

「未体験の交通手しゆ段だんをいきなり使うのは危き険けん、リスキー」

「この炎えん天てん下か、生身で歩き回る方がよほどリスキーだろ。ほら、これ見て路線図とか乗り方とか確かく認にんしとけよ」

　携けい帯たい端たん末まつを渡わたすと彼女は必死な表情で検けん索さくし始めた。

　視し線せんを逸そらしベルクトを見る。こちらはこちらで決死の形ぎよう相そうで食事を続けていた。白い頰ほおに汗あせがだらだらと滴したたっている。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　無理して食べなくても、口に合わないなら残せばと思ったが。

「ご、ご心配なく」

　彼女は荒あらい息をついた。

「この程てい度ど完食できないようではとても皆みなさんの食文化に馴な染じめませんから。ただなんでしょう、さっきから少し頭がぼうっとしていて」

「熱ねつ中ちゆう症しようだろ！　ストップ、食べるの休きゅう憩けい！　まずは水を飲め！」

　ふらつく彼女を制せい止ししてコップを差し出す。ハンカチで額ひたいの汗あせをぬぐってやった。

　グリペンを顧かえりみると彼女はネット辞典の「バス」の項こう目もくを凝ぎよう視ししていた。路線バスのサイトにたどりつけそうな様子は微み塵じんもない。

（やっぱりこっちでプランを考えるか）

　溜たん息そく交じりに独ひとりごちる。割わり箸ばしを取り上げ、まずは腹はらごしらえをすますことにした。




　結局一度駅に戻もどることにした。

　構こう内ないの商しよう業ぎよう施し設せつを見てそこからアーケードに移い動どうする。めぼしい店を冷やかした末、ジュースバーに入る。バナナ・ミックスベリー・小こ松まつ菜な林りん檎ごにマンゴー、色いろ鮮あざやかなスムージーに目め移うつりしつつ注文、互たがいのメニューをシェアした。

　基き地ちから呼び出しの電話が入るかと思ったが、意外にも携けい帯たい端たん末まつは沈ちん黙もくしていた。最初はおずおずとやがて目め一いつ杯ぱい羽を伸のばすことにする。

　路線バスにも乗ってみた。時間帯のせいか車内はすいていた。眩まばゆい陽光の中、古びた車体がゆるゆると小こ松まつの市街を走っていく。左右に流れる町まち並なみ、木々、そして空。

　深い青色のキャンバスに真っ白な入道雲が湧わき立っていた。最後列のシートに座すわっていると左右にも後ろにも視し界かいが開ける。がらんとした車内が心地よい。まるで自分達三人のために車が手配されたようだ。グリペンもベルクトも足を伸ばしてリラックスしている。珍めずらしい建物を見つけては「あれは何」「これは何」と歓かん談だんしていた。

　途と中ちゆう下げ車しやを何度か繰くり返し市内を巡めぐった。梯かけはし川がわ越ごしに水門を眺ながめ、河原を下り、海へとたどりつく。灯台の下で記き念ねん撮さつ影えいし砂浜を駆かけ回った。喉のどが渇かわけば海の家で飲み物を買い、風ふう鈴りんの音に耳を澄すませ、白い波を眺めた。

　気づけば日が傾かたむいていた。斜しや陽ようが大気を茜あかね色いろに染そめている。寄よせては返す波の音が静かに響ひびいていた。

　東あずま屋やで休きゆう憩けいするうち、いつしかグリペンは眠ねむっていた。張はり切りすぎたのだろう。こちらの膝ひざに頭を預あずけ寝ね息いきを立てている。

　基地には先ほど電話をかけた。もう少しすれば迎むかえの車が来てくれるだろう。本当なら夕食も外でと思っていたが。

「悪いな、散々連れ回した挙あげ句く勝手にダウンしちゃって」

　ベルクトは「いえ」と頰ほおを緩ゆるめた。グリペンを見下ろし。

「一いつ生しよう懸けん命めい楽しませようとしていただいて本当に嬉うれしかったです。ＪＡＳ39Ｄも疲つかれているはずなのに、私のことが心配だって言って」

「心配？　こいつがそう言ったのか」

　こくりとうなずく。思い出したようにくすくす笑い。

「初めて顔合わせした時は大変だったんですよ。慧けいさんと私が親しくしていたのが嫌いやだったみたいで、『ちょっとハンガーの裏うらに来て』とか『戦せん闘とう機き同士で話がある』とか言われて」

「マジか」

「ただ色々話しているうちに仲よくなれて。私の悩なやみも聞いてくれて。うまく飛べない、戦えないのは辛つらいだろうって。自分もそうだったからよく分かると。だから少しでも力になりたいって」

「……」

「優やさしい子です」

　なるほど、だからか。柄がらにもなく張り切ってベルクトをエスコートしていた。先せん輩ぱいとして振ふる舞まおうとしていた。

　グリペンの頰ほおを人差し指でつついてみる。彼女は不ふ機き嫌げんそうにに身じろぎした。肩かたを縮ちぢこまらせ顔を背そむける。くすりとベルクトが微笑ほほえんだ。

「仔こ猫ねこみたい」

「食しよく欲よくは象ぞう並なみだけどな」

「そういうことレディに言っちゃだめです」

「だって昼間の食事の量見ただろ。放っておくと、あいつラーメンだけで四種類くらい頼たのみかねないぞ。折せつ角かくだから食べ比くらべしてみたいとか言って。もちろんおまえも付き合わされるんだけど平気か？」

「それは……ちょっと」

　苦笑する彼女の顔から陽光が消える。西日が沈しずみ周囲を薄うす闇やみが満たした。一日が終わる。黄金色の世界が終わっていく。代わりに浮うかび上がるのは静かなる夜の王国。深い闇やみ色いろの天てん蓋がいが頭上を覆おおい、海原は暗いぬめりを帯び、空と溶とけ合っていく。ただ波の音だけが今までと変わらず響ひびいていた。

「あ、星」

　ベルクトの声に誘さそわれ視し線せんを上げる。東の空に光こう芒ぼうがいくつか現あらわれていた。星座はあまり詳くわしくないがこの時期見えるのは夏の大三角形だろうか。周囲に灯りが少ないからもう少し待てば満天の星空になるのかもしれない。

　徐じよ々じよに明るくなる星々を眺ながめていると不意に「慧さん」と呼よびかけられた。

「ベルクトって日本語でどういう意味かご存ぞんじですか？」

「え？」

「イヌワシって意味なんですよ。鳥のイヌワシ」

　白い睫まつ毛げの下で真しん紅くの双そう眸ぼうが星明かりを映うつしている。薄うす闇やみを背はい景けいに髪かみや肌はだがぼうっと光っていた。

「ロシアの古い民話にこういうものがあります。出世を夢ゆめ見みるイヌワシが都会に出て人間のもとで働き始めます。鷹たか匠じようの鳥として獲え物ものを捕とり続けるも、ある時知らないうちに故こ郷きようの仲間を狩かってしまうんです。悲ひ嘆たんにくれたイヌワシは鷹匠のもとを離はなれ故郷に戻もどります。ですがそこはもう人間達の狩りで荒あらし尽つくされ住む者さえいなくなっていました。そこで初めて彼は気づくんです。『ああ自分に必要なのは富とみでも地位でも名めい誉よでもない。ただ家族や友人との平へい穏おんな日にち常じようがあればよかったのだ』と。失われた家族を何ヶ月も何年も何十年も探さがし続けるうちに、イヌワシは衰すい弱じやくし飛ぶ力さえ失ってしまいます。ですがそれを見ていた神様が哀あわれに思い彼に光の翼つばさを与あたえてくれるんです。するとイヌワシは全ての罪つみや業ごうから自由になり軽々と空を駆かけ上がっていきました。ついには天上の世界に至いたりあまねく大地を照らす星になったと、そういうお話です」

「……なんか寂さびしい話だな」

　結局失われた故郷や家族は戻らず、失意のまま昇しよう天てんしたように聞こえる。そんな悲しい生き物と少女を同じ名で呼よびたくなかった。正直な感想に、だがベルクトは「そうですか？」と微び笑しようした。

「私は少し憧あこがれますが。どれだけ過あやまちを犯おかしても最終的には許ゆるされる、空を上り続けてみんなを照らし出す光になれるんだって。素す敵てきな話だと思いますが」

　胸むねが締しめつけられる。

　なぜだか目の前の少女がふぅっと消えてしまいそうに思えた。輪りん郭かくを失い夜空に溶とけこんでいく。存そん在ざいが朧おぼろになっていく。

　気づけば彼女の手をつかんでいた。びっくりしたように細い肩かたが震ふるえる。ベルクトは目を見開いた。

「け、慧けいさん？」

「あ……えっと、すまない」

　何やってるんだ自分。いきなり肌に触ふれたりして、驚おどろくだろう。だが手を離す気にはなれなかった。なぜだか分からないが今彼女を引き留とめておかないと後こう悔かいする、取り返しのつかないことになりそうな感じがした。

「なん……て言うかな、その」

　しどろもどろになりつつ言葉を探す。

「俺はおまえが小こ松まつに来てくれてよかったと思ってるよ。新しい仲間ができてグリペンも前向きになって、いい影えい響きようが出てると思う。ほら、こいつって感情の表ひよう現げんが下へ手ただからさ、他のアニマ達からも浮ういてて俺以外に話す相手いなかったし。それが誰だれかを心配して遊びのプランを立てるとか、すごい進歩だと思う。だから」

　だからさ、と目線を合わせる。ややこじつけくさいと思いつつも口く調ちようを明るくして。

「どこにも行くなよベルクト。頼たのむからさ」

　少女は固まっていたがややあって目を伏ふせた。気き恥はずかしそうに口元を歪ゆがめ。

「はい」

　と答える。

「ありがとうございます。そう言ってもらえると救われます。ただ」

「ただ？」

「そろそろ手は離してもらえると」

　あ。

　弾はじかれたように腕うでを引っこめる。心なしか少女の頰ほおが染そまって見えた。

「悪い」

「いえ……」

　沈ちん黙もくの帳とばりが落ちる。なんだろう妙みように気恥ずかしい。心音が速さを増ましていた。顔が熱い。どう会話を再さい開かいしたものか、いやそもそもこれ以上余よ計けいなことを言わないようにするべきか、悩なやんでいると背はい後ごでクラクションが響ひびいた。海かい岸がん沿ぞいの駐ちゆう車しや場じようにワゴンが止まっている。技ぎ本ほんの迎むかえだ。やっと来たのか。スタッフが助手席から手を振ふっている。

「ああ」とベルクトが呻うめいた。

「終わってしまいましたね。本当の本当に、今日という一日が」

「また外がい出しゆつ許きよ可かもらえばいいだろ。今度はショッピングセンターとか連れてってやるよ」

「許可、もらえるでしょうか」

　不安げな表情。確たしかに今日の休きゆう暇かは様々な偶ぐう然ぜんが重なったレアケースだ。果たして同じ幸運がありえるのか心配しているのだろうが。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　努つとめて楽観的に言い切る。

「ザイの侵しん攻こうもそのうち落ち着くだろうし、そうしたらもっとゆっくり外出できるようになるさ。山とか川とか、ひょっとしたらキャンプ場とか行かせてもらえるかも」

「キャンプ場」

「ニジマス釣つりとかバーベキューとか。楽しそうだろ？　今度はファントムやイーグルも誘さそおうぜ。まぁアニマ全員で移い動どうってなると、八や代しろ通どおりさんやフナさんもついてきちゃいそうだけど」

「素す敵てきですね」

　ベルクトは夢ゆめ見みるような表情になった。双そう眸ぼうを細め夜空を見上げる。

「本当、怖こわいくらいに幸せな未来」

　クラクションがもう一度鳴る。気づいているか不安になったのだろう。ワゴンに向かって手を振ふり返し、膝ひざの上のグリペンを揺ゆり起こした。
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県立高校、小こ松まつ城じよう址し




八月二十七日午後三時






　翌よく日曜日は補ほ講こう最終日だった。

　新学期間ま際ぎわに補講終しゆう了りようと言われてもあまり感かん慨がいはないが、一つ肩かたの荷が下りたことに違ちがいはない。基き地ちの呼よび出しで何度か落第しかけたもののなんとか二学期に進ませてもらえそうだ。他の編へん入にゆう生せいもやや浮うわついた表情になっている。授じゆ業ぎようが終わるなり、帰路どこへ寄よっていくか話し合っていた。

「慧けい！」

　明華ミンホアが駆かけ寄よってくる。半はん袖そでのセーラー服姿すがたが目にまぶしい。後ろに友人と思おぼしきグループを待たせている。

「これからみんなで打ち上げ行こうって話してるんだけど、慧も来る？　園その町まちのカラオケ屋さん」

「ん、カラオケ」

　楽しそうだが、いかんせん昨日の疲ひ労ろうが残っている。できれば家でゆっくり休みたかった。それに。

「悪い、今日はちょっと本屋回ろうと思ってたんだ。何なん軒けん巡めぐるか分からないから打ち上げは遠えん慮りよしとくよ」

「本屋？」

　明華の眉まゆが寄よる。

「何？　何軒も巡るって、そんな珍めずらしい本探さがしてるの」

「まぁ」と口を濁にごすと吊つり気味の目がすぼまった。きつい視し線せんで。

「まさかまた、戦せん闘とう機きパイロットのテキストとか」

「違ちがう！　違うから怒おこるな、怒るなって！」

　恐おそろしい。自分が既すでに戦闘機パイロットだと知ったらどういう行動に出るのだろう。薄うす々うす何か勘かんづいているようだが、真実を明かすのはまだ避さけた方がよさそうだ。

　溜ため息いきをついて告白する。

「アウトドアの本を買おうと思って」

「アウトドア？　なんで」

「結けつ構こうこのあたりキャンプ場とか多いらしくてさ、どこの場所がいいとか、何を準じゆん備びするべきかとか調べたいんだ」

「そんなのネットで調べればいいじゃん」

「んー、なんか本の方がしっくり来るというか」

　これは噓うそだ。実じつ際さいはベルクト・グリペンへの土産みやげにするつもりだった。次いつ外出できるか分からない彼女達を喜ばせるための差し入れ、プレゼント。

　だが明華ミンホアは別のことに引っかかったようだった。顎あごを押おさえ「なんでいきなりキャンプ」、「誰だれと」と考えこんでいる。

　まずい。藪やぶ蛇へびになったか。

「み、明華と一いつ緒しよに行こうと思ったんだよ！　ほら、こないだのサイクリング、中止になっちゃったからさ。おわびの意味もこめて」

「キャンプに？　あたしと？」

「ああ、そうそう」

　大ぶりな目がまたたく。少しして唇くちびるが歪ゆがんだ。鼻の頭を搔かき視し線せんを逸そらす。

「そ、そうなんだ、あたしのためにキャンプの企き画かく、下調べのために本屋巡めぐり」

　へぇ、とやや上ずった声で。

「慧けいにしては気が利きいてるね。素す敵てきなプランじゃん。分かった、あたしも行くよ本屋さん」

「は？　だっておまえ打ち上げでカラオケって」
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「まだ行くって返事してなかったし。折せつ角かく慧けいが気を遣つかってくれたのならそっちが優ゆう先せん。本のお金も半分出すよ」

「……」

　妙みようなことになった。この調子ではアニマ達への土産みやげと別にもう一冊さつ、買うことになりそうだ。まぁ何冊か見み比くらべてよさそうな方を渡わたす手もあるだろうが。とりあえずキャンプの予定は二回考えておくのが無ぶ難なんか。

「じゃあ行くか？　今すぐ」

「うん！　みんなに一言かけてくるから、慧は出る準じゆん備びしといて」

　鼻歌交じりに去っていく。不思議なほど上じよう機き嫌げんだった。友人の誘さそいを断ことわるのになんで嬉うれしそうなんだ。ひょっとして行きたくなかったのか？　付き合い上、理由もなしに拒こばみづらかったとか？

　首をひねりつつ荷物を片かたづける。筆記用具を筆入れに収おさめ鞄かばんにしまった。

　携けい帯たい端たん末まつを確かく認にん、基地からの着信はない。昨日も静かだったしひょっとしてザイの侵しん攻こうも一いち段だん落らくついたのか。だとすればキャンプの件も遠からず実じつ現げんするかもしれない。

　教室の窓まどから見える空は淡あわい青色だった。周囲に遮さえぎるものがないため視し線せんが遠くまで通っている。夏風にあおられて綿雲がゆっくりと移い動どうしていた。

　席から立ち上がるのと明華ミンホアが戻もどってくるのはほぼ同時だった。長いポニーテールを揺ゆらして、にぃっと笑いかけてくる。

「お待たせ！　行こっ」

「あ、ああ」

　気のせいか周囲の視線が生温かい。妙みように優やさしい表情でこちらを見送っている。

　人ひと気けのない階かい段だんを下りて昇しよう降こう口ぐちに向かった。下げ駄た箱ばこから靴くつを取り出していると「で？」と明華が訊たずねてきた。

「どこから回るの、本屋さん」

「んー、あんまりちゃんと考えてなかったけど」

　まずは学校近くの個人書店を回って、だめならロードサイドの大型チェーンに行こうと思っていた。とはいえ大型店は郊こう外がいに分散しているからうまく回らないと思わぬ大回りになりかねない。

「じゃあさ、ショッピングセンターの本屋さん行かない？　確たしかあそこ、アウトドアショップも入ってたし、どっちかには置いてそうじゃん」

「おう、なるほど」

　冴さえてるな。その案採さい用ようで。

「で、でね。なんか一階の食品売り場にジェラート屋さんができたみたいで、慧さえ苦手じゃなかったら食べていかない？　狭せまいけどイートインもできるっぽくて」

「別にいいけど」

　わざわざ許きよ可かを求める話でもないだろうに。いつもの買い出しだって普ふ通つうに自分の食べたいものを買ってるのだから。なんだろう？　おごってほしいのか。

　だが明華ミンホアは特とく段だん費用分ぶん担たんに言げん及きゆうすることなく頰ほおを緩ゆるめた。小さくガッツポーズを決め。

「よっし、じゃあ善ぜんは急げ！　残り少ない夏休みを楽しもう！」

「あ、ごめん、ちょっと電話」

　バイブに気づいて携けい帯たい端たん末まつを取り出す。凍こおりつく彼女の前で通話ボタンを押おした。

「はい、鳴なる谷たにです。……はい、……え、今からですか？　……了りよう解かいです。じゃあ三十分以内に……十五分？　分かりました、努力します」

　電話を切り。「あー」と息を吸すって。

「悪い明華、ちょっとバイト先から呼よばれちゃって、本屋巡めぐりはまた今度で。なるべく夕食前には帰るから」

「またー!?」明華が悲鳴を上げた。

　頭を下げて踵きびすを返す。鞄かばんの肩かた紐ひもを握にぎりしめて走り出した。

　背はい後ごから「なんなのよー！」と叫さけび声が追いかけてきた。




「朝ちよう鮮せん半島を新型のザイが南下中だ。開城ケソンから春川チヨンチユン、江陵カンヌンと徐じよ々じよに日本に近づいてきている。このままいけば一時間半後には鬱陵ウルルン島上空を通つう過か、その進路上にあるのはここ、小こ松まつだ」

　技ぎ本ほん執しつ務む棟とうのモニタルームで八や代しろ通どおりが説明する。暗い室内で広こう域いきマップの光が男の肥ひ満まんした頰を照らしていた。周囲をオペレータや技ぎ術じゆつスタッフが行き交っている。慌あわただしい雰ふん囲い気きの中、カラフルな髪の少女達がブリーフィングスペースに集っていた。ベルクトを含ふくむ独どく飛ひのアニマ全員だ。スクランブルシフトを無む視しした緊きん急きゆう招しよう集しゆう。明らかな異い常じよう事じ態たいにイーグルさえもが顔を強こわばらせている。

　また敵てき襲しゆうか、と呻うめきたくなった。

　一体連中何を好きこのんでこれほど頻ひん繁ぱんに押おし寄よせてくるんだ。夏休みの宿題消化じゃあるまいし。八月後半に入った瞬しゆん間かんペースアップしなくてもいいだろう。

「質しつ問もんがあります」

　とファントムが挙きよ手しゆした。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに強い疑ぎ念ねんがある。

「江陵から鬱陵島までの距離は約百八十キロ、それを一時間半かけて移動ということは時速百キロ程てい度どのスピードになります。あまりにも低速でしょう。小松にたどりつくまでどれだけかかるか分かりません。領りよう空くうに侵しん入にゆうされたのならともかく、今のタイミングであれば通常戦力での迎げい撃げきも十分可か能のうなはずです。にもかかわらず私達全員が緊急招集されたのは一体どういう理由ですか」

「言っただろう、新型のザイだと」

　八や代しろ通どおりは端たん末まつを操そう作さした。直後、地図の前面に写真が現あらわれる。

　異い様ようなシルエットの機体が映うつっていた。一目見て似にてると思ったのは折おり畳たたみ式の洗せん濯たくハンガーだ。支し柱ちゆうを起点として放ほう射しや状じように腕うでが三本伸のびている。先せん端たんには洗濯ばさみならぬ巨きよ大だいなファンが確かく認にんできた。見たところ他に推すい進しん機き関かんもないようだから、あのファンで揚よう力りよくを産み出しているのか。飛行機というよりはヘリコプターの亜あ種しゆといった趣おもむきだ。

「これが……ザイ？」

　思わずつぶやいていた。今まで見てきたものとは随ずい分ぶん異ことなる。だが水すい晶しようを思わせる輝かがやきは確たしかにザイのものだ。長く伸びた腕もファンも、全てが複ふく雑ざつな虹にじ色いろの光こう彩さいを孕はらんでいる。

　八代通は画が像ぞうをノックした。

「見た通り、制せい空くう戦せん型がたでも爆ばく撃げき機きタイプでもない。成せい層そう圏けん付近を漂ただようだけの物理的には至し極ごく無害な存そん在ざいだ。ちなみに護ご衛えい機きの類たぐいも確認されていないし爆弾・誘ゆう導どう兵器の発はつ射しや能のう力りよくもない」

「？　なら放っておけばいいでしょう。こちらからちょっかいを出さなければ別に攻撃してこないんですよね？」

「ああ、あくまで物理的な攻撃はな。だがこいつは通つう常じようの数十倍レベルでＥＰＣＭをまき散らしている」

　息を吞のむ気配がした。

　ファントムの目がすぼまる。

「電子戦型ということですか」

　八代通は首しゆ肯こうした。

「ここまで強きよう烈れつだと電でん磁じパルス兵器と呼よぶ方が近いな。なまじ低速で移い動どうしてるからジャミング圏内に入った都市は大変なことになっている。電気・通信が途と絶だえてほとんどブラックアウト状じよう態たいだ」

　韓かん国こくの都市のいくつかに×印が重なる。ソウルを外れているのが不幸中の幸いだが、とんでもないことになっているのは明らかだった。感かん覚かく障しよう害がいも発はつ現げんしているのであれば、あちこちで甚じん大だいな被ひ害がいが出ているだろう。もしそんなものが小こ松まつ上空、もしくは近きん隣りんの大都市に近づいたら。

　震ふるえがこみ上げてくる。ようやくことの重大さが理り解かいできた。海を渡わたりきる前にこいつを叩たたき落とさなければ。ＥＰＣＭの拡かく散さんを止めなければ。

「韓国空軍は？　スクランブルに上がらなかったんですか」

　ファントムの質しつ問もんに八代通は首を傾かたむけた。

「上がったさ。第10戦闘航空団ＦＷのＦ─５Ｅ、続けて第18戦闘航空団ＦＷの機体も迎げい撃げきに上がってる。だがもともと強烈なＥＰＣＭが展てん開かいされてる上に思わぬ反撃をくらってな、今のところ静観状態だ」

「反撃？」

「こいつだ」

　ザイの腕うでを指さす。ファンと反対側に小さな突とつ起きがあった。

　なんですか、と訊たずねる間もなく動画が再さい生せいされる。韓かん国こく軍の戦せん闘とう機きだろう、細身の双そう発はつ機きがミサイルを撃うち出す。十発以上の飽ほう和わ攻こう撃げきだ。低速のザイでは逃のがれようもない、と思ったが。

　突起が動いた。刹せつ那な、ミサイルが爆ばく発はつする。あるものは弾だん頭とうを潰つぶされ、あるものは安あん定てい翼よくを穿うがたれ墜おちていく。何が起きているのか、迎げい撃げきの砲ほう火かは確かく認にんできない。まるで見えざる手に叩たたき落とされているようだ。不ふ可か視しの悪あく魔まがザイの周りを守っている。

「レーザーＣＩＷＳ」

　ファントムの声は唸うなるようだった。

「なんだって？」視し線せんを向けると緑髪の少女は口角を歪ゆがめた。

「半はん導どう体たいレーザーを使った近きん接せつ防ぼう御ぎよ兵器です。威い力りよく・射しや程ていは大したことありませんが、ミサイルを撃ち落とすくらいなら十分な装そう備びです。ただでさえＥＰＣＭのジャミングが激はげしい上に、こんなものまで用意されていたら何十発撃ちこんでも撃げき墜ついできませんよ」

「噓うそだろ」

　愕がく然ぜんと八や代しろ通どおりを顧かえりみる。肥ひ満まんの技ぎ官かんはふんと鼻を鳴らした。

「本当に打つ手がなかったらおまえらなど呼よんでない。今いま頃ごろ水と肥ひ料りようを買いあさって原始農のう耕こうの準じゆん備びでもしてるさ。いいか、よく聞け。確かく認にんされてるレーザーＣＩＷＳは三基きだ。この腕の先せん端たんにそれぞれ一基ずつ装備されている。つまりＥＰＣＭ対たい策さくの施ほどこされたミサイルを完全同時に四発撃ちこめば一発は撃ち漏もらすということだ。どういう意味か分かるか」

「アニマ四機での同時協きよう調ちよう攻こう撃げき」

　ファントムの頰ほおが引きつる。

「異ことなる機体で、装備も違ちがう中、ミリ秒単位まであわせてミサイルを着弾させろと？」

「できないのか」

「やれと言われればやりますが、結果の保ほ証しようはしかねますよ。何せ私だけの問題ではありませんから」

　冷ややかな視し線せんを後方に向ける。純じゆん白ぱくの少女がびくりと肩かたを震ふるわせた。

「ちょ、ちょっと待てよ。ベルクトも行かせるつもりか？」

「四機のアニマが必要なのでしょう。であれば選せん択たくの余よ地ちはありません。彼女が客人だろうと戦せん闘とうの素人しろうとだろうと手伝っていただかなくては。あるいはどこかから別のアニマを連れてきますか？」

「那な覇はのバイパーゼロは」

「既すでにスクランブル済ずみだ。台たい湾わん沖おきで別のザイと交戦中らしい」

　八代通の説明に口をつぐむ。やむを得ない状じよう況きようだというのは分かる。だがベルクトは正しよう真しん正しよう銘めい、対ザイ戦のルーキーだ。こんな難なん易い度どの高い作戦にいきなり加えるのはと思ったが。

「分かりました」

　ベルクトは硬かたい表情のまま胸むねを張はった。

「私でよければ是ぜ非ひ参加させてください。今度こそ皆みな様さまのお役に立ってみせます」

　決然とした口く調ちよう。思わず「ベルクト」と声をかけてしまう。だが彼女はにっこりと微笑ほほえみ返してきた。

「ご心配なく、前回の経けい験けん、きっちり活いかしてみせますから」

　迷まよいのない表情は、だが震ふるえる拳こぶしに裏うら切ぎられている。薄うすい唇くちびるも心なし引きつっていた。

「おまえ……」

　かすれ声は八や代しろ通どおりの手を打つ音に搔かき消された。「よぉし」と声を張はり上げアニマ達を見み渡わたす。

「独どく飛ひ、全力出しゆつ撃げきだ。十分以内にハンガーに集合しろ。あの不細工なシャンデリアを海に叩たたき落としてやれ」




　甲かん高だかい排はい気き音おんとともに機体が浮うかび上がった。

　ギア収しゆう納のう、高度一万メートルまで上がり編へん隊たいを組む。グリペンを中心として左右に僚りよう機きが続く隊形だ。不ふ測そくの事じ態たいに備そなえて間かん隔かくをかなり広く取っている。右後方にベルクトの白、左後方にファントムの緑とイーグルの黄色が見えた。

『作戦を説明します』

　ファントムが無線越ごしに説明する。正面ディスプレイに敵てきの位置と自機の進路が表ひよう示じされた。

『敵電子戦機のレーザーＣＩＷＳは射しや程てい約二キロ、よほど近づかない限かぎり攻撃を受けることはありません。このため敵機との交こう戦せん距きよ離りに入ったらなるべく慎しん重ちように間合いを詰つめて、四方から包みこむようにミサイルを発射します。敵一番砲ほう塔とうへの攻撃はグリペン、二番砲塔は私、三番砲塔はイーグルがそれぞれ受け持ちます。各ミサイルの撃げき墜ついに数秒はかかりますから、完全同時に撃ちこめば四発目が敵本体に命中するはずです。ベルクト、あなたの攻撃ですよ』

『は、はい』

　白い機体が慌あわてた様子でバンクする。

『大だい丈じよう夫ぶ……です、理り解かいしています』

『結けつ構こう。タイミングは私が図ります。同期用のセッションを張はりますので各機、アジャストしてください。慧けいさんにはディスプレイで情報を送ります。ミサイルの発射タイミングはグリペンに預あずけてもらえますか』

「了りよう解かい」

　鼓こ動どうが速くなる。アニマ達は半分コンピュータだからデータリンクもミリ秒単位の同期もお手の物だろうが、自分は人間だ。果たしてうまく動けるか、足手まといにならないか不安だったが。

「心配しないで」

　グリペンが囁ささやく。普ふ段だんと変わらぬ平板な声で。

「私がサポートする。慧けいはいつも通り自然体で操そう縦じゆうしてもらえればいい」

「自然体って、おまえ」

「少しくらいのズレはこちらで補ほ正せいできる。変に萎い縮しゆくされるとそっちの方が危き険けん」

「……ありがとよ」

　恥はずかしさがみこみ上げてきた。こないだＨｉＭＡＴ発動で不調になったばかりなのに、こいつはまた自分を支ささえようとしている。勇気づけようとしている。

（しっかりしなくちゃな）

　今の自分はただのグリペンの覚かく醒せい装そう置ちではない。ともに戦うパートナーだ。異い色しよくのツーマンセルが他のアニマ達に負けないことを証しよう明めいしてやらなければ。

「ボギー、韓かん国こく領りよう空くうから出た」

　グリペンの声に気を引きしめる。戦せん術じゆつマップを見ると光点が日本海に移い動どうしていた。ゆっくりとこちらに向けて進んでくる。

　高高度で空気が希き薄はくになっているせいだろう。空は天てん頂ちように向けて徐じよ々じよに薄うす暗ぐらくなっていた。遥はるか下に煌きらめく雲と海が見える。まるで夜と昼の端は境ざかいにいるようだ。水平線は弧こを描えがき地球の丸みを示しめしている。

　周囲に動くものはない。ただ大おお粒つぶの太陽だけがギラギラと輝かがやいている。目を皿にして警けい戒かいしていると彼方で光がまたたいた。

『いた！』

　イーグルが叫さけぶ。

『まっすぐちょい右、高度同じくらい、こっちに向かってる！』

『全機交戦態たい勢せい。シールドオン、機動演えん算ざん開始、同期信号送ります。ＭＦＤに敵てきレーザーの危き害がい範はん囲いを表示。攻撃ポイント、共有』

　ファントムのアナウンスと同時に戦術マップの情報量が膨ふくれ上がる。敵マーカーを中心に三つの円が形成された。レーザー砲ほうの有ゆう効こう射しや程ていだろう。近づくもの全てを叩たたき落とす不ふ可か視しの盾たて。続けて自分達の進路と攻こう撃げき予よ測そく位置が表示される。ミサイル発射まであと三十四秒。

「慧、全周囲モニタに赤外線イメージをオーバーレイする。完全ではないけどこれでレーザーの軌き跡せきが見えるはず。注意して」

「ＯＫ」

　と言っても相手は光だ。見てから避よけるなんて芸当はできないだろう。狙ねらいをつけられたら最後、超ちよう高温の電でん磁じ波はで焼き尽つくされる。自分にできるのはただ敵の射程に入らないようにすることだけ。

　ジジジとノイズがインカムから流れ出す。ＥＰＣＭが激はげしくなってきたのだろう。アニマのシールドをもってしても防ふせぎきれないのか。心なし視し界かいが滲にじんだようにも感じられる。感かん覚かく障しよう害がい？　畜ちく生しよう、しっかりしろ、自分。

『ブレイク』

　ファントムが散開を指し示じする。花びらが開くように緑と黄の機き影えいが左右に分かれた。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて操そう縦じゆう桿かんを倒たおす。スロットルを開いて攻こう撃げきコースに乗った。わずかに遅れてベルクトが続いている。ディスプレイのタイマーがカウントダウンを開始。残り二十六秒。

　彼方かなたの敵影は徐じよ々じよに大きさを増まし、異い様ようなシルエットを見せつけてきた。八や代しろ通どおりはシャンデリアと言ったがまさしくそんな感じだ。陽光を浴あびてあちこちが豪ごう奢しやに輝かがやいている。こちらに気づいているのかいないのか回かい避ひの気配はない。悠ゆう然ぜんと空を飛び続けている。

「十、九」とグリペンがタイミングを図っている。ミサイルのリリースは彼女に任まかせているから自分にできるのはただ機体を誘ゆう導どうすることだけだ。戦術マップのガイドから進路が外れないよう全ぜん神しん経けいを集中する。攻撃まであと五秒、四、三、二……!?

「なっ!?」

「きゃぁっ！」

　機体が激はげしくシェイクされた。天と地が逆転する。地平線がぐるぐると回転する。横っ面つらを巨きよ大だいな手で張はられたようだ。慌あわてて操そう縦じゆう桿かんを引く。見ればベルクトもまた機体の安定を失っていた。のっぺりした腹はらを見せて懸けん命めいに揚よう力りよくを回かい復ふくさせようとしている。

「な、なんだ!?」

『ジェット気流です。落ち着いて、レーザーの射しや程ていに入らないように！』

「っ！」

　いつの間にかザイに肉にく薄はくしていた。反射的に機首上げして進路を変える。間かん一いつ髪ぱつ、ガラス細工の構こう造ぞう物ぶつが右手後方に遠ざかっていった。

（ジェット気流）

　確か高度一万メートル付近で吹ふく偏へん西せい風ふうのことだ。季節にもよるがひどい時には秒速百メートル近くにもなるらしい。よりにもよってそんなものの中に奴やつはいるのか。なんという悪運。強運。いや。

　狙ねらっているのか。

　飛行の高度といい、進路といい、敵の接せつ近きんを阻はばむため自然を利用しているとしか思えない。ただ無ぶ思えん慮りよに漂ただよっているわけではないということか。

「どうするんだよ、これじゃまともに近づけないぞ」

　ただでさえシビアな機動が必要とされるのだ。気流で攪かく乱らんされてはまともにタイミングを合わせられない。

　少ししてファントムの声が響ひびいた。

『気流の外に追いやりましょう』

「どうやって」

『私達のうち一機が偏へん西せい風ふうのエリアを避よけて上じよう昇しよう、敵上空から機き関かん砲ほうを撃うちこみます。有ゆう効こう射しや程てい外ですからまともなダメージは期待できませんが、重力加速度と合わせれば目標周辺に弾たまをばらまくことは可か能のうなはずです。うまく大気の不安定な場所に誘ゆう導どうすればそのまま気流の外に弾はじき飛ばせるでしょう。あとは当初の予定通り、全機同時攻こう撃げきをかける』

「ちょ、ちょっと待てよ。偏西風の外から砲撃って一体どのくらいの距きよ離りなんだ？」

『約三キロ』

　呻うめき声が漏もれる。

　機関砲の有効射程は一キロ、その三倍の距離から砲撃して至し近きん弾だんを得る？　重力や彼ひ我がの速度も考えながら？　無茶だろう。おまけに狙ねらった場所に敵を誘導して即そく、元の作戦に戻もどるとか、綱つな渡わたりすぎる。とてもうまくいくとは思えなかった。

　が。

『他に手はありません』

　こちらの迷まよいを断たち切るような断だん固ことした口く調ちよう。ミラー越ごしにグリペンを顧かえりみると彼女もこくりとうなずいてくる。

　くそっ、やるしかないか。

「分かった。ただこれ以上高度を上げるとまともに飛びづらくなるぞ。空気が薄うすすぎて、エンジンも不調になりそうだし」

　ジェット機は吸きゆう入にゆうした酸さん素そと燃ねん料りようを混まぜて燃焼エネルギーを産み出す。空気が少なくなれば当然出力が不足、最悪失速状態に陥おちいる。既すでに自分達は成せい層そう圏けんまで到とう達たつしていた。今以上の上昇は機体の安定性を損そこないかねない。

『認にん識しきしています。ですが問題はありません。我われ々われには高高度戦を得意とする機体がありますから』

「？　誰だれのことだ」

『はいはいはーい！』

　脳のう天てん気きな声が響く。山やま吹ぶき色いろの機体が翼つばさを振ふった。嬉き々きとした様子で。

『イーグルの出番だね！　任まかせて、ばっちり狙ねらい撃ってみせるから！』

　慌てて無線チャンネルを切り替かえた。ファントムとの直ちよく接せつ通信に変へん更こうして。

「い、いいのかよ！　あんな勢いきおい任まかせのおおざっぱな奴にやらせて！」

『適てき任にんだと思いますよ？　ほら、よく言うじゃありませんか。なんとかと煙けむりは高いところに上りたがると』

　馬ば鹿かってことじゃねぇか！

　だめだろ！　こんなデリケートで複ふく雑ざつな作戦任せたら！
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『ご心配なく。慧けいさんが思っているよりあの子は特別スペリオルですよ。冷戦が産み出した最強にして最高の翼つばさ、あらゆる速度と高こう度ど域いきで敵てきを圧あつ倒とうする猛もう禽きん、それがＦ─15です。生まれながらにして彼女は最強であることを宿命づけられています。成せい層そう圏けんでの戦せん闘とう？　造ぞう作さもないことですよ』

「そ、そうなのか？」

『一つ例を挙あげましょう。Ｆ─15の生産十九号機は１９７５年の記録飛行で上じよう昇しよう速度の世界記録を更こう新しんしました。その最大到達高度は十万フィートオーバー、つまり三万メートル超ごえです』

「さ、三万メートル!?」

　今の高度の三倍？　想像もつかない世界だ。ほとんど宇う宙ちゆう空くう間かんにさえ思えてくる。呆ぼう然ぜんとする自分にファントムは『だから問題ないですよ』と告げた。チャンネルをもとの編へん隊たい間かん通つう信しんに戻もどし。

『イーグル、新しい攻こう撃げきルートを送ります。偏へん西せい風ふうのデータも共有しますから照しよう準じゆんと航こう路ろ補ほ正せいを行ってください。他の二機は敵未来位置に移い動どう、気流から出たところを叩たたきます。いいですね』

　了りよう解かいとアニマ達が答える。ディスプレイ上の情報が更こう新しんされた。イーグルが機首を上げロケットのごとく上昇していく。

　作戦再さい開かい。気持ちを切り替かえ左旋せん回かい、ザイと並へい走そうする。はるかに低速な敵と足あし並なみを揃そろえるため、やや上昇気味に大きな円えん弧こを描えがくルートになった。ガラス細工の機き影えいが遠ざかりまた近づいてくる。

　スロットルレバーを小こ刻きざみに調整する。動どう悸きが激はげしい。緊きん張ちようが指を震ふるわせる。戦術マップのイーグルが敵てきに近づいていった。ほとんど同位置に見えるが実じつ際さいは三キロ以上の高低差があるはずだ。差し渡わたし三十メートル程度の目標などおそらく豆まめ粒つぶ以下にしか見えないだろう。果たして本当に至近弾を得られるのか、敵に回かい避ひ機き動どうを取らせられるのか。

『ちょい左、上、あと少し……一、二の……ここ！』

　刹せつ那な、火か箭せんが左手の空を裂さいた。三千メートル上空から急角度で降ふり注ぐ。砲ほう弾だんの軌き跡せきが光の雨となり漂ただようザイを。

　直ちよく撃げきした。

「あ、当てたぁ!?」

　たまらずザイが進路を変える。

　射しや程てい外がいからの、それも二十ミリ口こう径けい程てい度どの砲弾だからダメージは少ないはずだ。が鉛なまり玉だまを浴あびせられて平気なはずもない。異い形ぎようのシャンデリアはファンの傾かたむきを変更して射線から逃のがれようとする。だがもとより気流の不安定な空域だ。横風であおられてがくりと姿し勢せいを崩くずす。そのまま急流に押し流されるように攻撃ポイントに接近してきた。ディスプレイ上の数字がカウントダウンを開始する。攻撃まであと十秒。

「グリペン、攻撃タイミング預あずけるぞ！」

「任まかせて」

　エンジン出力を上げる。モニタの中心に敵影をとらえ突つっこんでいった。ターゲットコンテナがザイに重なる。左手からはファントム、右手からはベルクト、そして上空からイーグルが迫ってきた。宙ちゆうの一点を目指して四機のドーターが集結していく。敵を押おし潰つぶさんばかりの勢いきおいで距きよ離りを詰つめミサイルシーカーをオープンした。

　五、四、三、二、一。

「ＦＯＸ２」

　グリペンの声が響ひびく。

　突き上げるような衝しよう撃げきとともに機体が軽くなった。オレンジ色の排はい気き炎えんが一直線に突き進んでいく。

　ザイの反はん応のうは素す早ばやかった。各かく腕うでの砲ほう台だいが動作し白く発光する。赤外線センサーがレーザーの軌き跡せきをモニタに映うつし出した。帯状の光線がミサイルの弾だん頭とうに突き刺ささる。数秒の過か熱ねつの後、爆ばく散さん。続け様ざまに三つの炎ほのおが生じる。だがその頃ころにはもうベルクトのミサイルが敵機に迫せまっていた。煌きらめく胴どう体たいに向かって最終アプローチを開始する。ＣＩＷＳの照しよう準じゆんは間に合わない。いける、墜おとした、と思った瞬しゆん間かん。

　つんざくようなノイズが耳を貫つらぬいた。視し界かいが歪ゆがむ。ディスプレイ画が像ぞうが乱みだれる。

　ＥＰＣＭだ。凄すさまじい大出力。かぶりを振ふり意い識しきを懸けん命めいに保つ。

　揺ゆれる視し界かいの中で敵てきの腕うでが跳はね上がる。破は壊かいされたのか？　いや違ちがう、自分で折りたたんだのだ。あたかも傘かさの骨ほねを閉とじるように、異い形ぎようのシャンデリアは柱状に変形する。ファンが九十度回転、揚よう力りよくを推すい進しん力りよくに変えると猛もう烈れつな勢いきおいで突つっこんできた。

「っ!?」

　ザイの背はい後ごでミサイルが炸さく裂れつする。炎ほのおの華はなが更なる追い風となり敵は加速する。見る間に彼ひ我がの距きよ離りが縮ちぢまった。想定外の事じ態たいにあらゆる行動がコンマ数秒遅おくれる。そして気づいた時には全てが手て遅おくれになっていた。

「慧けい、レーザーが！」

　ザイの機首に三つの光点が生まれている。一いつ瞬しゆんの放心の間に、自機は完全にＣＩＷＳの射しや程てい内に位置していた。操そう縦じゆう桿かんを握にぎりしめるが間に合わない。視界を光が満たす。身体が燃もえ上がるような痛いたみを覚えた。

『慧さん！』

　真っ白な全ぜん翼よく機きが飛び出してくる。フルスロットルで加速、急きゆう旋せん回かいでこちらの前に出ようとする。

「ベルクト、何を！」

『こっちの方が装そう甲こうがあります！』

　続く機動は異様なものだった。大きく機首上げして減速しながらそのままの高度で前進する。巨きよ大だいな機体がレーザーＣＩＷＳの射線を完全に覆おおい隠かくした。

「コブラ・マニューバ！」

　グリペンが息を吞のむ。次の瞬間、ベルクトの左エンジンが爆ばく発はつした。白はく煙えんと炎ほのおが視界を覆い陽の光をくすませる。

　畜ちく生しよう！

　今度は躊ちゆう躇ちよしない。バレルロールで爆ばく煙えんを乗り越こえ敵機を照しよう準じゆん、すれ違ちがい様に機き関かん砲ほう弾だんを叩たたきこんだ。機体上部の腕が砕くだけ砲台ごとずり落ちていく。残り二台の砲台がこちらを睨ねめつけるが、そこにファントムとイーグルのミサイルが殺さつ到とうした。オレンジ色の閃せん光こうが次々に生じどす黒い煙を産み出す。誘ゆう爆ばく。ザイはばらばらに分ぶん解かいしながら眼がん下かの海に落ちていった。

「ベルクト！」

　視線を走らせると緩かん降こう下かするドーターが見えた。消しよう火か装そう置ちが働いたのか、大きな火は消えているものの長い煙を引いている。戦術マップ上の表ひよう示じは「ＡＵＴＯ ＰＩＬＯＴ（自じ動どう操そう縦じゆう）」になっていた。返事はない。無線は不吉なノイズを吐はき出し続けている。

「ベルクト、おいベルクト、応答しろ！」

『慧さん、落ち着いてください！　そちらもダメージを受けているはずです。まずは機体のチェックを』

　ファントムの声に歯がみする。なんという体たらく。一いつ瞬しゆん自分が気を抜ぬいたせいで貴き重ちようなドーターを二機傷きず物ものにしてしまった。この上ベルクトにまで何かあったら悔くやんでも悔やみきれない。

『Ｓｕ─47は私が誘ゆう導どうします。グリペン、慧けいさんをフォローしてください。イーグルは周囲の警けい戒かいを』

　自じ己こ診しん断だんプログラムが走り始める。無線越ごしに小こ松まつとファントムとの交信が聞こえてきた。ざわめく心を懸けん命めいに抑おさえつけて帰き還かんルートに乗る。

　永えい遠えんにも思えるフライトの末、基き地ちにたどりついた。ベルクト、イーグル、自分の順で着陸、エプロンに機体を誘導すると引きちぎるようにハーネスを外す。キャノピーが開ききるのを待たずコクピットから出た。

　双そう発はつの前ぜん進しん翼よく機きは輝かがやきを失っていた。アニマとの接せつ続ぞくが切れているのだろう、グレーの外がい装そうが剝むき出しになっている。片かた側がわのエンジンは焼け落ち、無む惨ざんな破は口こうを見せていた。尾び翼よくも熱と炎で捻ねじれている。出しゆつ撃げき時じの美しいシルエットを覚えているだけに胸むねが痛くなる。整せい備び員いんが取りつき強きよう制せい的てきにキャノピーを解かい放ほうしていた。

「あ、おい、ちょっと待て！」

　スタッフの制せい止しを振ふり切りタラップを上る。コクピットの縁ふちをつかんで身体を引き上げた。荒あらい息を漏もらしながら中をのぞきこむ。

　狭せまい座ざ席せきに純じゆん白ぱくの少女が収おさまっていた。額ひたいから鮮せん血けつが流れ落ちている。双そう眸ぼうはぴったりと閉じ合わされわずかな息いき遣づかいも感じられない。ほつれた髪が彼女の顔に濃こい影かげを作っていた。

　噓うそだろ、まさか、そんな。

「ベルクト！　おいベルクト、しっかりしろ！」

　青くなって呼よびかけていると白い睫まつ毛げが震ふるえた。肩かたが揺ゆれる。ルビーのような眼がゆっくりと見返してきた。

「慧……さん？」

　どっと安あん堵どの息が漏れた。「ああ」とかすれ声でつぶやく。

「ああ俺だ。大だい丈じよう夫ぶか？　おまえ、レーザー砲ほうをもろにくらったんだぞ」

「……レーザー砲」

　しばらくして記き憶おくが蘇よみがえってきたのだろう、ゆるゆると周囲を見み渡わたす。瞳ひとみに小松のハンガーや滑かつ走そう路ろが映うつった。

「ザイは？　グリペンは？　あのあとどうなったんですか」

「ザイは墜おとした。グリペンも無事だ。おまえのおかげだよ。全部うまくいった」

　息せき切って告げると彼女は笑った。血で汚よごれた顔をぬぐおうともせずに。

「よかった」

　とつぶやく。

「私も……みなさんのお役に立てました」

　！

　絶ぜつ句くした。

　息をすることさえ一いつ瞬しゆん忘わすれてしまった。

（なんなんだよ）

　無理矢理戦せん闘とうに投入されて、他人の盾たてになって、意い識しきを失うくらいボロボロになった挙あげ句「よかった」？　みんなの役に立てましただ？

　ふざけんな、自じ己こ犠ぎ牲せいにもほどがあるだろう。そんなことをしなければ俺達に受け入れてもらえないと思っているのか。仲間になれないと考えているのか。

　いい加か減げんに、と叫さけびかけて後ろから押おしのけられた。

　衛えい生せい員いんが彼女をコクピットから引き出す。ストレッチャーに横たえ救急車両に運んでいった。入れ替かわりに消しよう火か剤ざいを持った整せい備び員いんが走り寄よってくる。ＪＡＳ39Ｄにも技ぎ本ほんのスタッフが張はりついていた。

「慧けいさん」

　振ふり返ると少し離はなれたところでファントムが手て招まねきしていた。唇くちびるを結びやや硬かたい表情になっている。人目をうかがうように視し線せんを走らせ、ハンガーの裏うら手てを指さした。

「なんだよ、どうした」

　小走りに駆かけ寄る。建物の谷間に入ると周囲の喧けん噪そうがわずかに遠ざかった。屋根と壁かべが日差しを遮さえぎり薄うすい影かげを産み出している。周囲の気温も一、二度下がって感じられた。

　緑髪の少女はぐっとこちらをのぞきこむように顔を寄せてきた。

「あのアニマは一体なんなんですか」

「あのアニマ？」

「ベルクトです」

　琥こ珀はく色いろの目がすぼまる。

「私が楽天的すぎたのは認みとめます。あのように得体の知れないアニマを作戦の要かなめに据すえるなど、お父様の指し示じがあったとは言え軽けい率そつのそしりを免まぬかれえません。ですが慧さんも異い常じようを感じていたのならすぐに報ほう告こくするべきです。あやうく死ぬところだったのですよ、あなたもグリペンも、彼女のせいで」

「ちょ、ちょっと待てよ、何言ってるんだ」

　混こん乱らんも露あらわに遮さえぎる。

「ベルクトのせいで俺達がやられそうだったって……違ちがうだろう。あいつは身を挺ていしてグリペンをかばってくれたんだぞ。レーザーの射線を遮って、機体にすごいダメージを受けてまで」

「それは話が逆さかさまです」

「逆さま？」

「ザイが目指していたのはベルクトです。慧けいさん達はあくまでその進路上にいただけ。結果的にベルクトが前に出たためかばうような形になりましたが、本来の構こう図ずではあなた方が彼女の巻まき添ぞえをくらっていたのです。似にたような状じよう況きようを、慧さん達は既すでに一度経けい験けんしているのではありませんか？」

　息が止まりそうになった。

　脳のう裏りにベルクト初うい陣じんの光景が蘇よみがえる。制せい空くう戦せん型がたのザイが磁じ石しやくで吸すいつけられたように白いドーターを目指していった。迫せまるミサイルを気にする様子もなく、体当たりも厭いとわぬ勢いきおいで。

「グリペンの戦せん闘とうデータベースを見せていただきました」

　ファントムの声は静かな怒いかりを含ふくんでいた。なぜ話してくれなかったのか、責せめるような口ぶりだった。

「二機のザイに異い常じような機動を取らせたようですね。私が知る限かぎり、彼らが自殺覚かく悟ごで突とつ撃げきしてきたことはありません。しかも特とく段だん武ぶ装そうや燃ねん料りよう切れもない状じよう態たいで。これがどういう意味か分かりますか？　あの白いアニマはザイの行動を狂くるわせているのです。意識してか、無意識のうちにかは分かりませんが」

「か、考えすぎだろ」

　安あん易いな思考停止を、だがファントムは許ゆるしてくれない。大おお粒つぶの瞳ひとみを近づけ。

「ではもう一つ。先ほど、直近一週間のザイの侵しん攻こう情報を防ぼう衛えい省しようのシステムから取得してみました。全部で二十二回、ただでさえ異常な頻ひん度どですが、その全てがある一点を目指しています。どこかは言うまでもありませんね。ここ、小こ松まつです」

「……」

　かすれ声で呻うめく。

「全部ベルクトのせいだって言うのか」

「他に考えられる理由がありますか」

「分からない、分からないけれど、でも」

　ザイを狂わせるなんて、どうすればそんなことができるんだ。仮か説せつにしたって突とつ拍ぴよう子しもなさすぎる。物理的な接せつ触しよくもないのに、無線か何かで呼よびかけているというのか？　光とか電波とか、自分達には確かく認にんできない手しゆ段だんで。

　瞬しゆん間かん、血の気が引いた。

　バラバラだったパズルのピースがはまっていく。予想外の絵図を形作っていく。

（ＥＰＣＭ）

　亡ぼう命めい時に一度だけ観かん測そくされたジャミング、小松の町を覆おおっていたお化け電波、あれが全てベルクトの発したものだとしたら？　常じよう時じではなく何かのきっかけで瞬間的に発はつ現げんするものだとしたら？　放たれたＥＰＣＭはザイを引きつけ予想外の機動を産み出す。だからこそのスクランブルの急きゅう増ぞう、小松への集中。

　いや、いや待て。

　じゃあさっきの戦せん闘とうはどうだ。最後ザイが突とつ撃げきする前にきっかけなどあったか？　ベルクトからザイへのメッセージめいたものが。

　……あった。

　四発のミサイルが放たれた際さい、突とつ如じよまきちらされたＥＰＣＭ。凄すさまじいノイズは、敵てきが苦し紛まぎれの妨ぼう害がいをしかけてきたからかと思っていた。だがグリペンはかなり強力に電子機器をシールドしていたはずだ。ジャミングをやすやすと貫かん通つうさせるとは思いづらい。だとすれば結けつ論ろんは一つ。あれはシールドの及およばないところからもたらされた。たとえば、そうドーター同士のデータリンクなどから。

「慧けいさん？」

　様子がおかしいことに気づいたのだろう。ファントムが怪け訝げんそうにのぞきこんでくる。続けて何かを言おうとした時、携けい帯たいの着信音が響ひびいた。

　ファントムが端たん末まつを開く。メッセージの受信だったのか、白い指がテキスト画面をスクロールさせる。表情が消えた。

「なんだ、何があった」

　不安が胸むねを過よぎる。緑髪の少女は画面から視し線せんを外した。冷たい面持ちのまま、淡たん々たんとした口く調ちようで告げる。

「ベルクトを危き険けん視ししていたのは私達だけではなかったようですね」

「どういうことだよ」

　彼女は小さく髪を揺ゆらすと端末の画面をかざしてみせた。

「防ぼう衛えい省しようが彼女の廃は棄きを決定しました」







[image: ＊Ⅲ＊]







　気づけば技ぎ本ほんの執しつ務む棟とうに向かっていた。

　ファントムの制せい止しを振ふり切り、騒そう々ぞうしいエプロンを横切り、パイロットスーツのままプレハブ施し設せつに入った。

　八や代しろ通どおりはモニタルームにいた。電子音とオペレータのやりとりが交こう錯さくする中、技ぎ術じゆつスタッフと話しこんでいる。勝ち戦にもかかわらず表情が硬かたいのは、ドーター二機の損そん害がいが影えい響きようしているのか、あるいは。

「八代通さん」

　躊ちゆう躇ちよなく呼よびかけると白衣の男は視し線せんだけを向けてきた。

「すまん、今取りこみ中だ。話があるならあとに」

「ベルクトを廃はい棄きするって本当ですか」

　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくが訪おとずれた。緊きん張ちようが時さえも縛しばり上げたように感じる。八代通は剣けん吞のん極きわまりない表情で訊たずね返してきた。

「どこで聞いた」

「申し訳わけありません、私です」

　静かに答えたのはファントムだ。結局自分のあとを追ってきてしまったらしい。八代通は忌いま々いましげに舌した打うちした。

「場所を変えよう、おい、ちょっとここは頼たのむ」

　スタッフに指し示じして廊ろう下かに出る。手近な会議室に入ると後ろ手で扉とびらを閉しめた。ファントムを睨にらみつけ。

「盗ぬすみ見はよせと何度言えば分かるんだ。ただでさえ今は中央からの風当たりが強いんだぞ。ベルクトの件けんとあわせておまえまで処しよ分ぶん対たい象しようになったらどうするつもりだ」

「ご心配なく、足がつくような真ま似ねはしていませんから。今回だって慧けいさんの口がこれほど軽くなければ表おもて沙ざ汰たにはなりませんでしたし」

　恨うらめしげな表情。だが今は彼女の繰くり言に構かまっている余よ裕ゆうはない。一歩前に踏ふみ出し。

「じゃあやっぱり、ベルクトを処分しろって連絡が来てるんですか」

　八代通は盛せい大だいな溜ため息いきをついた。乱みだれた髪を搔かき回し「ああ」と答える。

「もともと俺の独どく断だん専せん行こうで受け入れたようなもんだからな。国内に留とどめ置く理由も必然性もない。今みたいにわけの分からない状じよう態たいになっていたらなおさらだ」

「わけの分からない状態」

「中央のデータにアクセスしたなら分かっているんだろう。ベルクトが来て以来、小こ松まつのスクランブルは急増している。確かく率りつの偏かたよりと誤ご魔ま化かすには苦しすぎるレベルだ。理由はどうあれ、あいつが今の異い常じよう事じ態たいの一いち因いんになっているのは間違いない」

「だから廃棄しろと？」

　思わず語気が荒あらくなった。

「戦せん闘とうでボロボロになったあいつを、俺達の役に立ちたいって言い続けてきたあいつを、『よく分からないけどなんだか危き険けんだから消えろ』って言うんですか。あんまりでしょう、理由が判はん明めいしてるならまだしも今みたいなぼんやりとした状じよう況きようで」

「じゃあ原げん因いんが分かるまで延えん々えんとスクランブル対たい応おうをするか？　よそもののアニマ一人を救うために他の全員を危き険けんにさらせと言うのか？　今回みたいなザイが大たい挙きよして押おし寄よせてみろ。次はドーターの損そん傷しよう程てい度どじゃすまないかもしれないんだぞ」

「それは」

　分かっている。分かってはいるのだが。

　きつく拳こぶしを握にぎりしめて。

「あいつの記き憶おく、取り戻もどせないんですか」

　散々解かい析せき作さ業ぎようをやっていたではないか。何か事じ態たい打開に繫つながる情報がないのかと詰なじりたくもなる。だが八や代しろ通どおりはかぶりを振ふった。

「色々試してはみたがな。解析の糸口がまったくつかめん。多分ロックした奴やつ自身、記憶を解放することなど考えてなかったんだろう。二度と宝たから箱ばこを開けられないよう鍵かぎ穴あな自体を壊こわしてしまった感じだ」

「で、でもまだ全部の方法を試したわけじゃないんでしょう？」

「確たしかにな。だが可か能のう性せいがゼロになるまで試し行こう錯さく誤ごするとして、それまでのリスクとコストは誰だれが負ふ担たんする？　時間も金も無む尽じん蔵ぞうじゃないんだ。何かを拾いたいなら何かを切り捨すてなきゃならん。訊きくがな。じゃあ君はグリペンとベルクトのどっちを取る。ベルクトの時間を稼かせぐためにグリペンが墜おとされてもいいのか」

「そんな質しつ問もん……卑ひ怯きようです」

「卑怯なのは君の方だ。自分で事態の打開をするわけでもなく、対案を打ち出すわけでもないのに、ただセンチメンタリズムで他人を批ひ判はんしている。可哀かわい想そうだからなんとかしろと喚わめいている。悔くやしかったらあいつを延えん命めいさせるメリットと必然性を説明してみろ」

　露ろ悪あく的てきな挑ちよう発はつに歯ぎしりする。八代通の言葉は惨むごたらしいほど正せい論ろんだった。半はん端ぱな勢いきおいや感情論では抗あらがいようもない。己おのれの無力さに打ちひしがれていると扉とびらの動く音がした。開いた戸の隙すき間まから桃もも色いろ髪がみの少女が顔を出す。状況が分からないのか、八代通とこちらを見み渡わたし目を白黒させている。

「なんだ、グリペンか、どうした」

　八代通の質問に灰はい色いろの瞳ひとみを向けてくる。

「慧けいを探さがしていた。いきなりいなくなったから。技ぎ本ほんの人に訊きいたらここだって」

「だそうだ」

　肩かたをすくめ視し線せんをこちらに戻もどす。

「自分もダメージを受けてるのに、けなげなことじゃないか。さっさと検けん査さ施し設せつに連れていってやれ。ＥＧＧの調整もやっておいた方がいいだろう」

　話は終わったとばかりに踵きびすを返す。もう今の議ぎ論ろんには興きよう味みを失った様子だ。広い背せ中なかが廊ろう下かに消えかける。たまらず「待ってください！」と呼よびかけていた。視し線せんを鋭するどくして。

「確たしかに俺は卑ひ怯きようです。自分じゃなんにもできないのに、駄だ々だをこねてるだけだって理り解かいしています。だけど誰だれ彼かれ構かまわず頼たよってるわけじゃありません。八や代しろ通どおりさんだから、なんとかできる相手だと思ってるから話してるんです」

「おいおい、今度は泣き落としか？　別に俺だって好きでベルクトを廃はい棄きするわけじゃ」

　困こまり顔な八代通の向こうでグリペンが「廃棄？」と小首を傾かしげた。あからさまな失言だ。白衣の肥満漢は額ひたいを押おさえた。

　ファントムがかぶりを振ふる。度しがたい、といった表情で。

「お人好しが集まると収しゆう拾しゆうがつかなくなる、よい見本ですね。まったく、なぜこんなややこしい話にしてしまうのでしょう。戦力にもならない、余よ計けいなザイは呼びこむ、外交の火種にもなる。そんなアニマ、議論の余よ地ちもなく破棄一いつ択たくでしょう。逆ぎやくに維い持じする理由が分かりません」

「だから……それは原げん因いんさえ分かれば、あいつの記き憶おくが戻もどれば解決できるかもしれない問題で」

「あくまで『かもしれない』でしょう？　結果を示し唆さする情報も予よ兆ちようもない。そんなものにすがるのは選択とは言いません。ただの盲もう信しんですよ。宗しゆう教きように近い」

「宗教って」

　相変わらず辛しん辣らつなアニマだ。渋じゆう面めんを作っているとグリペンが「よく分からないけれど」とつぶやいた。

「ベルクトの記憶が戻ればいいの？」

「いいって言うか……まぁ、どうするべきか答えは出るな」

　もし事じ態たい解かい決けつの情報が見つからなければ、彼女を擁よう護ごする理由はなくなる。あとは単たん純じゆんに感情の問題が残るだけだ。反対に何か突とつ破ぱ口こうが見つかれば、そこに向けて全力で動けばよくなる。いずれにせよ一つの決着にはなるはずだった。

「じゃあ」

　グリペンが見返してくる。灰はい色いろの瞳ひとみに照明の光を映うつして。

「記憶を取り戻せばいい」

「だからその方法がないって話だよ」

「ある」

「は？」

　場の空気が固まった。誰もが、ファントムさえもが呆ぼう然ぜんと目を見開いている。

「い、今なんて言った？　おまえ」

「ベルクトの記憶を回かい復ふくさせる方法は存在する。私と慧、二人揃そろっていれば可能な話」

「どうすればいい」

　八や代しろ通どおりの声に力がこもった。グリペンと視し線せんを合わせ、つかみかからんばかりの勢いきおいだ。桃もも色いろ髪がみの少女は静かに答えた。

「私と慧けいのＥＧＧ同期にベルクトを加える。短時間でいいから三人を論ろん理り的てきに同一の個体と偽ぎ装そうする。記き憶おくへの防ぼう壁へきはあくまでも外部からのアクセスに対し働くから、内ない的てき存そん在ざいと化した私達を遮さえぎる術すべはない。内側から鍵かぎを開けばプロテクトは消しよう滅めつする」

「根こん拠きよは」

「根拠」

「なぜそう思ったかってことだ」

　グリペンは眉まゆをひそめた。視し線せんを外し。

「分からない、ただそうするべきと思った」

　まただ。厚あつ木ぎ基地でのシミュレーションと同じ。出で所どころ不明の記憶と知ち識しき。

　八代通は携けい帯たい端たん末まつを取り出した。スピーカーを耳に当て声を張はり上げる。

「俺だ。今すぐベルクトを検けん査さ施し設せつに運んでくれ。ＥＧＧ調整をやる。……違ちがう、グリペンのメンテじゃない。ベルクトとグリペンと鳴なる谷たに君の三人だ。何を言っているか分からない？　あとで説明するからとにかく準じゆん備びしておけ。いいな」

　電話を切って振ふり返ってくる。硬かたい、凶きよう相そうとも言える表情がこちらに向けられた。

「いいだろう、鳴谷君、付き合ってやる」

　片かた方ほうの眉だけが歪いびつに持ち上がっている。眼鏡めがねの奥おくの目が鈍にぶく輝かがやいていた。

「ともにパンドラの箱を開こうじゃないか、何が出てきても後こう悔かいするなよ」




　検査施設にはベッドが一台増ぞう設せつされていた。

　急ごしらえのケーブルや電でん源げんコードがあちこちに転がっている。スタッフがキャスターつきのモニターを運んでいた。ぶぅんと機器の起動音が響ひびく。ＥＧＧ調整用の機材が次々に息を吹ふき返していた。

　白い部屋の中、ベッド脇わきに更さらに白い少女がいる。衛えい生せい棟とうから運ばれてきたのか車いすにのったままだ。額ひたいや腕うでを包帯で覆おおっている。

「ベルクト」

　彼女はゆるゆると振り向いてきた。苦く痛つうに顔を歪ゆがめながら、それでもにこりと微笑ほほえむ。

「慧さん」

「悪いな、怪け我がしてるところ、急に呼よび出して」

「いえ」

　八代通や他のアニマ達に視線を走らせる。何かを悟さとったような表情で。

「あまり余よ裕ゆうがないんですよね？　私が生せい存ぞんを許ゆるされる時間が」

「聞いていたのか」

「ええ」

　八や代しろ通どおりを顧かえりみると無言で肯こう定ていされた。事情は既すでに伝えているらしい。ことここに至いたっては秘ひ密みつにしても無意味ということか。

　視し線せんを戻もどし、身体からだごと彼女に向き直る。

　拳こぶしを握にぎりしめ。

「俺は……おまえがどういう存そん在ざいなのかよく分からない。人間の敵てきなのか味方なのか、そもそも本当にアニマなのかさえ疑うたがってる。ひょっとしたらごちゃごちゃ議ぎ論ろんしている間に、おまえを別のところに移うつした方がいいのかもな。ああ、そうしなかったことをあとで後こう悔かいするかもしれない。でも」

　瞑めい目もくして息を整える。

「わけが分からないまま、不安と恐きよう怖ふに突つき動かされて仲間の命を奪うばいたくないんだ。ただでさえ俺達は得体の知れない敵と戦っている。疑う気になればアニマもドーターも、自分の正気だって怪あやしくなってくる。だから」

　だから。

　青髪の少女、ライノとの一件けんが脳のう裏りを過よぎった。一時はともに戦い、背せ中なかを預あずけつつ、最終的には人類の敵と化したアニマ。自分とグリペンが引いん導どうを渡わたした相手。流されるまま下した選せん択たくを、後悔をもう二度と繰くり返したくないから。

　語気を強める。決意を言葉にこめて。

「味方を減へらす選択は慎しん重ちようにしたい。きちんと全ての情報を手に入れてから判はん断だんしたい。そのためにおまえの記き憶おくを見てみたいんだ。いいか」

「構かまいません」

　返答に迷まよいはなかった。ベルクトはまっすぐに見つめ返してきた。

「私も自分の正体を知りたいと思っていました。たとえどういう結果が出るにしろ、私はそれを受け入れます。後悔はしません。ただ」

「ただ？」

「もし私が人間の敵だったら、慧さんはどうしますか？　自じ衛えい隊たいという組そ織しきがどう動くかではなく、あなた個人は」

「訊きくまでもないだろう」

　ふっと口角を緩ゆるめてみせた。

「その時は責せき任にんを持って俺がおまえを殺してやるよ。誰だれか別の奴やつに手を汚けがさせたりしない」

　彼女が本当に人間の役に立ちたいと思っていたのなら、理想の終しゆう焉えんを手伝ってやるのが優やさしさというものだろう。一度は仲間と認みとめた間だからこそ最後の幕まく引ひきは他人に任まかせたくない、知らぬふりをしたくない。

「そろそろいいか」

　八や代しろ通どおりが腕うで時ど計けいをのぞきこむ。横やりが入るのを危き惧ぐしているのかやや落ち着かない表情になっていた。

「ええ」

　お願いしますと告げスタッフに私物を預あずける。パイロットスーツのジャケットを脱ぬぎベッドに向かった。無む造ぞう作さに横たわるといつものように電極とセンサーを取りつけられる。傍かたわらのベッドでグリペンが同じように調整の準じゆん備びをしていた。

「ノイズを極力抑おさえるため三人には覚かく醒せいレベルをできるだけ落としてもらう。外界の刺し激げきを遮しや断だんして鎮ちん静せい剤ざいを点てん滴てきするつもりだ。ただ意い識しきがかなり朦もう朧ろうとするから、まともに目的の行動ができるかは分からん。それでいいのか？　グリペン」

「大だい丈じよう夫ぶ、多分」

　曖あい昧まいな受け答えだが迷まよいはない。このあと何が起こるのか承しよう知ちしているような表情だった。

　承知している？

　一体なぜ、どうして。

　不安混まじりの疑ぎ問もんを無理矢理抑えつける。今はベルクトの問題が先決だ。他のことは全てが終わってから考えればいい。

　スタッフがヘッドホンとアイマスクをつけてくる。ひんやりした金きん属ぞくの感かん触しよくが前ぜん腕わんに入ってきた。音と光が絶たえる。世界が闇やみに包まれ五感がぼやけていく。

　始めよう。

　遠くで八代通の声が響ひびいた。そして次の瞬しゆん間かんにはもう意識は深しん淵えんの底に飲みこまれていた。




　　　　　　　　　　＊





Парк Горького, Москвa




×２４×Ａ６×Ｚ






　霧きりが立ちこめている。

　濃のう密みつな、ミルクのような大気だ。煙けぶった空に街がい路ろ樹じゆの枝えだがそよいでいる。公園だろうか。左手にレンタサイクルのケージ、右手にコンクリート護ご岸がんの溜ため池が確かく認にんできた。頭上の雲は薄うすぼんやりと輝かがやき、今が何時頃ごろなのかもうかがいしれない。夕ゆう刻こくなのか、早朝なのか、どちらとも取れる明るさだった。

「なんだ……ここ」

　記憶が混こん濁だくしている。直前まで何をしていたか思い出せない。額ひたいに手を当てる。待てよ、確たしかスクランブルに出て、ザイと戦って、それで。

　それでどうしたんだっけ？

　意い識しきに靄もやがかかっている。何か大事なことを忘わすれている気がする。こめかみを押おさえると鈍にぶい痛いたみが目の奥おくから伝わってきた。

　ちゃぷっと水音がした。

　視し線せんを向けると溜ため池の向こうにメリーゴーランドが見えた。豪ごう奢しやな回転木馬が朧おぼろに輝かがやいている。その奥おくには煉れん瓦が塀べいの建物、鉄てつ格ごう子しの門もん扉ぴが浮うかび上がっていた。

　人の姿すがたはない。ひどく異い様ような光景だ。白はく昼ちゆう夢むでも見ているような心持ち。

　夢ゆめ？

　並なみ木きに歩み寄より幹みきをなでてみる。ひやりと湿しめった感かん触しよくが伝わってきた。土の柔やわらかさが靴くつ底ぞこに感じられる。リアルな質しつ感かんだ。空気は雨の匂においをはらみ鼻び腔こうを濡ぬらしている。

　状じよう況きようが整理できずにいると背はい後ごで呻うめき声が上がった。

「ん……」

　振ふり向くとペールピンクの髪が見えた。小こ柄がらな少女が石いし畳だたみに倒たおれている。

「グリペン」

　駆かけ寄よって膝ひざを落とす。灰はい色いろの瞳ひとみがぼんやりと見返してきた。「慧けい？」と弱々しいつぶやき声。

「ああ、俺だ。大だい丈じよう夫ぶか？」
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「うん」

　手を伸のばし立ち上がらせる。彼女は周囲を見み渡わたし。

「ここは？」

「分からない、気づいたらここにいた」

　暗い湖面を眺ながめる。霧きりが水面をゆっくりとなでていった。

「俺達、新型ザイの迎げい撃げきに出たよな」

「うん」

「そのあとどうなったか覚えてるか？」

　グリペンはかぶりを振ふった。自分と同じか。夢ゆめかうつつか分からぬ領りよう域いきに二人揃そろって放りこまれている。清せい浄じようで静せい謐ひつ、漂ひよう白はくされた世界に。

（ん）

　なんだろう、過か去こに似にたような体たい験けんをした覚えがある。誰だれもいない真っ白な世界。自分とグリペンだけが向かい合う空間。あれはいつの話だっけ、いやそもそも現げん実じつにあったことか。

　記き憶おくを探さぐったが答えは見つからない。鈍にぶい頭痛が強さを増ました。

「慧けい」

　グリペンが並なみ木きの奥おくを指さす。赤いダストボックスの向こうに茶色の立て看かん板ばんが見えた。白文字の説明書きと地図。案内板だろうか。落ち穂ぼを踏ふみ近づくと確たしかにそれは絵地図だった。だが記き載さいされた文字は日本語ではない。普ふ通つうのアルファベットとも異ことなる独どく特とくの字体。

「キリル文字」

　ロシア語だった。よく見ればダストボックスにも同種の文字が記しるされている。

「マクシム・ゴーリキー記念文化と休息の中央公園」

　グリペンがつぶやく。視し線せんの先に案内板のタイトルがあった。

「なんだそれ、ここの名前か？」

「多分」

　いよいよわけが分からない。仮かりに今見ているものが幻げん覚かく・夢の類たぐいだったとして、自分の記憶以外の光景を産み出せるものなのか？　しかもまったく馴な染じみのない言語まで使って。

　ふっとグリペンが歩き出した。何かに誘いざなわれるように道を進んでいく。

「あ、おい」

　慌あわててあとを追った。

　濡ぬれたアスファルトがぴちゃぴちゃ音を立てる。並木のアーチを抜ぬけるとだだっ広い広場に出た。青あお塗ぬりの野外ステージ、土ど壌じようの剝むき出しになった花か壇だん、射しや的てきの露ろ店てん。相変わらず人ひと気けはない。どの店もシャッターを閉しめ切っている。

（ん）

　何かが動いたように思う。樹じゆ木もくの向こう側だ。目を凝こらしたが特に気になるものはない。首をひねり視し線せんを戻もどすと。

「あれ」

　グリペンの姿すがたが消えていた。先に行ってしまったのか、周囲を見み渡わたすも小さな背せ中なかは見当たらない。おいおい、こんなところで迷まい子ごとか勘かん弁べんしてくれ。

「おーい！」

　返事はない。もう一度声を張はり上げる。

「グリペン、どこだ！」

　残ざん響きようが霧きりに消えていく。しばらく待って諦あきらめた。仕方ない探さがしに行くか。

　広場からの道はどれも木立の奥おくに続いている。枝えだ葉はに遮さえぎられ先は見通せない。

　とりあえず一本選び先に進んでみた。売店やベンチの間を抜ぬけ、遊具や溜ため池の橫を進む。二分ほど行くと再ふたたび開けた場所に出た。

　……え。

　予想外の物体が前方に鎮ちん座ざしていた。巨きよ大だいな主しゆ翼よく、空に突つき出した垂すい直ちよく尾び翼よく、長く伸のびたエンジンブロック、白黒ツートンの機体が河かわ岸ぎしに駐ちゆう機きしている。飛行機？　いや違ちがう、スペースシャトルだ。アメリカが作った宇う宙ちゆう往おう還かん機き。だが機体側面に描えがかれた国こつ旗きはソ連のものだ。ＣＣＣＰという表ひよう示じの上に黄色の鎌かまと鎚つちが描かれている。

　どのくらい呆あつ気けに取られていただろう。シャトルを見上げていると不意に「興きよう味みがあるのかな」と呼よびかけられた。

　背はい後ごにトレンチコート姿の白人男性が立っていた。

　年の頃ころは三十前後か、まだ青年といってよい面おも持もちだ。短い髪を七三に分けている。高い額ひたいの下で柔にゆう和わな目が細められていた。

「ブランだよ。前世紀の末に計画されたソビエト版ばんの宇宙往還機だ。ま、こいつは試験用の張はりぼてだけどね。寸すん法ぽうは実機と同じだから見る価か値ちはあるはずだ」

　男はポケットに手を入れたまま歩いてきた。シャトルに向き直り首を傾かたむけてくる。

「君は？　日本人イエポンツイか。珍めずらしいお客だな。ここを訪おとずれる人間なんて僕くらいしかいないと思ってたが」

「あなたは」

　警けい戒かいも露あらわに訊たずねると男は肩かたをすくめた。

「ただの散歩客さ。どうもお困こまりのように見えたんでね、声をかけてしまったがお節せつ介かいだったかな？」

「いえ……」

　困っているのは事実だ。見知らぬ外国人を信じるべきか否いなか分からないが、かといって疑うたがう理由もない。

「知り合いを探してるんです。さっきまで一いつ緒しよにいたんですけどはぐれてしまって」

「ふむ」

　男は細い顎あごを揉もんだ。焦こげ茶の目を細め。

「ゴーリキーパークは広いからね。一度離はなれてしまうと合流するのは大変だ、まぁ向こうも探さがしてるなら外に出ることはないだろうけど」

「ゴーリキーパーク？」

「知らないかい？　結けつ構こう有名だと思うけど。モスクワの中央公園……ああ、いや」

　違ちがうな、と男はかぶりを振ふった。薄うすい笑みを浮うかべ。

「正せい確かくにはその写し絵みたいなものか。水面に映うつる影かげのような存そん在ざい」

　どくりと鼓こ動どうが高鳴る。謎なぞめいた比ひ喩ゆはどこかで聞いた覚えがあった。『水面に映る影のようなもの』、『深く潜もぐれば潜るほど光も像ぞうもぼやけていく。最後にはただの闇やみになる、そういうこと』

　──ここはあなたの知っている小こ松まつではない。

「あの」

　一体どういう意味なのか、訊たずねかけた時だった。

　男がすっと腕うでを伸のばした。細い指で木こ立だちの奥おくを指し示しめす。

「あっちに行くといい。多分彼女も向かってきてるはずだ。すぐ行けば合流できるはずだよ。そしてできれば早めに立ち去った方がいい。ここは君達が長くいるべきところじゃない」

　はぁ、と曖あい昧まいに答える。なぜグリペンの居い場ば所しよが分かるのか。からかわれてるんじゃないかと思いかけて凍こおりつく。ちょっと待て。〈彼女〉？　いつ自分は知り合いを女性だと言った？

　振り向くと男はもういなかった。二度と飛ぶことのない宇う宙ちゆう船せんだけが白い空に浮かび上がっている。

　狐きつねにつままれた思いだった。どうにも自分の正気が、神しん経けいが疑うたがわしくなってくる。一体今のできごとが夢ゆめなのか、それともずっと夢を見続けているのか。まともに考えているとおかしくなりそうだ。かぶりを振って歩き出す。本当に男の言う通りにしてよいか、事じ態たいが悪化しないか心配だったが。

「あ」

「あ」

　白い霧きりから桃もも色いろ髪がみの少女が現あらわれる。大きな目を見開き、小走りに駆かけ寄よってきた。ジャケットにしがみつき。

「ごめん、気がついたら離れてた」

「頼むぜ、本当」

　安あん堵どして小さな頭をなでる。掌てのひらに体温が伝わってきた。生せいのぬくもりが感じられる。

「なんでいきなり歩き出したんだよ、心配したぞ」

　彼女は「ん」と口ごもった。

「探さがし物が、見つかりそうに思えて」

「探し物？」

　なんだそりゃ、と訊たずねるとグリペンは首をひねった。自分で言いながらよく分かっていないらしい。

　脱だつ力りよくして視し線せんを巡めぐらせる。あたりは相変わらず静かで濃こい霧きりに包まれている。モスクワ、ロシア、ゴーリキー公園。男の言う通り『早めに立ち去る』のだとしたら一体どこに向かえばよいのか？　まさか歩いて日本に帰るわけにもいくまい。そもそも自分達はなぜここにいるのか。何か目的が、理由があったはずだがどうしても思い出せない。

「これから、どうしような」

　誰だれにともなく訊たずねる。グリペンは無言で袖そでを握にぎりしめてきた。




　日が落ちない。

　かれこれ半日以上歩き回っているのに周囲の明るさはまったく変わらなかった。霧の向こうにモスクワの町が煙けぶっている。木々が色しき彩さいを失い真っ黒なシルエットになっていた。

　当あて所どもなくさまよっていくと、靄もやの奥おくからレストランや噴ふん水すい、観かん覧らん車しやが現れてくる。公園自体が意思を持ち、出で鱈たら目めに次の風景を産み出しているようだ。その証しよう拠こにどれだけ進んでも外に出られない。まっすぐ進んでいるつもりがいつの間にかもとの広場に戻もどってきている。

　疲ひ労ろうが動きを緩かん慢まんにした。足の裏うらとふくらはぎが鈍にぶい痛いたみを訴うつたえている。三回目の野外ステージを目にして気持ちが折れた。

　手近なベンチに座すわりこむ。グリペンも無言で橫に腰こしかけた。

「少し休むか」

「……うん」

「疲つかれたのか」

「ちょっと」

　言いながら目ま蓋ぶたが落ちかけている。ベンチによりかかりぐったりとしていた。

「寝ねていいぞ。俺、周り見てるから」

「でも、慧けいも疲れてる」

「俺は大だい丈じよう夫ぶだよ。まだちょっと余よ裕ゆうがある」

　グリペンは躊ちゆう躇ちよしていたがやがて目を閉とじた。肩かたを寄よせジャケットの裾すそをつかんでくる。儚はかなげな横顔を見ていると、なんとも言えない愛おしさが湧わき上がってくる。掌てのひらを彼女の小さな手の甲こうに重ねた。

　静かな時間が流れていく。会話がなくなると本当に風の音しか聞こえてこなくなった。まるで世界が終わったあとのようだ。全てが失われた後に自分達二人だけが座りこんでいる。文明の残ざん滓しを眺ながめている。

　グリペンの温もりが辛かろうじて自分を繫つなぎ止めている。この絆きずなが切れた瞬しゆん間かん、どことも知れぬ彼ひ岸がんに流されていきそうだ。もやいを解とかれ、形を失い、バラバラの欠片かけらとなって──

　ふっと頰ほおに手が伸のびてきた。見下ろすと灰はい色いろの瞳ひとみがこちらを見上げている。眉まゆ根ねを寄よせ切なげな表情で。

「どうした？　眠ねむれないのか」

「……慧けいの」

「？」

「慧の不安が伝わってきて」

　息が止まりそうになった。胸むねの内をくつろげられのぞきこまれた気分。絶ぜつ句くしていると彼女の指が頰をなでた。

「大だい丈じよう夫ぶ、私がずっとそばにいるから」

　切々と語りかけてくる。

「最後の最後の瞬しゆん間かんまで、私だけは慧から離はなれないから」

（あぁ）

　虚きよ勢せいが剝はがれ落ちる。鎧よろっていた心が溶とけていく。

　右手を彼女の背せ中なかに回した。そのまま覆おおいかぶさるように抱だきしめる。強く、深く、熱く、胸と腕うでに少女の存そん在ざいを焼きつけるように。

　彼女は抵てい抗こうしなかった。多分痛いたみを覚えているだろうに声一つ上げない。顎あごをもたげ頰と頰を合わせてくる。柔やわらかな感かん触しよくが間近に感じられた。心しん臓ぞうが高鳴る。それが自分の存在を証明してくれるようでより一いつ層そう、抱ほう擁ようを強くした。

　どのくらい時間がたっただろう。気づけば胸きよう中ちゆうの不安が収おさまっていた。はっとなって手を離す。グリペンの二の腕に赤い掌てのひらのあとがついていた。

「悪い……」

「いい」

　少女がベンチに座すわり直す。肩かたを抱くと小さく身体を震ふるわせた。寒いのか。そういえば足下からの冷気が強くなっている。まとわりつく霧きりが体温を奪うばっているように感じられた。

（夏って感じじゃないよな）

　丁度秋から冬にかけての空気だ。モスクワの気候がどういうものか知らないが、少なくとも夏服で過すごす環かん境きようではない。じっとしていると凍こごえてしまいそうだ。

（そういや、あの外人もコート姿すがただったな）

　スリーシーズンのトレンチコート、下にはハイネックのシャツを着ていたっけ。

　やっぱり防ぼう寒かん具ぐが必要か。休息を取るにしても上着か毛布のようなものが。

「慧？」

　立ち上がった瞬間グリペンが見上げてくる。つとめて明るい笑顔を向けた。

「ちょっと羽は織おれる物探さがしてくるよ。すぐ戻もどるから」

　ジャケットの前を合わせ霧きりの中に進んだ。帰る方向を見失わないよう周囲の景色を確かく認にんしながら前進する。当てはあった。来る途と中ちゆうに見かけた売店や飲食店、あるいは公園係員の詰つめ所。全て漁あされば制せい服ふくやブランケットの類たぐいくらい発見できるだろう。

　しばらく行くと見覚えのある溜ため池にたどりついた。最初意い識しきを取り戻もどした時、視し界かいに入ってきた風景。彼方かなたには煉れん瓦が塀べいの建物が確かく認にんできる。

（あった）

　池のほとりに売店がある。有名なサンドイッチのチェーン店だ。すぅっと深しん呼こ吸きゆうを一回、手近なコンクリートブロックを窓まどに投げこむ。ガシャンと甲かん高だかい音がしてガラスが砕くだけ散った。手を突っこんでドアの鍵かぎを外す。落ちた破は片へんを踏ふまないように中へと入った。

　屋内の空気は乾かわいていた。埃ほこりや生ゴミの匂においもない。まるで作りたての建物のようだ。できて間もない売店に侵しん入にゆうした気分。だが設せつ備びはある。食器入れや冷れい蔵ぞう庫こ、ダストボックス、そして。

　壁かべのハンガーにブルゾンが二つかかっていた。スタッフ用のものなのだろう、左ひだり胸むねに店のロゴが入っている。生き地じは比ひ較かく的てき厚あつめで風を防ふせぐくらいなら十分そうだ。

　よし。

　左手に戦利品をかけ売店から出る。急いでグリペンのもとに戻ろうとして。

（あれ？）

　周囲の風景が変わって見えた。霧のせいだろうか。池はある。煉瓦塀の建物も見える。だが四方に広がる道の位置がわずかに違ちがって思えた。池いけ沿ぞいの車道とレンタサイクル乗り場の脇わき道みち、そして公園奥おくの並なみ木き道みち。広場への経けい路ろはどれだったか？　白い靄もやで先が見通せない。

　参ったな。

　不安が湧わき上がってくる。なんとも言えない焦あせり、胸むな騒さわぎ。

　かぶりを振ふる。大だい丈じよう夫ぶ、さっきのベンチから何分も離はなれていないんだ。適てき当とうに歩いていればすぐ帰りつけるさ。

　とりあえず一本、適当な道を選び進み始めた。

　一分、二分、三分。

　だがどれだけ行っても道は途と切ぎれなかった。黒々とした並木のアーチが続いている。

　異い常じようを感じ引き返した。もう一本脇の小道を進んでいく。広場は見当たらない。戻ってもう一度別の道、別の道、更さらに別の道。

「なんなんだよ」

　動どう悸きが激はげしくなる。呼こ吸きゆうが乱みだれる。わけが分からない。なんでこんな距きよ離りで迷まようんだ？　おかしいだろ、樹じゆ海かいの真ん中にいるわけじゃないんだぞ。

　気づけば小走りになっていた。息を切らし、汗あせを流し、見覚えのある風景を求めて走り続ける。だがどれだけ行ってもベンチにはたどりつけなかった。霧きりが濃こさを増まし視し界かいを白一色に染そめ上げていく。

　ぞくりと寒気が走る。とてつもない寂せき寞ばく感かんが身体を侵おかした。まさかこのまま二度とグリペンと再さい会かいできないのでは。自分一人でこの静かな廃はい墟きよをさまよい続けるのでは。

（嫌いやだ）

　嫌だ、嫌だ、嫌だ。

　グリペン。

　靄もやを搔かき分けるようにして走り続ける。道もそうでないところも関係ない。落ち葉を散らし、水たまりを踏ふみ抜ぬき、土と泥どろを跳はね上げる。

　不意に地面が失われた。

　身体が沈しずみこみ姿し勢せいが保てなくなる。ねっとりした水が口と鼻に侵しん入にゆうしてきた。池か川に落ちたらしい。視し界かいがぐるぐると回転した。溺おぼれている。呼こ吸きゆうができない。手足が思うように動かない。

　意い識しきが薄うすれていく。目の前が暗くなっていく。

　死。

　噓うそだ。こんなところで。

　絶ぜつ望ぼうに吞のまれかけた瞬しゆん間かん、ぐいっと襟えりをつかまれた。

　力ちから任まかせに引き上げられる。光が戻もどってきて、冷えた空気に顔が洗あらわれた。

「水を吐はいて！　ほら、早く！」

　背せ中なかをなでられると激はげしい咳せきがこみ上げてきた。下草に手を突つき泥混まじりの水を吐き出す。喉のどの痛いたみが増ますにつれ息苦しさが収おさまっていった。

「はぁ、はぁ……はぁ」

　顔を上げると焦こげ茶の瞳ひとみと目が合った。高い鼻び梁りようと細い顎あご、短く切り揃そろえられた髪には見覚えがある。トレンチコートの青年だ。袖そでから水が滴したたっている。傍かたわらに見えるのは公園内の小川だ。であれば今引っ張ぱり上げてくれたのは彼ということか。眉まゆ根ねを寄よせやや怒おこった表情になっている。

「こんな視界の悪い中で走って、何考えてるんだ。危あぶないだろう」

　声が厳きびしい。唇くちびるを歪ゆがめ「死にたいのか」と続けてくる。

「すみません」呼吸を整え謝しや罪ざいした。

「来た道が分からなくなって、混こん乱らんしてしまって」

　男は溜ため息いきとともに身体を離はなした。濡ぬれた袖を絞しぼり首を傾かたむける。

「だから早く立ち去るよう言っただろう。こんなところに長く留とどまるなと」

　こんなところ。

　写し絵。水面に映うつる影かげのような存そん在ざい。

「ここはなんなんですか」

　喘あえぎ声で訊たずねる。

「現げん実じつじゃないんですよね。夢ゆめ？　幻げん覚かく？　それとも死後の世界か何かですか」

「死後の世界」

　返ってきたのは苦笑だった。

「だったら君はもう死んでることになるよ。それでいいのかい」

「困こまります……けど」

「まぁ」と男の口角が歪ゆがんだ。シニカルな、どことなく自じ嘲ちよう気ぎ味みな表情になり。

「まったく的外れ、と言うわけではないか」

　男は顎あごをもたげ霧きりの奥おくを顧かえりみた。

「君はどう思う？　一体僕らはここをなんという名前で呼よぶべきだろうね」

　大気が揺ゆれた。

　静かな河か原わらに草を踏ふむ音が響ひびく。白いカーテンが割われて小こ柄がらな影が進み出た。ペールピンクの髪、ミルク色の肌はだ、灰はい色いろの瞳ひとみ。

「グリペン？」

　確たしかに彼女だった。自分を探さがしにきたのか？　だが様子がおかしい。アニマの少女はいつにも増まし無表情になっていた。ガラス玉のような目が男を映うつしている。

　ふっと、飴あめ細ざい工くを思わせる唇くちびるが開いた。

「見つけた」

　男はかぶりを振ふった。

「まったく、かなわないな。なるべく君には近づかないよう注意していたんだが。ちょっと余よ計けいな親切心を出したらこの様ざまだ」

　ま、今いま更さらの話か、と微び笑しようする。大人に秘ひ密みつ基き地ちを見つけられた子供のような顔だった。

「あなたは」

　グリペンが口を開く。抑よく揚ようのない声で。

「なぜここに留とどまっているの？」

「〈彼女〉がそう望んだから」

　こともなく応こたえた。

「この空もこの町も、全ては〈彼女〉の願いの産物だ。月に一度、三十分だけ許ゆるされたゴーリキーパークでの自由行動。年とし頃ごろの女の子らしいことは何一つさせてやれなかったが、〈彼女〉にとってはこれが唯ゆい一いつ手元に留めておきたかった記き憶おくらしい。だから何度でも何十回でも同じ風景を再さい生せいしている」

「再生」

「〈彼女〉がいて僕がいた。二人でモスクワの町を歩いていた。そういう時間の繰くり返しだよ。幸せだった光景をホームビデオで何度も見返している感覚。ご覧らん」

　男の指が傍かたわらの木を示しめした。木き肌はだにチョークで何か書かれている。キリル文字の単語が二つ、横よこ並ならびになっていた。

「恋愛小説を読んでやったら真ま似ねしてみたくなったらしい。日本でもあるだろう？　アイアイガサだっけか？　似にたようなものでね、自分と僕の名前を並べて書きやがった。チョークだからすぐ消えてしまったはずだけど、ここではまだ残ってる」

　名前。もう一度視し線せんを凝こらすとБеркутのスペルが読み取れた。なんだか見覚えがある。なんだっけ……いや、ああ思い出した。

　ベルクト。

　刹せつ那な、様々な記き憶おくが蘇よみがえってくる。ファントムの詰きつ問もん、八や代しろ通どおりとの会話、検けん査さ施し設せつで横になったこと。自分達が何をしなければいけなかったか。

「あなたは……ベルクトの知り合いなんですか？」

「まぁ近い存そん在ざいではあったな」

　桃もも色いろ髪がみの少女に視線を送る。

「君はもう分かってるんだろう？　ここが何なのか、僕が一体どういう存在かを」

　グリペンはこくりとうなずいた。

「だったら何を言おうが無む駄だだと理り解かいできるはずだ。今の僕はただの記憶、かつて人だったものの残ざん滓しだ。外からの働きかけで行動が変わるなどありえない」

「だから協力できない？」

「協力してどうなるんだ？　言っただろう、彼女にとって唯ゆい一いつ価か値ちがあったのはここ、ゴーリキー公園での思い出だと。他のことは全て等しく価値がない。二度と表に出てこないよう厳げん重じゆうに封ふうじておくべきなんだ。そうして初めて彼女は人生をやり直せる、まともな生活を送れるんだ」

「違ちがう」

　思わず反はん論ろんしていた。目を丸くする男にかぶりを振ふってみせる。

「違う、それじゃだめなんです、今のままだとベルクトは廃はい棄きされる。自じ衛えい隊たいの手で処しよ分ぶんされてしまうんです」

「なんだって？」

　男は面めん食くらった様子になった。

「そんな馬ば鹿かな話はないだろう。日本人は記憶喪そう失しつというだけで人を犯はん罪ざい者しや扱あつかいするのか。死し刑けい台だいに送るっていうのか」

「直ちよく接せつの理由は違います。でも今起きてることを解かい決けつするにはあいつの記憶を探さぐるしかないんです。何か一つでも情報を手に入れないと」

「どういうことだ」

　真顔で訊たずねてくる。先ほどまでと口く調ちようが一変していた。

　視し線せんの強さに臆おくせず説明する。自分達が何者か、ベルクトと出会ってから何が起きたか、事じ態たいがどのように悪化していったか。

「ザイが」

　全て説明すると男は天を仰あおいだ。愕がく然ぜんとした様子で「馬ば鹿かな」とつぶやく。

「馬鹿な、そんなはずは」

「あいつは」

　語調を強めて訴うつたえる。

「自分の正体を知りたがってます。全てを理り解かいした上でどうするか決めたがってるんです。ロシアで何があったかは知りません。ひょっとしたら知らないままがいいことだってあるかもしれません。でもあいつはどんな話でも受けいれられる強さを持ってます。だから力を貸かしてください。ベルクトを助けたいんです」

「助けたい」

「俺達だけじゃありません。八や代しろ通どおりさん……自じ衛えい隊たいでアニマの研究をしている人も」

「……」

　沈ちん黙もくの帳とばりが下りた。男は苦く痛つうに耐たえるような表情で瞑めい目もくしていた。薄うすい唇くちびるが引き結ばれている。激はげしい葛かつ藤とうが眉み間けんの皺しわから垣かい間ま見みえた。

「君達は」

　絞しぼり出すような声。

「なぜそこまでベルクトに肩かた入いれするんだ。他国のアニマだろう。命を懸かけてまで助ける義ぎ理りはないはずだ。ロクな戦力になっていないならなおさらの話だろう」

「あいつは俺達の役に立ちたいと言ってくれました」

　きっぱりと言い切る。

「怖こわくて仕方ないのに、戦場なんて出たくないのに、必死で出しゆつ撃げきして俺達の仲間になろうとしてくれたんです。そんな様子を見せられてむざむざ見殺しにできますか。救える可か能のう性せいがあるなら救いたい。そう思って何がおかしいんですか」

　トレンチコートの肩から力が抜ぬける。男は真顔のまま向き直ってきた。

「君は彼女に居い場ば所しよを作ってあげられるのか」

「そのつもりです」

「彼女は人じん類るいの敵てきじゃない、災さい厄やくじゃない。ただ与あたえられた役やく割わりが異い常じようだっただけだ。僕はそれをなんとか変えようとした。待ち受ける破は滅めつに抗あらがおうとした。だけどうまくいかなかった。もし君達が彼女に救いを与えられるのなら、まだ見ぬ世界を示しめしてあげられるのなら」

　言いかけて男は苦笑した。わずかにうつむきがちになり。

「おかしいな。記き憶おくの中の存そん在ざいがオリジナルの方ほう針しんを覆くつがえすなんて。映えい画がの登場人物が予定外の台詞せりふを喋しやべり出すようなものだ」

「あなたは記き憶おくじゃない」

　静かに否ひ定ていしたのはグリペンだった。機械のような声にわずかだが温もりが含ふくまれている。

「ただ〈私達〉と同じ存そん在ざいになっただけ」

「〈君達〉と同じ、か」

　男は眦まなじりを緩ゆるめた。

「嬉うれしいな。であれば救われる。安心してここから立ち去れるよ。ありがとう、緋ひ色いろの有ゆう翼よく獅し子し。会えてよかった。願わくば君の『願い』もまた叶かなえられんことを」

　グリペンはこくりとうなずいた。「願い？」と訊たずねかけて目まいを覚える。

　景色が揺ゆらいでいた。視し界かいにノイズが走り白以外の色しき彩さいが薄うすらいでいく。木々の輪りん郭かくが朧おぼろになっていく。

　ああこれは、この感覚は。

　記憶がリセットされていく。現げん実じつの経けい験けんにあわせて再さい構こう築ちくされていく。幾いく度どとなく経験した覚かく醒せいの兆ちよう候こう。待ってくれ、まだ訊ききたいことが、確かく認にんしたいことがと思うも声が出ない。

　混こん濁だくする意い識しきに男の言葉が響ひびいた。

「〈彼女〉に伝えてくれ。僕は何一つ後こう悔かいしなかった。君といた時間は全て黄金のように光り輝かがやいていたと。だから自分を責せめずに、これからは自分のためだけに歩んでほしいと。そう伝えてほしい」

　あちら側で待っているから、と。

　優やさしげな声を最後に視界が暗転した。ノイズが大きくなる。激はげしい浮ふ遊ゆう感かんが身体からだを襲おそい、次いで断たち切られたように意識がなくなった。




　目覚めると最初に見えたのは真っ白い照明だった。天てん井じようからの灯りが網もう膜まくに突つき刺ささる。反はん射しや的てきに瞬まばたきするも、目ま蓋ぶたには緑色の残光が浮うかび上がったままだった。「ううん」と呻うめいて顔を背そむける。枕まくらの感かん触しよくが頰ほおに押し当てられた。

　技ぎ本ほんの検けん査さ施し設せつだ。周囲が騒そう々ぞうしい。白衣のスタッフが周りを走り回っていた。隣となりのベッドでグリペンが上体を起こす。寝ねぼけ眼まなこをこすりきょとんとした様子だ。

　眠ねむってしまったのか。アイマスクやヘッドホンは既すでに取り外されている。点てん滴てきの針はりも抜ぬかれ止血のガーゼが当てられていた。一体どのくらい橫になっていたのだろう。長い夢ゆめを見ていた気がするがどうにも思い出せない。

　ぼうっとしていると足音が近づいてきた。八や代しろ通どおりだ。後ろにファントムも続いている。二人とも硬かたい面おも持もちになっていた。

「随ずい分ぶん、遅おそいお目覚めだな。色々大変なことになってるぞ」

　瞬しゆん間かん、意識が覚かく醒せいした。自分達がなぜ検査施設にいたのかを思い出す。バネ仕じ掛かけのように身体からだを起こした。

「ベルクトは、ベルクトの記き憶おくは戻もどったんですか!?」

　八や代しろ通どおりは鼻を鳴らした。そんな些さ細さいなことはどうでもいいと言わんばかりだった。

「戻った、そして今ことのあらましを確かく認にんしたところだ。まったく、とんでもない話だぞ。ロシア人どもは頭がイカれてるとしか思えん」

「どういうことですか」

「俺が話すより自分で訊きいた方がいいだろう。グリペン、おまえも来い。俺達が今どんな状じよう況きようにいるか共有しておく」

　腰こし抜ぬかすぞ。

　八代通は嘲あざ笑わらうように言った。
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　私の名前はベルクト。Ｓｕ─47のアニマです。

　ロシアには他に二機、アニマがいますが私の出自は彼女達と随ずい分ぶん異ことなっています。

　どういうことか？

　はい、私はザイと空戦をするために作られたアニマではないのです。戦わないドーター、邀よう撃げき戦せんも護ご衛えい戦せん闘とうも侵しん攻こう戦せんも行わない戦闘機。

　意味が分かりませんよね。少し順じゆん序じよ立だてて説明します。

　ザイ戦が始まってから数ヶ月後、ロシアの科学者達はとあるシミュレーションを行いました。実戦の撃墜対被撃墜比率キルレシオをベースに、一体どれだけの戦力を準じゆん備びすればザイを駆く逐ちくしきれるか、この戦争に勝利できるか。

　出された結けつ論ろんは冗じよう談だんじみたものでした。

　ザイの戦力を最さい低てい限げんに見積もっても──そうですね、仮かりに自じ衛えい隊たいと同数三百機としましょう、その全ぜん滅めつには一万以上の作戦機、もしくは三十機以上のドーターが必要になるのです。ロシアが有する戦闘機が千機程てい度どだと考えれば、これがどれだけ荒こう唐とう無む稽けいな数字か分かるでしょう。つまり単たん純じゆんに戦力差で見た場合、既すでにロシアは敗れているのです。軍人や政せい治じ家か達がどれだけ衝しよう撃げきを受けたかは言うまでもありません。彼らは戦力の充じゆう足そくとはまったく別の新たな勝利のアプローチを考え始めました。

　そしてたどりついたのです。

　空戦以外でザイに対たい抗こうする手しゆ段だんを。

　彼らは旧きゆうソ連から引き継ついだ膨ぼう大だいな核かく戦せん力りよくに着目しました。政治的・倫りん理り的てきなハードルの上じよう昇しようで実戦ではまず使し用よう不ふ能のうになった大量破壊兵器、これを対ザイ戦に使えないかと。

　確たしかに戦闘空くう域いきごと吹ふき飛ばしてしまえばＥＰＣＭの妨害など関係ありません。彼らのジャミングは電子や人間の目は無む効こう化かできても、炎ほのおや爆ばく風ふうまで防ふせげませんから。密みつ集しゆうした編へん隊たいへ手当たり次し第だいに核を撃うちこめば、高機動性能など発はつ揮きする間もなく殲せん滅めつできます。

　ですが問題はどうやってザイを密集させるかです。

　敵てきも馬ば鹿かではありませんから核ミサイルが到とう着ちやくするまで待ってはくれないでしょう。仮に首しゆ尾びよく目標をとらえたとして、それが三機や四機では意味がありません。百機、二百機、できればザイの全戦力を危き害がい半はん径けいに収おさめて弾だん頭とうを炸さく裂れつさせられたら。科学者達の興きよう味みはそこに移うつりました。

　もうお分かりでしょう。

　私は撒まき餌えなのです。ザイを引き寄よせ爆心地に収めるためのデコイ。

　〈誘ゆう蛾が灯とう〉計画──と科学者は呼んでいました。

　研究の結果、ザイのＥＰＣＭは複ふく数すうの役やく割わりを持っていることが分かりました。一つは既き知ちの電波・感覚妨ぼう害がい手しゆ段だん、もう一つはザイ同士の信号です。詳しよう細さいな意味まではつかめませんでしたが、そのパターンにより編へん隊たいを組んだり離り散さんしたり、あるいは協調していることが判はん明めいしました。では任にん意いのＥＰＣＭパターンを出すことで彼らを引きつけられないか？　目的の空くう域いきに誘ゆう導どうできないか？　と研究チームは考えました。もちろん人間の機械でＥＰＣＭを出すことはできませんが、アニマはザイのコアから作られています。通つう常じようは抑よく制せいするよう調整されたＥＰＣＭを逆ぎやくに高出力で放てたら、望み通りのパターンを発生させられたらどうなるのか。

　研究は想定以上の順調さで進みました。私を含ふくめて三機の先行テスト機が選ばれ、コアの適てき合ごう、ＥＰＣＭパターンの調整が試されました。うち二機は早々に事じ故こやコアの拒きよ絶ぜつ反はん応のうで破は棄きされましたが私、Ｓｕ─47は良好な成果を示しめし続けました。

　ある意味、通常のアニマ開発より好ペースで推すい移いしたかもしれません。ですがその成果については真ま逆ぎやくの扱あつかいとなりました。片かたや対ザイ戦の主力兵器として華はな々ばなしくデビューし、一方で私は研究の内ない容ようさえ厳げん重じゆうに秘ひされ続けました。なぜだか分かりますか？　ええ、八や代しろ通どおりさんの仰おつしやる通り。この〈誘ゆう蛾が灯とう〉は使い方を変えれば他国への攻こう勢せい兵へい器きになりえるからです。たとえば仮か想そう敵てき国こくに私を送りこみＥＰＣＭを全開にしてザイを呼よび寄よせたら？　たとえば主要な交こう易えきルート上を私がザイと一いつ緒しよに飛び回ったら？　結果は破は滅めつ的てきなことになりますよね。洪こう水ずいを招まねき入れるようなものです。中小国はもちろん、大国であっても甚じん大だいな被ひ害がいを受けかねません。

　だからこそロシア政せい府ふは私の存そん在ざいを隠し続けました。表おもて沙ざ汰たになればどれほど国こく際さい的てきな非ひ難なんを受けるか分からなかったから。場合によってはＥＵやアメリカが同じ機き能のうのアニマを送りこんでくるかもしれなかったから。そう、冷戦時代と同じ。やられる前にやれ、潰つぶされる前に潰してしまえとばかりに。

　結果、私は「存在しないアニマ」になりました。

　普ふ段だんは研けん究きゆう施し設せつの地下深くに押おしこめられ、軍の装そう備びリストからも名前を削けずられ、いざ使用が決まればザイ諸もろ共とも核かくの炎ほのおに飲みこまれる。私というアニマは誰だれにも知られることなく、研究の終しゆう了りようを待っているはずでした。

　ええ、そのはずだったのです。

　ヤリックと呼ばれている科学者がいました。研究チームの中でも若手で、ですがかなり主要メンバーだったように思います。

　彼は私が物心ついてすぐ橫にいました。右も左も分からない私に色々なことを教えてくれました。音楽・歴史・映えい画が、海と空の間に存在する無数のできごとについて。

『君は希望なんだ』

　とヤリックは言いました。

『君から得られた技ぎ術じゆつを発はつ展てんさせれば、いつか僕達はザイと対話できるかもしれない。そうすればこんな〈誘蛾灯〉なんて野や蛮ばんな計画も必要なくなる。彼らの思いを訊たずね、お互たがいに折り合いのつくところを探さぐればいいんだからね』

　明るい未来を語りながら、彼は私を外に連れ出してもくれました。ごく希まれに、本当に短い時間でしたけど施設以外のところを歩かせてくれたんです。

　彼の立場が悪くなっている、と気づいたのは随ずい分ぶんあとになってのことです。計画の方ほう針しんを変えようとしたから、テストの遅ち延えんを試みたから、上じよう層そう部ぶに異い議ぎを唱えたから。

　真相は今でもよく分かりません。あるいはその全てが理由だったのかもしれません。

　真しん偽ぎの知れない噂うわさを裏うらづけるように、彼は徐じよ々じよに計画から外されていきました。私との接せつ触しよくも少なくなり、施し設せつで見かけることも希まれになっていきました。

　ひょっとしたらこのまま別プロジェクトに異い動どうしてしまうかも、そんなことを思っていたある日のことです。彼が突とつ然ぜん、私のもとを訪おとずれてきました。事前の連れん絡らくも打だ診しんも何もなかったので私は驚おどろきました。だいいちその日は別の検けん査さの予定が入っていたんです。ヤリックと会う可か能のう性せいはゼロ以下でした。

『ついてくるんだ』

　彼は声を潜ひそめました。

　暗い廊ろう下かを抜ぬけてドーターの格かく納のう庫こにたどりつきました。言われるままコクピットでダイレクトリンクを行い、何かの処しよ置ちを受けました。それがなんなのか今なら想そう像ぞうがつきます。ええ、記き憶おくの封ふう印いん措そ置ち。そしてＥＰＣＭの無む効こう化か処置です。

『これで君はもう普ふ通つうのアニマだ』

　周囲が騒さわがしくなっていました。警けい報ほうが鳴り響ひびき、あちこちから足音が近づく中、ヤリックは微笑ほほえみかけてきました。

『〈誘ゆう蛾が灯とう〉なんて馬ば鹿かな兵器はもう存そん在ざいしない。Ｓｕ─47─ＡＮＭ、ベルクトはただの戦せん闘とう機きとして生きていくんだ。そして願わくば、いつか君の力を使ってザイと会話してほしい。彼らが何を望んでいるか聞き出してほしい。いいね』

　誰何すいかの声が聞こえます。警けい備び兵へいが銃じゆうを構かまえます。ヤリックは強引にキャノピーを閉へい鎖さしました。

『さぁ行け！　飛行ルートは入力してある。君は自由だ！』

　機き体たい搬はん送そう用ようのエレベーターが動き始めました。事前プログラムに従したがって機体のエンジンが点火、全ての動どう翼よくがはためきます。轟ごう音おんが周囲の音を搔かき消し私の意い識しきを満たしました。

　最後に見えた景色はネクタイをはためかせ、こちらを仰あおぐヤリックでした。彼は笑っていました。全てをやりとげたような満足しきった顔で。後ろから駆かけ寄よる警備兵を気にした様子もなく。

　次に気がつくと私は空を飛んでいました。雲うん海かいの上をただひたすら、月明かりに照らされて、夜よ闇やみを排はい気き炎えんで切り裂さきながら。

　以前の記憶はなく唯ゆい一いつ亡ぼう命めいだけが私の目的になっていました。東に進みロシアの領りよう空くうから逃のがれること。そのために追っ手を振ふり切り飛び続けました。

　あなた方、独どく飛ひの皆みなさんと出会ったのはそのあとのことです。

　私の話は以上です。




　　　　　　　　　　＊





技ぎ本ほん執しつ務む棟とう、小こ松まつ基き地ち




八月二十七日午後八時十分






　長い話が終わると沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　ファントムもグリペンも固まっている。息を吞のみ身動き一つしていない。誰だれもが想定外の話に言葉を失っていた。

　一分か、二分か、しばらくたってから八や代しろ通どおりが端たん末まつを取り出した。画が像ぞうファイルを呼よび出してベルクトの前に置く。

「ヤリックというのはこの人物か？」

　短髪の青年が写っている。解かい像ぞう度どは低いが白人特有の彫ほりの深い顔立ちは確かく認にんできた。ベルクトは画面をのぞきこみうなずいた。

　八代通は嘆たん息そくした。傍かたわらから画像を再確認してみる。なんだろう、どこか見覚えのある姿すがただ。つい最近会ったことがあるような。いや、馬ば鹿かな。ロシア人の科学者に会う機会などあるはずもない。

「誰なんです？　これ」

「ヤロスラフ・ギンツブルク、アニマ・ベルクトの開発者だ。ま、今の話だと〈誘ゆう蛾が灯とう〉計画の中心人物と言った方がよさそうだが」

　言葉を切ってベルクトを見返す。無む機き質しつな眼まな差ざしで。

「隠かくし事をするつもりはない。彼は死んだ。君が亡ぼう命めいしたその日にだ」

「そう……ですか」

　半なかば予想していたのだろう。ベルクトの顔に衝しよう撃げきはなかった。弱々しい笑みを浮うかべる。

「正直に教えていただいてありがとうございます。これでようやく気持ちの整理ができそうです。ずっと……何かを忘わすれている気がしていましたから」

　八代通は端末を胸むねポケットに入れた。「さて」と身を乗り出し。

「状じよう況きようを整理しておこう。今の話でベルクトの正体、ロシア政せい府ふが彼女を黙もく殺さつしている理由は分かった。残る問題は一個、ベルクトがなぜまだザイを引き寄よせているかだ」

　ファントムが口を挟はさんだ。

「本来ならギンツブルク氏の裏うら切ぎりで〈誘蛾灯〉としての機能は無む効こう化かされたはずだった。ＥＰＣＭの出力は停止するはずだった。にもかかわらずベルクトは小松でその役やく割わりを果たし続けている。なぜかという話ですね」

　八代通はうなずいた。

「まぁだいたい想そう像ぞうはつくがな。単たん純じゆん極きわまりない話だ。もう少し準じゆん備び期き間かんがあれば絶ぜつ対たいに犯おかさなかったであろうミス」

「？　どういうことです？」

「記き憶おくの封ふう印いん措そ置ちだよ。多分こいつがもともとベルクトの持っていた〈誘ゆう蛾が灯とう〉機き能のうに対する安あん全ぜん装そう置ちまで無む効こうにしてしまった。むしろ強引な出力調整をかけたことでより不安定になったのかもな。だから本人の意思に反して不ふ規き則そくなＥＰＣＭが発生する。効果時間も範はん囲いもでたらめな波形が出ることになった」

　あぁ、と声を上げてしまった。

　であれば全て説明がつく。奥おく尻しり島とう沖、韓かん国こく領りよう海かい周辺、小こ松まつ市内のそれぞれでバラバラにＥＰＣＭが観かん測そくされた理由。常つねにではなく断だん続ぞく的てきに誘ゆう導どう波はが出ていた原げん因いん。

　発信源が壊こわれていたのか。だから当人も自覚がなく周囲の観測も追いつかなかった。もし想定通りの出力になっていればもっと早く見つかっていたはずだ。ベルクトを守るはずの措置が重ちよう複ふく・衝しよう突とつし、予想外の事じ態たいを引き起こしてしまった。

「直せるんですか」

　八や代しろ通どおりは首をひねった。

「理り論ろん上じようは可能だがな、正直どのくらい手間がかかるか見けん当とうもつかん。職しよく員いん総そう出でで現げん行こうシステムを解かい析せきして問題箇か所しよを特定して……最低一ヶ月はかかるだろうな」

「一ヶ月」

「それも大分楽観的な見こみだ。下手すりゃまた別のプロテクトに阻はばまれるかもしれん。そうなったらもうロシア軍に頼たのみこむしか手がない」

「でも」

　できるんですよね？　と訊たずねかけた時だった。騒そう々ぞうしい足音を立ててオペレータが駆かけこんでくる。真っ青な顔で肩かたを揺ゆらしていた。

「室長、緊きん急きゆう事じ態たいです」

「今度はなんだ、一体」

　あからさまにうんざりとした表情だ。オペレータがこちらをうかがってくる。機き密みつ事じ項こうなのだろう。話の続きをためらっている。だが八代通は「かまわん」と鼻を鳴らした。

「緊急事態なんだろう。さっさと説明しろ。どうした、東京上空にザイがテレポートでもしてきたか」

　オペレータはプリントの束を差し出してきた。

「内ない調ちようの衛えい星せい情報センターからです。一いつ旦たん市いちヶが谷やに送ったらしいんですが、こちらにも共有するよう指し示じされたようで」

　八代通はむっつりとプリントをめくった。五枚まいほど読み進んだ後、目を剝むく。「おい」と声を荒あらげ。

「なんで今いま頃ごろこんな情報が出てくる。データは定期的にレポートされていたはずだろう」

「え、衛えい星せいの不調を疑うたがっていたようで。その、あまりにも信じられない観かん測そく結けつ果かだったので」

「馬ば鹿かどもが！」

　グリペンがびくりと肩かたを縮ちぢこまらせる。珍めずらしいほどストレートな罵ば倒とうの表ひよう現げんだった。いつもの皮肉な調子がない。よほど腹はらに据すえかねているのか、あるいは。

「ど、どうしたんですか」

　聞いていいのかと思いつつ訊たずねるも、八や代しろ通どおりは呆あつ気けなくプリントを差し出してきた。中国大陸の俯ふ瞰かん写真だった。雲の切れ間から砂すな色いろの大地がのぞいている。その一部分が眩まばゆく輝かがやいていた。かなり大きくて長い。差し渡わたし十数キロはあるだろう。光の反はん射しや？　いや違ちがう。撮さつ影えい日ひ付づけの新しいデータを見ると徐じよ々じよに光が沿えん岸がんに移い動どうしていた。同じ形を保たもったまま、周囲の細かな光を鳩きゆう合ごうしながら。

　まさか。

「ザイだ、大陸東部のザイがこちらに向かってきてやがる。千機か二千機か知らんが、このボリュームだと世界中の全戦せん闘とう機きを搔かき集めたより多いな。今まで小こ松まつを空くう襲しゆうしていたのは、そのうち気の早い数パーセントだったってわけだ」

「じょ、冗じよう談だんでしょう」

「多分そう思ったから誰だれも報ほう告こくを上げてこなかったんだ。だが認みとめろ、これは現げん実じつだ。俺達はザイの大軍に攻こう撃げきを受けつつある」

　バン！　と机つくえが叩たたかれた。

　ファントムが片かた手てを天板に突ついている。剣けん吞のん極きわまりない表情で八代通に迫せまった。

「結けつ論ろんは出ました。今すぐベルクトを廃はい棄きしましょう。可か能のうであれば小松以外の場所に動かして。ことは一いつ刻こくを争います。早急に準じゆん備びを」

「待って」とグリペンが遮さえぎる。やや慌あわてた様子で。

「ベルクトのＥＰＣＭは処しよ置ちさえすれば停止できるって」

「それにどれだけ時間がかかると思ってるんですか！」

　強きよう烈れつな眼がん光こうにグリペンがすくみあがる。ファントムはプリントを取り上げた。

「この写真を見る限かぎり、ザイはあと二日を待たず日本海を渡ります。その先はすぐ日本です。いいですか、破は滅めつはもう目前に迫っているんですよ。安あん易いな博はく愛あい主しゆ義ぎを振ふりかざしている場合ですか！」

「で、でもベルクトを廃棄したらザイが止まる保ほ証しようはあるのか？」

　つい口を挟はさんでしまう。

「既すでにあいつら動き出してるんだろう。誘ゆう導どう信号が途と絶だえたって目的地は変えられないんじゃ？」

　予想外の質しつ問もんだったのか、ファントムが口ごもる。「それは」と視し線せんを逸そらし。

「であれば小こ松まつを放ほう棄きするまでです。いずれにせよここで敵てきの来らい襲しゆうを待ち受ける選せん択たく肢しはありえません。パニックにならないよう、なるべく早めに避ひ難なん指し示じを出さないと」

「その必要はありません」

　全員の視線が白い少女に向かった。ベルクトが静かに微笑ほほえんでいる。

「ザイが私を目指しているのであれば、私が移い動どうすればいいだけの話です。武ぶ装そうなしのフェリー飛行なら数千キロは飛べます。中国大陸に移動してザイを引きつけて撃げき墜ついされる。それで全て終わりです。難むずかしい話は何もありません」

「いや、それは、おまえ」

　自殺じゃないか。無数の敵に囲まれて、翼つばさと胴どう体たいを食い破やぶられて、炎ほのおの塊かたまりになり墜おちていく。

「慧けいさん、ＪＡＳ39Ｄ」

　ベルクトは笑顔のまま向き直ってきた。

「かばっていただいてありがとうございます。でも慧さんは言いましたよね？　もし私が人間の敵だったら責せき任にんを持って殺してやると。結けつ論ろんは出ました。私は災さい厄やくです。しかも当初の設せつ計けい意い図とさえ離はなれコントロール不ふ能のうになった」

「違ちがう」

　反はん射しや的てきに否ひ定ていしていた。大きくかぶりを振ふり拳こぶしを握にぎる。

　自分でも驚おどろくほどの衝しよう動どうが胸むねの奥おくから突つきあげてきた。心の内に、調整作業前には存そん在ざいしなかった義ぎ務む感かんが生まれている。

「おまえは……人類の敵じゃない、災厄じゃない。ただ与あたえられた役やく割わりが異い常じようだっただけだ。その証しよう拠こにおまえは何度も俺達の役に立とうとしてくれただろう。敵がそんなことするか？　災厄が俺達をかばおうとするのか」

「で、でも」

「でもじゃない。プログラムさえ修しゆう正せいすればおまえは普ふ通つうのアニマになれるんだろう？　だったら簡かん単たんに諦あきらめるなよ。自分のことを災厄だなんて言い切るなよ」

　そうだ。

　俺達は誓ちかったんだ。彼女に居い場ば所しよを作ってやると、まだ見ぬ世界を示しめしてやると。

　誰だれと交わした約束かは思い出せない。だがそれは神しん聖せいな契けい約やくだった。今いま更さら違たがえるなどありえない。格かつ好こう悪わるすぎる。

　考えろ、ここには世界有数の頭ず脳のうと戦力が揃そろっているのだ。素人しろうとが額ひたいを付き合わせているわけではない。全ての可能性を当たれば必ず突とつ破ぱ口こうが開けるはずだ。

「八や代しろ通どおりさん、そもそもの話、いいですか？」

「言ってみろ」

「敵が向かってくる方向は決まってるんですよね？　だったらわざわざベルクトのところに来るのを待たなくても進路上で核かく爆ばく弾だんを起動すればいいんじゃないですか？　速度も高度も予よ測そく可か能のうなら、あてるのは難むずかしくないと思うんですけど」

「なるほど、置き石というわけか？　面おも白しろい考えだ、が、だめだな」

「なんで」

「上海シヤンハイ攻こう略りやく戦せんを忘わすれたのか？　俺達は中国の沿えん岸がんさえ突とつ破ぱできなかったんだぞ。どうやってその奥おくまで撃げき墜ついされることなく爆弾を送りこむんだ」

「じゃあこちらの制せい空くう圏けん内ないで爆弾を仕し掛かけたら」

「日本海の真上で核爆発を起こすと？　しかもあれだけのザイを殲せん滅めつできる規き模ぼでか。随ずい分ぶん愉ゆ快かいな光景になりそうだな。少なくとも小こ松まつは向こう数十年間、放ほう棄き間ま違ちがいなしだ」

「爆発を起こして問題ない場所まで敵を誘ゆう導どうするのは？」

　グリペンが口を挟はさんでくる。視し線せんを巡めぐらしているのは地図を探さがしているのか。携けい帯たい端たん末まつのマップを起動し手て渡わたしてやる。グリペンは表ひよう示じ領りよう域いきを西太平洋にズームアウトした。

「九州・沖おき縄なわ・台たい湾わんのラインはあえてザイに突とつ破ぱさせる。そのまま南東方向に誘引、グアムの手前、フィリピン海上で核を起爆する。周囲の影えい響きようも極小化できるし一番被ひ害がいの少ない方法」

「そうか、じゃあ今からベルクトをグアムに移い動どうさせてそれで敵を待ち受ければ」

　明るくなりかけた空気を、だがファントムの溜ため息いきが遮さえぎった。

「無理に決まっているでしょう、そんなこと」

「なんでだよ」

「グアムは西太平洋における米軍の要よう衝しようですよ。そんなところに敵誘引のマーカーを置かせてくれると思いますか。常じよう識しきで考えてみてください、あなたが米軍の司令官なら他国の欠けつ陥かん品ひんを処しよ理りするために自国の防ぼう衛えい線せんを危き険けんにさらしますか」

　言葉に窮きゆうする。沈ちん黙もくしているとファントムは柔やわらかそうな顎あごをなでた。

「ですが発想の方向性は悪くありませんね。もともと敵の主力を集中させて大量破は壊かい兵へい器きで吹ふき飛ばすコンセプトは間ま違ちがっていないのです。周しゆう辺へん諸しよ国こくに影響のない場所まで誘導して地じ雷らい原げんを発動させる。あとはベルクトが敵をきちんと引きつけてくれればいい」

「引きつける」

「ザイが危き害がい半はん径けいに集中するよう、きちんと撒まき餌えの役やく割わりを果たせということです。つかず離はなれずで彼らを導みちびき、ともにキリングフィールドに赴おもむく」

　酷こく薄はくな笑みに息を吞のむ。「ちょっと待てよ」と身を乗り出していた。

「それって最初の〈誘ゆう蛾が灯とう〉計画と同じじゃないか。ベルクトの命と引き替かえにザイの主力を叩たたく」

「ええ」

「おまえな、今まで俺達がなんの話をしてたと思ってるんだ。ベルクトを殺さずにザイを蹴け散ちらすにはどうしたらいいかだろ、ふりだしに戻もどしてどうするんだよ」

「じゃあ他に何か方法があるんですか。文もん句くを言うだけなら馬ば鹿かでもできますよ。ナイトを気取るなら少しは前向きな意見を出してください。他た人にん任まかせ、成り行き任せではなく」

　きつい視し線せんに息を吞のむ。正せい論ろんだった。ベルクトを救おうとしているのは他でもない自分とグリペンなのだ。持じ論ろんを通したいなら相手を説得する義ぎ務むがある。方法を示しめす責せき任にんがあった。

　もう一度、目的を整理する。手しゆ段だんはどうあれ自分のやりとげたいことはなんだ？

　ザイの主力を引きつけて核かく爆ばく発はつで殲せん滅めつする。

　起爆タイミングで、ベルクトは危き険けん空くう域いきから脱だつ出しゆつしている。

　敵てきの侵しん攻こうが一いち段だん落らくついた後、彼女のＥＰＣＭを停止させる。

（……引きつけて、でも爆発時には離はなれてる。フィリピン海上、日本からもアメリカからも離れた場所で）

　ベルクトの言う通り、グアムに行き着く前で敵を待ち受けたとして。

「アフターバーナーを焚たいて逃にげ出したら」

「核爆発のスピードがどれだけあると思ってるんですか？　不ふ可か能のうです。だいたいドーターが逃げられるような爆発ならザイもまた脱出できるでしょう」

「ベルクトに向かってくる最中のザイを狙ねらい撃うったら？　追いつかれる手前で、ミサイルを炸さく裂れつさせたら」

「敵の陣じん形けいは紡ぼう錘すい型けいです。長く伸びた敵集団の先頭で爆発を起こしても殲滅できませんよ。おそらく数次に渡わたり爆発の網あみを張はる必要があるでしょうが、そんなことをしている間に彼らに捕ほ捉そくされます」

「じゃあ、じゃあ」

　天てん井じようを仰あおぐ。思考が堂どう々どう巡めぐりしていた。畜ちく生しよう、このポンコツ頭。ロクな案が出てきやしない。考えあぐねたすえにつぶやく。

「空にネットか何か張はっておけたらな」

「は？」

「いや、ベルクトが通つう過かしたあとに虫取り網みたいなのを広げてさ、追いかけてくるザイを捕つかまえられたらなと。そうすれば逃げる時間も稼かせげるし、ザイを爆発の範はん囲いで足止めできる」

「慧けいさん」

　ファントムの声に棘とげが含ふくまれる。ふざけているのかと言わんばかりの口く調ちようだった。

　だが。

「虫取り網、か」

　八や代しろ通どおりがつぶやく。眼鏡めがねの奥おくの目が奇き妙みような光を放っていた。

「ふん、話し合ってみるもんだな。考えてもみなかった。空に網を張る。なるほどな、面おも白しろい」

「お父様？」

　怪け訝げんな視線を一身に受けながら男はふんぞりかえった。短い足を組み。

「いいじゃないか、それで行こう。差し渡わたし十数キロ、何百機というザイをつかまえる史上最大の虫取り網あみだ、今世紀最大のスペクタクルになるぞ」

「そんなもの……どうやって用意するんですか」

「用意はしない。何せもうあるからな」

　？

　きょとんとするファントムの前で八や代しろ通どおりは人差し指を伸のばした。まっすぐに空を指し示しめす。

「大たい気き圧あつの壁かべ」

　高らかに告げる。

「高度五万フィートを越こえると大気密みつ度どは一気に下がり、まともな飛行ができなくなる。飛行機ってのは要するに空気を吸すいこんで空気の上に乗って動く代しろ物ものだからな。燃ねん料りようと支ささえがなくなればそれ以上飛べなくなってしまうわけだ。そしてザイも翼つばさを持っている以上、この原げん則そくからは逃のがれられない。もしベルクトが五万フィートを越こえて上じよう昇しようし続ければ、どこかで揚よう力りよくを失いたむろうことになる。そこを狙ねらう。……そうだな、高高度気球に弾だん頭とうをぶら下げて機き雷らい原げんを作るのがいいか。ベルクトは作さく戦せん空くう域いきに到とう達たつしたら垂すい直ちよく上昇、爆ばく心しん地ちから距きよ離りを置く。十分に離れたら起爆。ザイの編へん隊たいを押おし潰つぶす。爆発高度を成せい層そう圏けんの下側に設せつ定ていすればＥＭＰの電界強度も下がる。電でん磁じパルスで周しゆう辺へん諸しよ国こくの電子機器が焼き尽つくされることもないはずだ。あとは」

「ちょ、ちょっと待ってください、八代通さん」

　絶ぜつ好こう調ちようの肥満漢を押しとどめる。混こん乱らんが脳のうを満たしていた。

「え？　わけが分からないんですけど。ザイが飛べないならドーターも飛べないですよね。なんでベルクトだけがその……大気の壁ですか？　を越えて上昇できる話になってるんですか」

　八代通は「ふむ」とこめかみをタップした。愉ゆ快かいそうに頰ほおを歪ゆがめ。

「そうだな、ロシア製せいの宇う宙ちゆう船せんにブランという代しろ物ものがあるが、知っているか？」

「はい？」

　ブラン？　どこかで聞いたことのある名だが。

　面めん食くらっていると八代通が首を傾かたむけた。

「どうだベルクト。君の母国の船だ。名前くらい聞いたことがあるか」

「はい」

　とベルクトがうなずく。戸と惑まどい気味な表情のまま。

「アメリカのスペースシャトルに追つい随ずいする形で建けん造ぞうされた宇う宙ちゆう往おう還かん機きです。結局、旧きゆうソ連崩ほう壊かいとともに計画が放ほう棄きされ有人飛行には至いたりませんでしたが」

「そうだな。ちなみにあの機体は米国のスペースシャトルと違ちがってオービタ自身に主しゆ推すい進しん機き関かんを積んでいない。主に自重を減へらしてペイロードを増ふやすため、大気圏突入用の姿し勢せい制せい御ぎよエンジンだけ装そう備びしている。さて、では問題だ。打ち上げ用のエンジンを持っていない機体が一体どうやって重力の鎖くさりを振ふり切ると思うね？」

　ぐるりと視し線せんを巡めぐらしてくる。その眼がん光こうが自分に向けられて止まった。

「他の何かで打ち上げてもらう？」

　恐おそる恐る答えると八や代しろ通どおりはうなずいた。「その通り」と微笑ほほえみ。

「では我われ々われも先人の知ち恵えにあやかろうじゃないか」




　　　　　　　　　　＊





第３格かく納のう庫こ前、小こ松まつ基地




八月二十八日午前十時






　黒い柱が空から下りてくる。

　全長百メートルはあるだろうか。飛行機の増ぞう槽そうを思い切り縦たてに伸のばしたような形だ。主しゆ翼よくは不ぶ格かつ好こうなまでに短く翼よく端たんに巨きよ大だいなエンジンがついている。水平尾翼はなくかわりに機首に申もうし訳わけ程てい度どの安定翼がつけられていた。なんだろう、どこか遊ゆう泳えい中ちゆうのヤリイカを彷ほう彿ふつさせるシルエットだ。冗じよう談だんめいた姿すがたにエプロンの整せい備び員いん達が目を丸くしている。あんぐりと口を開け蒼そう空くうを見つめる者もいた。

「なんだ、ありゃあ」

　誰だれもが思っているであろう台詞せりふは凄すさまじい爆ばく音おんに遮さえぎられる。空飛ぶ柱はスラストリバーサーの産み出す盛せい大だいな白はく煙えんとともに着陸した。滑かつ走そう路ろを丸丸いっぱい使って停止。午前十時、小松空港の見み慣なれた風景が一気にＳＦじみたものとなる。

「なんなんです、あれ」

　傍かたわらの八代通に訊たずねる。眼鏡めがねの技ぎ官かんは白衣の裾すそを風にはためかせていた。ベルクトの記き憶おく回かい復ふくから一ひと晩ばんあけ『ちょっと付き合え』と呼よばれて来てみたらこの光景だ。展てん開かいが唐とう突とつすぎてついていけない。

　八代通は紫し煙えんをくゆらせた。

「ＲＥＬスカイロン、英リアクション・エンジンズ社の試し作さく宇う宙ちゆう往おう還かん機きだ。エアブリージング式のロケットエンジンで大たい気き圏けん内ない・外がいを単たん段だん飛ひ行こうする。正しよう真しん正しよう銘めい、混まじり気なしのスペースプレーンだよ。現げんグリペン用コアの適てき合ごう機きを探してる時に購こう入にゆうしたもんだが、まさかこんな形で役に立つとはな」

「ぐ、グリペンのコアですか？」

　あのイカ型ロケットが彼女になっていたかもしれない？　マジで？

　空白化した意い識しきに割わりこんできたのは「で？」という冷ややかな声だった。コルセットスカートの少女が緑髪を耳の後ろに流している。ファントムだ。不ふ機き嫌げんそうにスカイロンの後ろ姿を眺ながめつつ。

「ひょっとしてあれでベルクトを打ち上げるつもりですか？　お父様」

「おう」

　八や代しろ通どおりはこともなげにうなずいた。

「まだ試し作さく段だん階かいで熱ねつ対たい策さくが終わっていないから大たい気き圏けん再さい突とつ入にゆうは無理だがな。ザイの追つい撃げきを振ふり切るくらいなら余よ裕ゆうだろう。中間圏を越こえて起き爆ばく成功を確かく認にんしたら、あとは普ふ通つうに滑かつ空くうして帰ってくればいい。あれだ、ジャンボジェットにシャトルを乗っけて飛ばすイメージ。似にたようなのが昔あっただろう。ＮＡＳＡの、あー」

「ＳＣＡでしたか。見ているだけで不安になる形けい状じようでしたが、どうにも空戦向きには見えませんでしたね。同じ搭とう載さい方ほう法ほうを採さい用ようするとして、仮かりに作戦開始前にザイが接せつ近きんしてきたらどうするおつもりですか？」

「決まってるだろう。護ご衛えいの独どく飛ひが迎撃に当たるんだ」

　ファントムは空を仰あおいだ。この世の不ふ条じよう理りを全て抱かかえこんだような顔だった。

　ややあって細い肩かたが落ちる。彼女はかぶりを振ふり踵きびすを返した。

「戻もどります。作戦空くう域いきの情報を確かく認にんしておきたいので」

「おう、頼たのんだぞ」

　立ち去りかけた彼女に思わず「協力してくれるのか？」と訊たずねていた。昨日の様子を見る限かぎり、ベルクトのために危き険けんを冒おかすなどまっぴらという感じだったが。

「今いま更さら、あなたがそれを言いますか」

　怨うらめしげな視し線せんが返ってきた。綺き麗れいな、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが濁にごっている。

「私の意思を確認するなら確認するで、昨日お父様と話す前にしてください。勝手に外そと濠ぼりを埋うめた挙あげ句事後で了りよう解かいを求めるとか、火に油ですよ。分かりませんか？」

「……悪い」

「ですが、まぁ」

　わずかに顔を持ち上げる。横目でこちらを眺ながめ、口角を緩ゆるめて。

「ただ不ふ愉ゆ快かいというわけではありませんよ。私も白馬のナイトには憧あこがれますからね。願わくば、私が姫ひめ君ぎみの配役を賜たまわった時も同じように振る舞まっていただけることを」

「え？」

　ファントムはひらひら手を振り離はなれていった。凛りんとした背せ中なかは力強く、いかなる支ささえも不要に見える。

「姫君って柄がらかよ」

　低く毒づいて視線を逸そらした、瞬しゆん間かん、先ほどとは別種の爆ばく音おんが響ひびいてくる。西の空から甲かん高だかいエンジンの音が近づいてきた。

「あー、本当に来たー！」

　金髪の少女が駆かけ寄よってきた。白い髪かみ留どめのリボンが揺ゆれている。剝むき出しの二の腕うでが陽光を照り返していた。

「イーグル？」

　きらきらした視し線せんに誘さそわれるまま空を見上げる。轟ごう音おんの主は既すでに着ちやく陸りく態たい勢せいに入っていた。刃やいばのような翼つばさで大気を切り裂さき小こ松まつを目指してくる。曲線的な機体は鮮あざやかな紫むらさきに彩いろどられ、妖あやしく発光していた。

　ラベンダーパープルのドーター。

「バイパーゼロ」

　那な覇は基地専せん属ぞくの彼女が小松に。沖縄の防ぼう衛えい線せんを放ほう棄きして。なぜ、一体どうして。

　八や代しろ通どおりがうなずく。

「どのみちザイはベルクトのいるところしか目指してこないからな。だったらこちらも戦力を集中させた方がいい。丁度スカイロンの護ご衛えいも必要だったし早めに合流してもらった」

　出し惜おしみは無しだ。

　低い声に身が強こわばる。自分がこだわったこととは言え大変な話になっていた。

　八代通は腕うで時ど計けいに視線を落とした。

「イーグル。バイパーゼロを執しつ務む棟とうに案内してやれ。奴やつはここには慣なれてないだろうからな。一時間後にブリーフィング開始だ。鳴なる谷たに君は俺と〈眠ねむり姫ひめ〉の調整に」

「え？　あ、はい」

「どうした、何か気になることでもあるのか」

「気になることっていうか」

　背はい後ごのバイパーゼロを顧かえりみる。彼女とは那覇基地で一度も顔を合わせられなかった。このまま留とどまっていれば降おりてくるところを見られるのでは、と思ったが。

（まぁ、ブリーフィングで会えるか）

　いくらなんでも全体打ち合わせは欠席しないだろう。極きよく端たんな人見知りとは聞いているが、そもそも誰だれにも会わずコクピットから出てこられるはずもない。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　短く答えて八代通のあとに続く。視界の端はしでイーグルが嬉き々きとした様子で紫のドーターに走り寄よっていった。




　またたく間に時間が過すぎていった。

　グリペンとの調整作業、作戦会議、フライトシミュレーション。明華ミンホアへの連れん絡らくや謝しや罪ざいをすますうち気づけば夕ゆう刻こくになっていた。作戦開始は明朝六時、とりあえず今日中に硫い黄おう島とう飛行場へ移動しそこから作さく戦せん空くう域いきを目指すのだという。最終目的地は本土のはるか南、フィリピン海の東側。

（マリアナ沖とか言ってたっけ）

　歴史の授じゆ業ぎようで聞いた覚えがある。かつて太平洋戦争で日米両軍の機き動どう部ぶ隊たいが戦ったところ。

　正直現げん実じつ感かんがない。三週間前は上海シヤンハイ、先週は奥おく尻しり島とう沖、そして今度はマリアナ沖。いい加か減げん距きよ離りと時間の感覚が麻ま痺ひしてきていた。

　暗い階かい段だんを上って執しつ務む棟とうの屋上に出る。沈しずみかけの太陽が空港をオレンジ色に染そめていた。レーダーや通つう信しん塔とうが長い影かげを伸のばしている。旅客ターミナルの天てん窓まどにぽつぽつと灯りが点ともり始めていた。吹ふき抜ぬける風が心ここ地ちよい。見下ろすとエプロンの上を整せい備び員いん達が走り回っていた。中央には奇き怪かいな黒い柱が横たわっている。ＲＥＬ、スカイロン。今回の作戦の要かなめだ。

　やはり何度見ても慣なれない。遊ゆう泳えい中ちゆうのヤリイカという印象は時がたつにつれ、いや増ましていた。あんなものに自分達の命運を託たくしてよいのかどうか不安になるが。

（まぁファントムも受け入れてたしな）

　信じるしかないか。自分にできることはドーターを操そう縦じゆうしてベルクトを守ることだけだ。技ぎ術じゆつ的てきな話は専門家に託すほかない。今この時点で気にするべきものがあるかと言えば。

　バイパーゼロ。

　ズンと気分が落ちこむ。

　結局ブリーフィングでも出会えなかった。詳しよう細さいは不明だが事前に打ち合わせをすましていたらしい。整備中のドーターを見にいってみたがコクピットはもぬけの空だった。イーグルやグリペンは普ふ通つうに挨あい拶さつしたようだから、どうにも自分が避さけられているとしか思えない。

（嫌きらわれてんのかな）

　特とく段だん何かをしたつもりはないのだけれど。

　前髪をいじっていると背はい後ごで物音がした。階かい段だん室しつの向こうだ。誰だれかいるのか。壁かべ沿ぞいに進みのぞきこむと斜しや陽ようを背はい景けいに白い橫顔が見えた。雪を塗ぬりこめたような髪と肌はだ、細く折れそうな首と手足。ベルクトだ。

「慧けいさん？」

　夢ゆめから覚めたように振ふり向いてくる。片かた手てに何かつかんでいた。ビニールの包み？　キャンデー？

「なんだよ、おまえも休きゆう憩けいか」

　自分と一いつ緒しよにずっと屋内にいたのだ。フライト前に外の空気を吸すっておきたいのか、と思ったが。

　アルビノのアニマはばつわるげに肩かたをすくめた。

「Ｆ─２Ａと話していました」

　……。

　ええっと。

「念のため訊きくけどさ、Ｆ─２Ａってバイパーゼロのことだよな」

「ええ」

「話してた？」

「はい、向こうからお声がけいただいて」

　目の前の床ゆかを見下ろし。

「さっきまでここにいたのですけれど、急にいなくなってしまって」

「……」

　うん、さすがに凹へこみそうだ。見ず知らずの相手にここまで避さけられると普ふ通つうに切なくなってくる。

　こくりと頭こうべを垂たれ。

「悪い、楽しく話してたのに邪じや魔ましちまって。もう退たい散さんするから『ごめん』って伝えといてくれ。二度と奴やつの前には現あらわれないからって」

「ああ！　違ちがう、違うんです！」

　とぼとぼ立ち去りかけたところを呼よび止められる。ベルクトは必死の形ぎよう相そうで両手を振ふった。

「Ｆ─２Ａは別に慧けいさんのことが嫌きらいじゃなくて、その、ちょっと恥はずかしいみたいで」

「恥ずかしい？」

「あまり同じ年とし頃ごろの男の子が周りにいなかったみたいで、どう話していいか分からないとか」

「同じ……年頃」

「機体年齢十年そこそこって話でしたよ」

　なるほど、であれば確たしかに年は近いが。戦せん闘とう機きだろ、何、女子中学生みたいな照れ方してるんだ。

　ベルクトは今気づいたように「あ」と手を差し出してきた。

「これ、慧さんにお土産みやげですって。全員分は買ってこられなかったから内ない緒しよにしてほしいと言ってましたけど」

　手の中の包みを渡わたしてくる。細長いクッキーを思わせる姿すがたは。

「ちんすこう」

「グリペンと慧さんにはちゃんと紅べに芋いも味あじを選んできたらしいです。機体カラー的に」

「……そうか」

　しかつめ顔で受け取る。わざわざ自分用に選んでくれたのだし喜ぶべきなのだろうが、なんだろうこの微び妙みような気持ちは。

　ビニールをほどき試食。うん、パサパサしてる。

　真顔で咀そ嚼しやくしているとベルクトが噴ふき出した。辛しん抱ぼうできない様子で口元を押おさえる。

「なんだよ、笑うなよ」

「いえ、その……慧さんが面おも白しろいというよりは、あの」

　背せ中なかを折り曲げている。肩かたが震ふるえている。笑いすぎだ。彼女は目め尻じりの涙なみだをぬぐった。

「本当に皆みなさん仲がよくて、楽しそうで、いいなぁって」

「仲いいかぁ？」

　まぁ、確たしかに傍はたから見ていれば愉ゆ快かいだろうが。人間と戦せん闘とう機きが本気で怒おこったりすねたり照れたりしている。あまりよそでは見られない光景だろう。

　考えこんでいるとベルクトは腕うでを降おろした。手を自分の背せ中なかに回し。

「羨うらやましいと思います」

　静かな声で言った。夕風が白い髪をさらさらと流す。西日が彼女の輪りん郭かくを宝ほう石せきのように煌きらめかせた。

「私達にはできなかったことばかりですから」

　私……達？

　ベルクトは薄うすく笑った。

「昨日の話でお伝えしていなかったことが一つあります。そもそもヤリックはなぜ私を助けたのか、命の危き険けんを冒おかしてまで試作品のアニマを逃にがしたのか」

「それは……〈誘ゆう蛾が灯とう〉計画を馬ば鹿からしいと思ったからだろ。おまえの能のう力りよくを使えばザイと話し合えるかもしれないのに、自じ殺さつ覚かく悟ごの片かた道みち飛行だなんて」

「確たしかに」

　彼女はうなずいた。

「科学者としてそういう美び意い識しきが働いたのかもしれませんね。ですが答えはもっとシンプルです。彼と私はお互たがいを特別な異い性せいとしてとらえていました」

「特別な異性？」

　意い識しきが空白化する。一いつ瞬しゆん何を言われたか分からなかった。ちょっと待て。それってつまり。

「そういうこと？」

　馬鹿のように訊たずね返すとベルクトはうなずいた。細い顎あごを引き。

「私にはヤリックしかいませんでしたから、彼が私の親であり友であり、そして恋こい人びとでした。彼にとっては……どうだったんでしょうね、きっかけはよるべのない兵器を哀あわれに思っただけかもしれません。ですがゴーリキー公園で監かん視しから自由になる度たび、私達は距きよ離りを詰つめていきました。触ふれあって、互いの心を探さぐって、たまに恋愛小説で読んだ言葉を囁ささやきあったりして、あたかも普通の人間のように関係を築きずいていったんです」

　白い睫まつ毛げが下りた。薄うすい唇くちびるがほころぶ。

「そして施し設せつへの帰き還かん時間が近づくと彼はお決まりのように言いました。『僕が助けてやる』、『絶ぜつ対たいにおまえのことを守ってやるから』と」

　ああ。

　そうか。

　あまりにも単たん純じゆんで自然な動機だった。

　好きな女の子が死ぬのを見ていられないから。

　捨すて石になるのを許ゆるせなかったから。

　だから命を懸かけた、自らの祖そ国こくに抗あらがった。たった一人で、誰だれに助けを求めることもなく。

「すごい人だな」

　素す直なおにつぶやくとベルクトは「そうですか？」と苦笑した。

「結けつ構こう身勝手だと思いますけど。散々格かつ好こうよいことを言って、明るい未来を示しめしておいて、自分はさっさと退たい場じようしちゃうんですから。残された方はどうしたらいいんですか。おまけに記き憶おくは消されるし身よりなしで国外に放り出されるし、慧けいさん達が受け入れてくれなかったらどうなっていたか分かりません。ぞっとしますよ。同じ立場だったらどう思いますか？　途と方ほうに暮くれません？」

「まぁ、それは確たしかに」

「あと私が戦せん闘とうを怖こわがっていた理由、あれもヤリックのせいです。今だから分かりますけど自じ己こ保ほ存ぞんを優ゆう先せんするために危き機き的てき状じよう況きようからの忌き避ひプログラムを仕こまれてたんです。敵てきとの遭そう遇ぐうを回避して、空戦から逃のがれて損そん傷しようを抑おさえる。まったく、戦闘機にそんなもの入れてどうするんですか。本当に考えなしで、一方的で、人の気持ちなんて全然考えてなくて」

　言葉が途と切ぎれる。こみ上げる何かを抑えつけるように彼女は細い肩かたを震ふるわせた。茜あかね色いろの空を仰あおいで一ひと呼こ吸きゆう。

「私は……あの人と二人で生き残りたかったのに」

「ベルクト」

　沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　一分か二分か、永えい遠えんとも思える静せい寂じやくの後、アルビノの少女は柔にゆう和わな眼まな差ざしを向けてきた。

「慧さんは、グリペンのことをどう思っているんですか？」

「お、俺？」

　死角からパンチを打たれた気分。

「好きなんですか」

「……」

　真正面から問われると答えに窮きゆうする。視し線せんを逸そらし、鼻の頭を搔かきつつ。

「分からないよ。そんなことしげしげ考えたこともないし」

　ただ、と吐と息いきを漏もらし。

「あいつは俺にとってかけがえのない存そん在ざいだ。いなくなることなんて考えられないし、この世界がどうなろうと最後まで二人でいるんだろうなって、そう感じてる」

　ベルクトは微び笑しようした。満足そうに眦まなじりを緩ゆるめて。

「ではその関係を大切にしてください。あなた方二人の行く末はきっと他のアニマの希望になるでしょうから」

　希望。

　目の前の少女がたどりつきたくてもたどりつけなかった場所。

　視し線せんを上げる。沈しずみかけの太陽は彼女の願いの強さを示しめすように赤々と煌きらめいていた。




　屋上から戻もどると検けん査さ施し設せつにはグリペンが一人で座すわっていた。

　丁度最終メンテナンスが終わったところなのか、ピンクの検査着姿すがただ。前室の長なが椅い子すに腰こしかけ、飲むヨーグルトを大事そうに味わっている。

「ここ飲食禁きん止しだろ」

　後ろからたしなめると、びくりと肩かたが震ふるえた。両手で紙パックを抱かかえ振ふり向く様子は森の子リスみたいだ。無表情なまま目をしばたたいている。

「大だい丈じよう夫ぶ、取り上げたりしないから」

　灰はい色いろの瞳ひとみに狼ろう狽ばいの色を感じてなだめる。つかつかと歩み寄より橫に腰こしかけた。不思議そうな彼女の前で二、三回呼こ吸きゆうを繰くり返し。

「あのさ」

　膝ひざの上で両手を組む。

「人間とアニマが恋こい人びと同士になるってありえるのかな」

「？」

「いや、おまえ達って見た目は普ふ通つうの女の子なわけだしさ。誰だれかのことを好きになったり付き合いたいと思ったりするのかなと」
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「付き合う」

　グリペンは床ゆかに視し線せんを落とした。

「私と慧けいは付き合っていない？」

「……どうなんだろう」

「付き合うの定てい義ぎを教えてほしい」

「定義って言われるとな」

　告白して、デートして、記念日にプレゼントを贈おくりあって、あとは？　いやもちろん、男性的な欲よつ求きゆうとかあるのだろうけど。

　ちらと視線を向ける。

　飴あめ細ざい工くのような唇くちびるはつやつやと輝かがやいて、見ているだけで触さわりたくなってくる。初めて会った時キスしたんだよな。気づけば鼓こ動どうが高鳴っている。赤くなった頰ほおを隠かくすように顔を背そむけた。

「お互たがいのことを大切に思って、ずっと一いつ緒しよにいたいって感じてることかな」

　精せい一いつ杯ぱい考えて答えると、グリペンは首を傾かしげた。

「私は慧と一緒にいたい」

「うん」

「慧は？」

「俺もかな」

「じゃあ、付き合ってる」

「ううん」

　何かしっくりこない。分かりきっていることを互いに再さい確かく認にんして「だから恋こい人びと同士」というのはどうにも違ちがう気がした。恋愛っていうのはもっとこうドラマティックな展てん開かいを経へて、と思うのは自分がお子様だからだろうか。

　分からん。

　諦あきらめてかぶりを振ふる。ベルクトの話を聞いて、グリペンとの関係をもう一度考え直してみたがやはり今は「対ザイ戦のパートナー」という単語が一番腑ふに落ちた。ともに空を征ゆき未来を切り開く仲間、戦友。

　ただ、今までがそうだからと言って、別に今後も同じ必要はない。

「今度の作戦から帰ったらデートするか？」

　意を決して提てい案あんしてみる。

　グリペンは少しびっくりしたように目を見開いた後、こくりとうなずいた。




　　　　　　　　　　＊





硫い黄おう島とう沖南西六百キロ、フィリピン海上空




八月二十九日午前十時






　南国の空は藍あいを溶といたように鮮あざやかだった。天てん頂ちようの太陽があまねく視し界かいを照らし、大気をさんざめかせている。海うな原ばらは無数の光の粒つぶをはらみ、波の動きに合わせて白く輝かがやいていた。沖おき縄なわの海より更さらに原色が強い。流れる雲さえもが鋭えい角かく的てきな陰いん影えいを持っている。針はりのような陽光に目をすがめていると頭上を六機編へん隊たいのＦ─15Ｅが駆かけ抜ぬけていった。グアム配はい備びの米空軍機だ。続けて空自のＦ─15Ｊ、Ｆ─２が姿すがたを現あらわす。

「すごい眺ながめだな」

　感かん嘆たんの呻うめきに後席のグリペンが「うん」と答える。

　総計百機以上の戦せん闘とう機きが周囲を進んでいた。

　北ほく緯い19度48分、東とう経けい１３９度７分。

　硫黄島飛行場を飛び立ったＢＡＲＢＩＥ隊は数回の空中給油を経て作戦部隊本隊と合流していた。上海シヤンハイ攻こう略りやく戦せんで半はん壊かいした空くう母ぼ航こう空くう団だんに代わり今回は空軍機が主力となっている。臨りん時じの統とう合ごう司令部もグアムのアンダーセン空軍基地に置かれているという話だった。

　空を埋うめ尽つくす銀ぎん翼よくに息を吞のんでいるとインカムからファントムの声が響ひびいてきた。

『向こうは向こうで珍めずらしがってるようですよ。先ほどから無線が色々飛び交ってます。「リヒトホーフェン」だとか「パワーレンジャー」だとか』

「なんだそれ？　俺達の色のことか」

『ええ、ライノは海軍所しよ属ぞくでしたから、空軍はあまりドーターに馴な染じみがないのかもしれませんね。「あんなにキラキラ光って、日本人はアクロバット機でも連れてきたのか」と言われてますよ』

　まぁ無理もないか。真っ赤なグリペンに山やま吹ぶき色いろのイーグル、紫むらさき色いろのバイパーゼロ。まともな戦場なら絶ぜつ対たいにありえない配色だ。迷めい彩さいや低てい視し認にん性せいなどどこ吹ふく風といった感じ。

『ただ、一番驚おどろいているのはやはり「彼女」の姿のようですけど』

　ファントムがつぶやいた瞬しゆん間かん、ごうっと大気が震ふるえた。

　左手から巨きよ大だいな柱が浮うかび上がってきた。白い蒸じよう気きをたなびかせつつ迎むかえ角調整、周囲と機速を合わせる。全長はＦ─15の四倍以上あるだろうか。異い様ようなシルエットもあいまり圧あつ倒とう的てきな存そん在ざい感かんを放っている。胴どう体たい中央部には白い前ぜん進しん翼よくの戦せん闘とう機きが背負式ピギーバツクで搭とう載さいされていた。ダイレクトリンクの影えい響きようか、柱自体も銀色に発光している。

　ノイズが走る。全作戦機に無線が響いた。

『ＢＡＲＢＩＥ05──ベルクトより各機。〈サーフボード〉の動作は安定、エアブリージングエンジンの出力も正せい常じようです。吸きゆう気きモードで順調に作動中』

「サーフボードね」

　言い得て妙みようだった。大気という波を滑すべる全長八十メートルのロングボード、操あやつるはロシア製せいのイヌワシ。アルビノの猛もう禽きん。

　スカイロンの開発者もまさかこんな使われ方をするとは考えてみなかっただろう。ザイを振ふり切るブースター、しかも積み荷は戦せん闘とう機きときた。

『ＢＡＲＢＩＥ隊、聞こえるか。俺だ、八や代しろ通どおりだ』

　グアムの八代通からだった。周囲は米軍人ばかりだろうに、相変わらず気き負おいのない声だ。尊そん大だいに顔を上げている様さまが目に浮うかぶ。

『敵てき集しゆう団だんは四十分前に第一列島線を通つう過か、そちらに向けて移い動どう中ちゆうだ。数は不明、とにかくとんでもない規き模ぼらしい。天の川が地上に降おりてきた、と海保の巡じゆん視し船せん員いんが話してたそうだ。まぁだいたいどんなことになってるか想そう像ぞうはつくな』

　ごくりと息を吞のむ。八代通は一方的に言葉を続けた。

『接せつ触しよく予定時じ刻こくは一〇四三、約三十分後だ。最後にもう一度作戦の流れを説明しておくぞ。ＢＡＲＢＩＥ隊はこのまま高度四千メートルで南南西に移動、敵機を視し認にん後、進路を東に変へん更こうする。ベルクトを先頭に後続の四機が壁かべを作るイメージだ。近づくザイは一機残らず叩たたき落とせ。ただ念を押おしておくが深追いは禁きん物もつだ。なるべく敵集団がまとまった形でついてくるようにすること。いいな』

「はい」

『終着点ターミナルポイントには既すでに核かく弾だん頭とう搭とう載さいの無人飛行船が展てん開かいしている。高度二万の成せい層そう圏けんに三機、十キロ間かん隔かくで正三角形のフォーメーションを作っている。この下──高度四千メートル空くう域いきにザイを誘さそいこむまでが第一フェーズだ。第二フェーズに入ったら護ご衛えい機きは全力で退たい避ひ、ベルクトはエンジンモードをクローズドサイクルに変更して垂すい直ちよく上じよう昇しよう、成層圏を突破する。ザイが追つい随ずいできなくなったのを見計らって弾頭を起き爆ばく、それで全て終わりだ』

『起爆信号の送出は私でいいのですよね？』

　ファントムが口を挟はさむ。八代通は『ああ』と肯こう定ていした。

『米軍は嫌がったがな。ＥＰＣＭ下でまともに通信ができるのはおまえ達だけだろう。タイミング含めて全て任まかせる。遠えん慮りよなしにぶちかましてやれ』

『委い細さい承しよう知ち』

『他に質しつ問もんは？』

　無線に微び細さいな雑ざつ音おんが混まざり始めている。ザイの接せつ近きんに従したがってＥＰＣＭ強度が増ましているのだろう。通つう常じよう無む線せんでの会話はそろそろ限げん界かいのようだった。

　たっぷり十秒ほど間を置いて八代通は『よし』とうなずいた。

『じゃあ始めるとしよう。何、ただ南の海に飛んで帰ってくるだけだ。全てが順調にいけば空戦の必要もない。とっとと終わらせてグアムでの休きゆう暇かを楽しむとしよう。こっちのビールはなかなかいけるぞ』

「未成年がいるんですけど」

　低い笑い声とともに通信が途と切ぎれた。

　空気が硬かたさを増ます。気のせいか周囲の気温が下がったように思えた。西の空から激はげしい圧あつ力りよくを感じる。肌はだが寒気を感じたように粟あわ立だった。

『展てん開かい中ちゆうの全ユニットに通達、こちらＢＡＲＢＩＥ03、ファントム。以い降こうのデータリンクは私がハブになります。チャンネルを＃２に変へん更こう。対ＥＰＣＭ手段ＥＰＣＣＭスタンバイ』

　多た機き能のうディスプレイの表ひよう示じが一いつ瞬しゆん乱みだれた後、安定する。戦せん術じゆつマップに周囲の味方機が現あらわれた。ベルクトを中心に多た層そうの輪りん形けい陣じんが組まれている。その更さらに外周を警けい戒かい用ようの無人偵てい察さつ機きが飛行していた。

「空戦の必要なし、ね」

　これだけ重じゆう防ぼう御ぎよ隊たい形けいを組ませておいてよく言う。多分、人類史上最強クラスの航空戦力が目の前に展開されているのだろう。国家同士の戦いなら比ひ肩けんするものなしの戦力。問題は接せつ近きんしつつある脅きよう威いがこの十倍近いということだ。

（千機以上のザイ）

　想そう像ぞうもつかない。十機、二十機相手でも絶ぜつ望ぼう的てきな戦いを強しいられてきたのだ。桁けたが二つ異ことなる兵力に果たして対たい処しよしきれるのか。うまくいけばザイの大だい勢せい力りよくを消しよう滅めつさせられるだろうが、いかなかったら？　無数の敵機が太平洋に解とき放たれる。ハワイ、オセアニア、東南アジア、あらゆるところに災さい厄やくがまき散らされる。

　ぶるりと震ふるえが走る。炎えん上じようする小こ松まつの町まち並なみが、灰かい燼じんと化す基地が思い浮うかんだ。炎ほのおに包まれる明華ミンホアや舟ふな戸と達。くそっ、冗じよう談だんじゃない。

「慧けい」

　こちらの不安が伝わったのか、グリペンが呼よびかけてくる。「大だい丈じよう夫ぶだ」と深しん呼こ吸きゆうした。

「ちょっと展開がめまぐるしすぎて戸と惑まどっただけだ。八や代しろ通どおりさんの言う通り南の海に行って帰ってくるだけだもんな。気楽にやるさ」

「うん」

　ビープ音が響ひびいた。無人偵察機からの情報がディスプレイに現れる。

　敵てき前ぜん衛えいと遭そう遇ぐう。二番機、三番機、ロストコンタクト、四番機がフォローに回る。敵現げん在ざい位い置ちはベクター２２０、距きよ離り百ノーティカルマイルから接せつ近きん中ちゆう、十分後に本隊と接せつ触しよく。

「来た」

　西の空が煌きらめく。カメラのフラッシュがまたたくように無数の光の粒つぶが弾はじけた。いや粒どころではない。帯だ。大気が発光しそのまま長大な壁かべとなって押おし寄よせてくる。無人機のものと思われる爆ばく発はつがそこかしこで生じた。

『全機戦せん闘とう態たい勢せい！　ターミナルポイントに移い動どう開始！　ＳＱ４、ＳＱ５は敵てき突とつ出しゆつ機きの邀よう撃げきに向かってください。……速い！』

　ファントムの声に答えて後方の米軍機が転進する。増ぞう槽そうを切り離はなし右手の脅きよう威いに向かっていった。間を置かず、ミサイルの排はい気き炎えんと機き関かん砲ほう弾だんの軌き跡せきが蒼そう空くうを裂さく。

　縮ちぢみ上がりそうな心を奮ふるい立たせ操そう縦じゆう桿かんを左に倒たおした。左さ舷げん前方にスカイロンの巨きよ体たいを認みとめながら旋せん回かい、追つい随ずいする。目的地までの距きよ離りがディスプレイに表ひよう示じされた。あと三百キロ、時間にして十八分。

「ＳＱ４、ＳＱ５全ぜん滅めつ、ＳＱ13、交戦開始。ＳＱ２に援えん護ご要よう請せい」

　グリペンが淡たん々たんと状じよう況きよう報ほう告こくする。戦せん術じゆつマップの下側が敵てき影えいに埋うめ尽つくされていた。ガラス細工の津つ波なみがひたひたと迫せまってくる。東進する日米軍をザイが西から追いかける形だ。輪りん形けい陣じんから迎げい撃げき機きが次々向かっていくが、一向に攻勢の緩ゆるむ様子はない。うちいくつかの敵マーカーが防ぼう衛えいラインを抜ぬけた。

「っ」

　指示を受ける前に翼つばさを翻ひるがえしていた。マスターアームＯＮ。

「ＢＡＲＢＩＥ01よりＢＡＲＢＩＥ03、接せつ近きん中ちゆうのボギーを叩たたく。ベルクトの援えん護ごは任まかせた」

『あ、慧さん』

　ファントムの声を最後まで聞いている余よ裕ゆうはなかった。振ふり向けばもうすぐそこに敵機が迫っている。全部で三機、長大な光の帯を背はい景けいにして突つっこんでくる。まさしく天の川が地上に降おりてきたようだ。だが圧あつ倒とうされている暇ひまはない。モニタの表ひよう示じに集中、ターゲットコンテナに接近中の機影をとらえてミサイル発はつ射しや。

　紅ぐ蓮れんの花が空に咲さいた。〈誘ゆう蛾が灯とう〉の能のう力りよくのせいか、敵の動きは常つねより単調だ。最短距離でこちらに突つき進んでくる。とはいえ攻こう撃げき本ほん能のうまで失われていないのだろう、生き残った敵機が機首を煌きらめかせた。機関砲弾の軌跡が迫ってくる。機体を横転させて回かい避ひ。そのまま高速ですれ違ちがいドッグファイトに入る。砲撃で牽けん制せいしつつロックオン、ＦＯＸ２。

「キル」

　撃げき墜つい報ほう告こくをした瞬しゆん間かん、直上で爆発音が響ひびいた。黒こく煙えんを引きザイが落ちてくる。山やま吹ぶき色いろの機き影えいが駆かけ抜けていった。

『貸かし一ね！』

　イーグルの声に「むぅ」とグリペンが唸うなる。どうやらこちらを狙ねらっていた敵を墜おとしてくれたらしい。得意げに翼つばさを振り敵てき編へん隊たいに向かっていく。あちこちで続け様ざまに火球が生じた。

「撃てば何かにあたりそうだな」

　かすれ声は上ずっていた。視し界かいの端はしから端までザイが確かく認にんできる。別に照しよう準じゆんするまでもなくミサイルを撃てば一機、二機は墜とせるだろう。だがそんな戦い方をしていたらまたたく間に弾切れとなる。戦闘能力を失う。自分達の役やく割わりはベルクトの護衛だ。作戦の本質を見失ってはいけない。

　戦術マップを確認、敵味方の距離を測り突とつ出しゆつした敵のみを叩いていく。米軍・空自の奮ふん戦せんもあり多た層そうの輪りん形けい陣じんを突とつ破ぱするザイはいない。何機かが外周の防ぼう衛えいラインを抜ぬくもその内側でインターセプトされる。

『ＢＡＲＢＩＥ05、ターミナルポイントまであと五十三ノーティカルマイル』

　ファントムが静かに告げる。残り六分。大だい丈じよう夫ぶ、この調子ならいけると思った時だった。

　敵てき編へん隊たいの中で何かがまたたいた。十、二十、三十、なんだ？　爆ばく発はつ？

『いけない！　ＬＲ─ＡＡＭです！　みなさん、避よけて！』

　悲鳴のようなベルクトの声。続けて激はげしいミサイルアラートが鳴り響ひびく。

　無数の白はく煙えんが迫せまってきた。慌あわててブレイクするとミサイルと言うにはあまりにも長大でグロテスクな円柱が視し界かいを駆かけ抜けていった。途と中ちゆうでブースターを切り離はなし再加速、輪形陣の後こう尾びに突つっこむ。

　凄すさまじい量の爆発が生じた。翼つばさを失った米軍機が、胴どう体たいを叩たたき割わられた自じ衛えい隊たい機きが海に墜おちていく。

「な、なんだ？　あれ」

　ファントムが歯ぎしりした。

『長ちよう距きよ離り空対空ミサイルです。彼ら、私達が陣じん形けいを崩せないと知って誘ゆう導どう性せい能のうの低いアウトレンジ兵器を撃うちこんできたんです。こちらが散開できれば大した脅きよう威いではありませんが、今の密みつ集しゆう隊たい形けいだと』

『第二波、来ます！』

　ベルクトの警けい告こく。再ふたたび敵編隊に光が生じる。為なす術すべもなくミサイルの雨が着弾、陣形後部の編隊がごっそりと削けずられる。わずか数分で整然としていた輪形陣が穴あなだらけになっていた。生き残った機体も狼ろう狽ばいした様子で機動を乱みだしている。

『みなさん！』

　ベルクトが悲ひ痛つうな叫さけびを上げた。

『陣形を解いて！　散開してください！　このままだと全ぜん滅めつ──』

『そんなことをしたらあなたが狙ねらい撃たれるだけです。機動性の低いスペースプレーンで殺さつ到とうするミサイルをどうかわすつもりですか』

　ファントムの声は厳きびしかった。『で、でも』という反はん論ろんを冷たく遮さえぎる。

『そしてあなたが撃げき墜ついされれば、ザイは目的地を見失い拡かく散さんします。そうなったらもう事じ態たいを制せい御ぎよすることは不可能になります。いいですか、あなたは今絶ぜつ対たいに墜ちてはならないんです。他の全機が失われようとあなただけは飛び続けなければいけない。目的地にたどりついてもらわないと』

『……』

『分かったら黙だまって前に進んでください。後ろのザイをなんとかするのは私達の役目です。人の仕事を取らないでください』

　慧けいさん、と口く調ちようを切り替かえる。

『今から全作戦機に後方へ向けてミサイルを撃うたせます。コントロールを渡わたしますからグリペンに制せい御ぎよさせてください。グリペン、管かん制せいデータを共有します。クラウドシューティングモード』

「え？　ど、どういうことだよ」

　回答を待つ間もなく、前方の護ご衛えい部ぶ隊たいがミサイルを発はつ射しやした。数十個の排はい気き炎えんがまたたいた後、ぐるりと百八十度ターンする。レーダー画面に管制下のミサイルが表ひよう示じされた。

　がくりと翼つばさが震ふるえる。グリペンの演えん算ざんパワーがミサイルの制御に取られているせいだろう。機体の安定性が極きよく端たんに落ちている。しっかり操そう縦じゆう桿かんを握にぎっていないとあっという間に墜つい落らくしてしまいそうだ。

　畜ちく生しよう、何を考えてるんだファントム。こっちのミサイルは短たん距きよ離り戦せん用ようだ。いくらグリペンの誘ゆう導どう能のう力りよくがあったって敵編隊にはぶつけられないぞ。だいたいこうしている間にも連中はまた長距離ミサイルを。

（あ）

　理り解かいした。理解できた。彼女が自分達に何を求めているか、させようとしているか。

『第三波！』

　ベルクトの警けい告こく。敵てき陣じんから死の槍やりが放たれる。間かん髪はつ入いれずかぶせるように叫さけんだ。

「グリペン、ぶちかませ！　あいつら全部撃ち落としてやれ！」

　目標はザイではない。飛来する長距離ミサイル。

　刹せつ那な、五十近くの味方ミサイルが加速する。見えざる弓きゆう兵へい隊たいが一いつ斉せい射しや撃げきしたように輪りん形けい陣じん後方へと飛ひ翔しようしていった。連れん鎖さ的てきな爆ばく発はつが敵ミサイルを遮さえぎる。炎ほのおがシーカーを焼き、安あん定てい翼よくを裂さき、ブースターをねじ切った。

　一部撃ち漏もらした弾だん頭とうが炎を孕はらみ突とつ進しんしてくるが、イーグルが機き関かん砲ほう弾だんで始末した。再度前方の戦せん闘とう機き隊たいがミサイルをリリースし、グリペンにコントロールを預あずける。迎げい撃げき準じゆん備び。

『あと三十ノーティカルマイル』

　ファントムの声。

　飛来するミサイルにミサイルをぶつけ、突出してくる敵機を迎撃し、ほころんだ輪形陣を再さい構こう成せいし。

『二十ノーティカルマイル』

　ディスプレイ上の距離表示がカウントダウンを開始する。展てん開かいする飛ひ行こう船せん群ぐんの直下、中心点に向かってベルクトが近づいていく。残り十九、十八、十七。

　激はげしい爆発が周囲で続け様ざまに生じた。ミサイルの迎撃が間に合わなくなっている。グリペンの演算能のう力りよくももう限げん界かいなのだろう。荒あらい息いき遣づかいが背はい後ごから聞こえてきた。

　白はく煙えんを突つき抜けて敵ミサイルが飛来する。全部で三、いや四発。

『こっ……のぉっ！』

　イーグルの砲ほう撃げきで二発が弾はじけ飛ぶ。だが残りの弾だん頭とうはベルクトへの衝しよう突とつコースに乗っていた。自じ衛えい隊たい機きの機関砲弾をくぐりぬけ接せつ近きん、米軍機が体当たりで止めようとするも接近するザイに撃げき墜ついされた。

『ベルクト！』

　悲鳴のような呼よびかけに、白い怪かい鳥ちようの姿すがたがびくりと震ふるえた気がした。間に合わないと知りつつ操そう縦じゆう桿かんを倒たおす。不安定な機体を旋せん回かいさせ、敵てきミサイルに追いすがった時だった。

　火花が弾けた。ストロボライトのような光が帯状に広がり、ベルクトの後方を覆おおう。

　細かな爆ばく発はつが連続して生じた。炎と破は片へんが敵ミサイルを蜂はちの巣にする。爆散。一体何が、と思っているうちに上方を紫むらさき色いろの煌きらめきが駆かけ抜ぬけていった。

　曲線的な機体が陽光を照り返す。バイパーゼロだ。そのまま直上のザイを撃墜、返す刀でもう一機を叩たたき落とす。

「な、何をしたんだ今、あいつ」

「空対空ロケットの子弾で弾だん幕まくを張はった。時じ限げん信しん管かんだから多分あらかじめ敵のミサイルが抜けてくるのを予よ測そくしていたはず。でないとあのタイミングで命中させられない」

　グリペンの説明に絶ぜつ句くする。これだけ大量の機体が動き回っている中、ピンポイントで敵ミサイルの軌き道どうを予測した？　到とう達たつの時期も含ふくめて？　相変わらず無茶苦茶な機体だ。というか何種類武ぶ器き装そう備びしてるんだ、あいつ。海うみ鳥どり島じまの時も誘ゆう導どう爆ばく弾だんとかクラスター弾とか撃うちまくってたし。同じ戦せん闘とう機きとは思えない。喘あえぐような声を漏もらした時。

　電子音が響ひびいた。

　ディスプレイの残ざん距きよ離り表ひよう示じがゼロになっている。高度四千メートルでターミナルポイント到とう達たつ、護ご衛えい任にん務む完かん了りよう。

『ＢＡＲＢＩＥ05、フェーズ２に移い行こうします。エンジン出力上じよう昇しよう、軌道投入プログラム開始』

　スカイロンの巨きよ体たいがゆっくりと上向いていく。翼よく端たんのエンジンが鮮あざやかな光を放った。激はげしい煙けむりを引きながら天てん頂ちように狙ねらいを定める。

『では行ってきます。みなさん、また後ほど』

　上昇開始、先ほどまでの鈍どん重じゆうさが噓うそのように高速で飛ひ翔しようしていった。

　星を目指す船、純じゆん白ぱくのスペースプレーン。ザイ達もまた吊つられるように上昇していく。煌きらめくガラスの翼つばさがまるで光の鱗りん粉ぷんのようだ。ベルクトを先頭に無数の光点がまたたいている。

「慧けい、見とれている暇ひまはない。早く逃にげないと」

「あ、ああ、そうだな」

　ここは核かくの機き雷らい原げんだ。まごまごしていたら巻まきこまれる。獲え物ものと一いつ緒しよに焼きつくされる。

『全機退たい避ひ開始、最大出力』

　ファントムの声が呼よび水となったように輪りん形けい陣じんが崩くずれる。四方八方に日米軍機が散っていった。燃ねん料りようも気にせず南国の水平線に飛び去っていく。空白化した空くう域いきに代わりになだれこんでくるのはザイの本ほん隊たいだ。あたかも真空の筺はこに穴あなが空あいたかのごとく、ガラス細工の濁だく流りゆうがキルゾーンを満たす。

　起き爆ばくタイマーが開始される。ザイとベルクトは空を駆かけ上り飛行船の展てん開かい高こう度どに近づいていった。一足早くベルクトが高度二万を通つう過か、更さらに上昇スピードを上げる。

『クローズドサイクルモードに移行、インテーク閉へい鎖さ、液えき体たい酸さん素そ注入開始』

　ベルクトの声に焦あせりはない。淡たん々たんと事前に定てい義ぎされた手順をこなしていく。ザイは追いつけない。大たい気き密みつ度どの低下に阻はばまれ速度を失っていく。気のせいか先頭集しゆう団だんが拡かく散さんしているように思えた。後続との速度差で団だん子ご状じよう態たいになっているのか、いや。

「ちょっと待て」

　おかしい、敵てきの進路がぶれている。ベルクトを目指しているように見えない。これは、この方角は。

「おい、奴やつら飛行船に向かってるぞ！」

　核の存そん在ざいに気づいたのか、一部の編隊が本隊から離はなれている。高速で飛行船に向かい突つき進んでいた。ガラス細工の翼つばさからミサイルがリリース、高空を駆け上る。

『問題ありません、今更気づいてももう手て遅おくれです』

　ファントムの声と同時に空気が揺ゆれた。上昇中のミサイルが胴どう体たいを焼き切られ爆ばく発はつする。二発目も三発目も同じだ。雲が貫かん通つうされ大気が震ふるえる。上空から見えざる鎌かまが振ふり降おろされている。

『レーザーＣＩＷＳはザイの専せん売ばい特とつ許きよではないということです。無人飛行船にありったけの近きん接せつ防ぼう御ぎよ兵へい器きを積みこみました。敵を撃げき退たいするのは不ふ可か能のうでも爆発までの時間は十分稼かせげるはずです』

　起爆タイマーが時を刻きざむ。残り十三秒。ミサイルの無力さに気づいたザイが速度を上げ砲ほう撃げき圏けん内ないに飛行船をとらえようとする。更なる迎げい撃げき機きが本隊から飛び出して先発隊に続いた。だが遠い。

　はっ、とファントムが嗤わらった。遮しや二に無む二に殺さつ到とうするザイを見て、勝利を確かく信しんした様子で。

『十秒遅おそい！　私達の勝ちです！』

　瞬しゆん間かん、凄すさまじい爆発が上空で生じた。眩まばゆい火球が広がり空が真っ暗になる。太陽が増ぞう殖しよくしていた。六つ、いや七つか。激はげしい轟ごう音おん、ついで地鳴りのような衝しよう撃げき波はが押おし寄よせてくる。

　起爆したのか？　いや、だが何かがおかしい。想そう像ぞうしていたよりずっと小しょう規き模ぼだし何より火球が多すぎる。

『な……』

　呆ぼう然ぜんとファントムがつぶやく。魂たましいを抜ぬかれたような声で。

『噓うそ、こんなことって』

「おい、どうしたファントム、何が起きたんだ」

　必死に呼よびかけると『核かくです』とかすれ声が返ってきた。

『彼らは自分達が巻まきこまれること覚かく悟ごで戦せん術じゆつ核かくを使ったんです。より威い力りよくの大きい我われ々われの戦せん略りやく核かくを吹ふき飛ばすために。多分今ので百機以上墜おちたはずですが、我々の切り札は無む効こう化かされました。ザイの主力は……健けん在ざいです』

　っ！

　敵てきマーカーの群むれが動き始める。上じよう昇しようを停止し東の方角にゆっくりと移い動どうしていく。

　ディスプレイを操そう作さしてぞっとなる。ベルクトが高度を下げていた。中ちゆう間かん圏けんを抜ぬけたあと事前のプログラムに従したがい滑かつ空くうし始めている。ザイはそのあとを追っていた。

『敵てき編へん隊たい接せつ近きん！　全機緊きん急きゆう退たい避ひ！　散開してください！』

　光の帯が迫せまってくる。後方に位置していた戦せん闘とう機き部ぶ隊たいがまたたく間に吞のみこまれた。小しよう規き模ぼな炎ほのおが弾はじけてはガラスの暴ぼう風ふうに覆おおい隠かくされる。

　くそっ！

　反はん射しや的てきに機体を反転させていた。ことここに至いたった以上逃にげていられない。味方が退避するまで時間を稼かせがなければ。いやそれだけでは足りない。目の前の災さい厄やくを少しでも減へらさないと、撃うち落とさないと。今のまま進まれたら沿えん岸がんの都市がどうなるか分かったものではない。

「行くぞ、グリペン。ギリギリまで粘ねばって連中を食い止める」

　覚かく悟ごを決めて呼びかけた瞬しゆん間かん。

『その必要はありません』

　静かな、落ち着いた声が無線から響ひびいてきた。発信元はＢＡＲＢＩＥ05。

「べ、ベルクト？」

『大だい丈じよう夫ぶです、彼らは私が連れていきますから』

「連れていくって、おまえ」

　はっとなった。

「まさか中国に戻もどる気か。奴やつらを誘ゆう導どうしてそのまま自じ爆ばくするつもりじゃ」

『……』

「おい！　おいベルクト！」

『慧けいさん』

　ノイズ混まじりの声は穏おだやかだった。

『ここから見える景色は本当に綺き麗れいです。青と白の鮮あざやかな水の惑わく星せい、多分人間とザイが一いつ緒しよにこの風景を見たら、戦いなんて馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるんじゃないでしょうか。真っ青な地平線に見とれて、いがみ合う気持ちさえ薄うすれてしまいそうに思います』

「何を」

『忘わすれないでください。多分、本ほん質しつはすごく単たん純じゆんな話なんです。私がヤリックを好きになったように、あなたがグリペンと一いつ緒しよにいるように。シンプルな願いや思いが根底にある。だから諦あきらめないで前に進み続けてください、今の自分を保たもち続けてください。そうすればきっと』

　雑ざつ音おんが強くなる。

　ガラスの竜たつ巻まきが歩みを止め逆ぎやつ行こうし始めた。スカイロンの軌き道どうが変わっているのだろう。遥はるか上空の目標を仰あおぐように西へと進んでいく。

「ベルクト！」

　蒼そう空くうに向かって叫ぶ。遠ざかるイヌワシを見つけようと必死で目を凝こらした。だが発見できない。空はひたすら青く茫ぼう洋ようと広がっている。

「慧けい、無理、追いつけない」

　グリペンが警けい告こくする。気づけばスロットルを全開にしていた。複ふく数すうのアラートが連続して鳴り響ひびいている。

「燃ねん料りようがもたなくなる。アイ・ハブ・コントロール」

　操そう縦じゆう桿かんの手て応ごたえがなくなる。エンジン音が低くなり機体が減げん速そくしていった。

　ガラスの壁かべが遠ざかっていく。ＥＰＣＭのノイズが収おさまっていく。

　通信はもう繫つながらなかった。
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中なか町まち、小こ松まつ市




八月三十一日午後七時十分






「買い物、洗せん剤ざいと醬しよう油ゆだけでいいのか？　そろそろ出かけたいんだけど」

　台所から「あー、ちょっと待って！　今行くから」と声が響ひびいてくる。棚たなを開け閉しめしているのは生活用品の不足を確かく認にんしているのか。食器や掃そう除じ道どう具ぐの鳴る音が間かん断だんなく聞こえてくる。夜七時のテレビニュースに換かん気き扇せんの動作音、キッチンの水音もあいまりかなり騒そう々ぞうしい。窓まどを閉しめ切っているからよいものの、そうでなければかなり近きん所じよ迷めい惑わくだろう。

　騒々しい足音とともにポニーテールの少女が廊ろう下かに出てきた。片かた手てに走り書きのメモを持っている。靴くつを履はいている自分に差し出し。

「はい、これ買ってきてほしいもの。あとお金も、三千円あれば足りるよね」

「ん」

　ざっと目を走らせ渋じゆう面めんになる。かなり品目が多い。清せい掃そう用よう品ひんにミネラルウォーター、生せい鮮せん食しょく料りよう品ひん、某ぼうドラッグストアの限げん定てい商しよう品ひんまである。いくつか店てん舗ぽを梯はし子ごする必要がありそうだ。

　むぅと鼻を鳴らし。

「ったく、こんな時間に勘かん弁べんしてくれよ、明華ミンホア。夏休み最後の日くらいゆっくりしたいんだけど」

「最後の日になるまでまともに帰ってこなかったのは誰だれ？　おまけに昼はずっと寝ねてるし、あたしだけで食材買い出しに行くの大変だったんだからね」

　だから買い忘わすれ品の購こう入にゆうくらい当然だろう、と言わんばかりの顔。

　まぁ、確たしかに明日から自分達は学校だ。自由な時間は減へるし今日のうちに家事をすませておきたい気分は分かる。分かるのだが、この量は。

「何？　なんか言いたいことあるの？」

「ありません」

　これ以上抵てい抗こうすると余よ計けいなことまで問い詰つめられそうだ。昨日までどこに行ってたの？　何をやっていたの？　とか。

　諦あきらめて自転車のキーをつかむ。立ち上がって肩かた越ごしに振ふり返った。

「んじゃ行ってくるよ。とりあえず手近な店回って、見つからないものはまた明日」

「全部買い終わるまで帰ってきちゃだめ」

「八時まで頑がん張ばってだめだったら……」

「九時まで頑張ればいいんじゃない？」

「鬼おにか」

「聞こえない」

　むくれ気味に顔を逸そらす。

　溜ため息いきを一回、扉とびらを開けかけて「ああ」と声を上げた。

「そういえば明華ミンホアさ、ひょっとして昨日日本が終わっていたかもと聞いたらどう思う？」

「え？　何それ」

　ぱちぱちと目をしばたたく。

「どういうこと、漫まん画がか何かの話？」

「漫画……いや」とかぶりを振ふる。

「そうだな、漫画みたいな話だった。悪い、なんでもないよ、じゃあ行ってくる」

　怪け訝げんそうな彼女を残し玄げん関かんから出る。

　ねっとりと粘ねばついた熱気が迫せまってきた。八月最終日とは言え気き候こうはまだ夏真まっ盛さかりだ。こんな中、ロードサイドのドラッグストアやコンビニを回るかと思うと気が滅め入いる。だが選せん択たくの余よ地ちはなかった。

　アコーディオン扉とびらを開けて自転車を出す。買い物メモを胸むねポケットに突つっこみ走り出した瞬しゆん間かん。

　ブゥン。

　携帯が震ふるえた。追加の買い物か？　と身み構がまえるもメッセージの主は明華ではなかった。

　発信者は──グリペン。

『今話せる？』

　短い本文に『どうかしたのか』と返す。ややあって戻ってきたメッセージには『声が聞きたい』とだけ書かれていた。

　ん。

　何か妙みように気き恥はずかしくなり頰ほおを搔かく。『分かった』と返信しかけてふと指を止める。一いつ旦たん入力した文字を消し、かわりに『今から会えるか？』と打ちこんでみた。

『うん』

　返事はすぐに送られてきた。




　グリペンは基地の正門にいた。

　警けい衛えい所じよ脇わきのベンチにちょこんと腰こしかけている。夜よ闇やみの中、外灯に照らされている様子はまるで保ほ護ご者しやを訪たずねてきた子供のようだ。実じつ態たいはまったく逆ぎやくでむしろ来らい訪ほう者しやの自分が待たれているわけだが、ぱっと見でそれと分かる人間はまずいまい。

「出てきてよかったのか？」

　小走りに近ちか寄よると彼女はうなずいた。

「ハルカには了りよう解かいを取っている。『なんなら外がい泊はくしてもいい』と言っていた」

「それはさすがにまずいだろ」

　どこに泊とまるんだ。自じ宅たくに連れ帰ったら明華が卒そつ倒とうするぞ。

　周囲を見み渡わたす。夜とはいえ正門前の人目は多い。警けい衛えいの隊たい員いんや出入りの業者がちらちらとこちらをうかがってくる。落ち着かない。

「ちょっとそのあたり散歩するか」

　明華ミンホアには「郊こう外がいの店まで足を伸のばしてくる」とメールしてある。十分くらいなら寄より道も許ゆるされるだろう。

　入にゆう館かん証しようを示しめして基地構こう内ないに入った。自転車を引き、施し設せつとは反対側、グラウンド方面に向かっていく。

　暗い車道を歩いているとグリペンが二の腕うでをつかんできた。柔やわらかな掌てのひらの温もりが袖そで越ごしに感じられる。とくとくと高鳴る鼓こ動どうが夜の静せい寂じやくに広がっていった。

　灯りが減へるにつれ夜空の輝かがやきが強くなっていった。満天の星が圧あつ倒とう的てきな質しつ感かんを伴ともない迫ってくる。

　グリペンが立ち止まった。灰はい色いろの目に星明かりを映うつし。

「あれ」

　空の一角を指さす。

「ベルクトかも」

　一いつ瞬しゆん息を吞のみ顎あごを持ち上げた。

「見えるのか」

「見えてもおかしくない。低てい軌き道どうだから、時間帯と方角さえ合えば確かく認にんできるはず」

　目を凝こらすもいまいちどれだか判はん然ぜんとしない。ううん、と首を傾かしげているとグリペンは「違ちがうかも」と続けた。

　おい。

「衛えい星せい軌き道どう上じようの人工物は多いから、特定は困こん難なん。今度きちんと調べておく」

「つまり今のは当てずっぽうってことか」

「仮か説せつの提てい示じ、人聞きの悪い言い方はやめるべき」

　……。

　こいつ意外に屁へ理り屈くつ多いよな。負けず嫌ぎらいなだけかもしれないけど。

　溜ため息いき交じりに空を見上げる。

（ただ、まぁ）

　片かた目めをすがめ。

（あの中にあいつはいるはずなんだよな。撃げき墜ついされることもなく、ザイの追撃に脅おびやかされることもなくなって）

　ベルクトが大たい気き圏けんを越こえた、と聞かされたのは昨日の作戦後、グアムに到とう着ちやくしてからのことだ。

　中国までザイを誘ゆう導どうしたあとエンジン出力を全開にして中ちゆう間かん圏けん突とつ破ぱ、そのまま衛星軌道に達したらしい。〈誘ゆう蛾が灯とう〉の影えい響きようもさすがに宇う宙ちゆうからは及およばなかったのか、ザイの動きは沈ちん静せい化かしている。小こ松まつのスクランブルも収おさまっていた。

　全てがうまくいった感じ。ただ一つ、〈彼女〉が帰き還かんできないという点を除のぞいては。

「耐たい熱ねつシールドが未完成なんだっけ、今のままだと再さい突とつ入にゆう時じの過か熱ねつに耐たえられないとか」

「うん」

　グリペンがうなずいた。

「マッハ７で再突入すると機体の温度は千四百度以上になる。単たん段だん式しきの宇う宙ちゆう機きでその熱を克こく服ふくする技ぎ術じゆつはまだ確かく立りつされていない。今の段階ではベルクトを回かい収しゆうすることは不ふ可か能のう」

「不可能」

「少なくともスカイロンで帰ってくることはできない」

　分かっている。昨日八や代しろ通どおりから全員に説明された話だ。試し作さく段だん階かいのスペースプレーンに大気圏再突入の機能はなく、仮かりにアニマのみ帰還させようとしても〈誘蛾灯〉の能のう力りよくが妨さまたげとなる。技ぎ本ほんが総そう力りよくを挙あげ軌き道どう上じようで彼女のシステムを無む効こう化かすれば話は別だが、それには相当の準じゆん備びと時間が必要になる。いずれにせよ簡かん単たんに実じつ現げんできる内ない容ようではなかった。

　ベルクトは地上に戻もどってこられない。たどりつけない。それが現実だ。今いま更さら悲しむことも驚おどろくこともない。ただ。

「生きてはいる、だよな？」

　小さな首しゆ肯こうが返ってきた。

「仮か死し状じよう態たいでエネルギー消費を抑おさえている。体温を下げて眠ねむり続けている。だからあいつがいなくなったわけじゃない。助ける手段さえあればまた出会える」

　星がまた一ひと筋すじ流れていった。

　ふっとベルクトの声が蘇よみがえる。かつて海辺の東あずま屋やで語った言葉。ロシアの古い民話。

『イヌワシは全ての罪つみや業ごうから自由になり軽々と空を駆かけ上がっていきました。ついには天上の世界に至いたりあまねく大地を照らす星になったと。そういうお話です』

　素す敵てきな話です、と彼女は言った。どれだけ過あやまちを犯おかしても最終的には許ゆるされる。空を上り続けてみんなを照らし出す光になれる、と。

　であれば彼女は望みを叶かなえたのか。この煉れん獄ごくのような世界から解とき放たれ安息の地を見つけたのか。

　いつかまた自分達は彼女と翼つばさを並ならべるかもしれない。人類の存そん亡ぼうを懸かけてともに戦うのかもしれない。だが今は、今だけは全てを忘わすれてほしいと思った。抑よく圧あつされ、奪うばわれ、追い立てられた少女がようやくつかんだ平へい穏おんだ。せめて眠りの中でくらい幸福を感じてほしかった。

　果たして彼女は現在、どんな夢ゆめを見ているのだろう。

　ゴーリキー公園でのヤリックとの思い出か、あるいはありえたかもしれない二人だけの未来か。

　分からない。だが不思議と悪い予感はしなかった。

　自転車のハンドルをつかむ。夏の最後の風が木こ立だちを吹ふき抜ぬけていく。

　慧けいはわずかに息を吸すい、目を細め、囁ささやくような声で言った。

「よい夢ゆめを、ベルクト」







　あとがき




　なんか気づけばアメリカの新型ステルス戦闘機、Ｆ─35ライトニングⅡが実戦配備されていまして、しかも垂直離着陸能力を持ったＢ型が真っ先にリリースということで、今までの計画遅延やゴタゴタはなんだったの？　という感じです。

　まぁ新型機の導入にはトラブルがつきもので、結局過去の軍用機開発と同様、試行錯誤を繰り返していたという話でしょう。懸案のＢ型が片づいたことであとは空軍用のＡ型、海軍用のＣ型も順次配備されていくはずです。高騰した初期費用も量産効果で徐々に薄まっていくことでしょう。

　で、一度成功してしまえば誰もが当然のようにその成果を受け入れがちですが、少し前までＦ─35に対する報道は相当厳しいものでした。曰く、空軍の誇大広告の産物、欠陥戦闘機、動力不足の失敗作──。特定の演習シナリオをクローズアップして、Ｆ─16より劣っているなんて分析もありました。

　ただ（当然の話ですが）試験段階から完璧な兵器などありえません。複雑で高価なシステムになるほど無数の改修を経てブラッシュアップされていくものです。その過程を無視して、いたずらに問題点のみあげつらうのは正直フェアとは言えないでしょう。特に軍関係の報道はイデオロギー的な要素も絡むので、果たして本当に技術的・経済的な問題があるのか、それ以外の理由で反対されているのか判断しづらいです。情報の受け手としてはセンセーショナルな見出しに飛びつくことなく色々な観点で判断していきたいものです。

　新機体とそれに伴うトラブルと言えば、思い出すのがオスプレイです。一時は事故だらけの問題児扱いされていましたが現在はどうなっているのでしょう？

　ちょっと古いですが防衛省の「ＭＶ─22オスプレイ事故率について（二〇一二年九月十九日）」という資料を見ていると興味深い数字が出てきます。クラスＡと呼ばれる重大事故の発生率はオスプレイが１・93、対して自衛隊でも使われているＣＨ─47輸送ヘリは３以上です。ちなみに最強戦闘機、Ｆ─22ラプターは６以上、ベストセラーＶＳＴＯＬ機、ＡＶ─８ＢハリアーⅡに至っては７近くです。ただハリアーの事故が日々、新聞の一面を賑わしたりしないように、事故率の高さが即ニュースの露出回数に比例したりはしません。だとすると「ハワイでオスプレイ着陸失敗！」という報が、どこまで全体の安全性に結びついているか疑問になってきます。絶対落ちない飛行機など存在しないのですから、一部の事象をことさら取り上げるのははっきりミスリードです。

　似たような話は自衛隊でもあり、特にＦ─２戦闘機やＰ─１哨戒機の開発時は「翼の異常振動」「機体強度不足」なんて報道が頻繁に出ていました。そんなこと言ったら我らがグリペンはソフトウェア不具合で機体横転の大事故を起こしているのですが、こちらはあまり人口に膾かい炙しやしていません。

　結局、僕も含めて、ニュースでたまたま事故のシーンが出たから「やばい」「欠陥」と認識しているのではないでしょうか。センセーショナルな映像や識者の警告があったから大事に感じているのでは？

　ニュースバリューと事件の深刻度は違います。正確な数字に基づかない問題認識は単なる印象論にしかなりえません。何かを語る時にはイベントではなくデータで。木よりは森を見て対策を打つ。困難ですが当たり前の話ではあります。

　まぁ一つ言いたいのは「新しいチャレンジは試行錯誤の連続、気長に見守ろうよ！」ということです。いいじゃないですか、レーダーの不具合とかベアリングの損傷とか、少しくらいトラブルが続いたって。我々の文明は先人達の膨大な誤りの上になりたっているのですから、未来の人達のためにもなるべく失敗を重ねておくべきでしょう。もちろん程度問題ですけどね。人命を守るために最大限の努力をするのは当然です。ただ完璧を目差すあまり枯れた技術しか使わないのはあまりにも後ろ向きだと思うんです。

　ええ、だから執筆環境をWindows10にアップグレードするくらい大したことないですよね？　全世界でもう七千五百万台インストールされてるらしいですし、今後のサポートを考えても早めに触れておいた方がよいですよね？　なのにおかしいんです。なぜか予約しようとすると指が止まって動悸が激しくなるんです。なんでだろう？（語るに落ちる）




　以下謝辞です。

　技ＭＩＸの立体化企画でお世話になっていますトミーテックご担当者様、ＫｕＷａ様。格好よいデザイン画と３Ｄモデル、ありがとうございます。シャープかつマッシブなドーターの造形に日々モチベーションを搔き立てられています。是非第二弾でベルクトもご検討ください。ライノは……ライノはどうしましょう。

　ロシア語の翻訳にご協力いただいた株式会社ロゼッタ様、中国語の翻訳にご協力いただいた株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ・付瀟様、臨場感あふれる台詞をありがとうございます。明華の歌、とっても可愛かったです。

　帯の応援メッセージを寄せていただいた上坂すみれ様。いつぞやの忘年会ではお世話になりました。次回お会いした際は是非戦車だけではなく、ロシアの飛行機についても語り合わせてください。

　前作に引き続き美麗なイラストで本を彩ってくださったイラストの遠坂あさぎ様、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編集の湯浅様・小野寺様、いつも助かっております。そして何よりもこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧げたいと思います。ありがとうございました。





二〇一五年十月　夏海公司
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。２００７年『葉桜が来た夏』で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞。ＮＷＯＢＨＭ以来のＨＲ／ＨＭファンで最近のヘビーローテーションはＢａｔｔｌｅ ＢｅａｓｔのＳｔｅｅｌ／Ｂａｔｔｌｅ Ｂｅａｓｔ。女性版ダークシュナイダーと言わんばかりの声質に完全にノックアウト中。Ｒａｖｅｎ！
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イラスト／遠とお坂さかあさぎ

４巻です!!　アルビノの女の子がとても好きなので、ベルクトのデザインを考えるのが楽しかったです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「夏海公司先生」係

「遠坂あさぎ先生」係











本書は書き下ろしです。














この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。




ロシア語翻訳　株式会社ロゼッタ
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